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対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどのGUI要素は、イタリッ
ク体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[Main titles]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（this font）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

For a complete list of all B-Series documentation, see theCiscoUCS B-Series Servers Documentation Roadmap
available at the following URL: http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc.

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-docfeedback@external.cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。
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第 1 章

概要

• 概要, 1 ページ

• Cisco UCS Managerユーザマニュアル, 1 ページ

• マルチレイヤネットワーク設計, 3 ページ

概要
このガイドでは次の内容について説明します。

•サーバポートの設定/有効化、アップリンクポートの設定/有効化、FCポートの設定/有効化。

• LANピングループの作成

• VLANおよび VLANグループの作成

•サーバリンクの作成

• QoSシステムクラスの設定

•グローバルポリシーの設定

•ネットワーク健全性のモニタリング

•トラフィックモニタリング

Cisco UCS Manager ユーザマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しいマ
ニュアルが用意されています。
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説明ガイド

CiscoUCSアーキテクチャのほか、CiscoUCS
Managerの初期設定や構成のベストプラク
ティスなど、稼働前に必要な操作について説

明しています。

『Cisco UCS Manager Getting Started Guide』

パスワード管理、ロールベースアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復

元、スケジューリングオプション、BIOS
トークン、および遅延展開について説明して

います。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

Cisco UCS Managerによって使用および管理
される物理および仮想インフラストラクチャ

コンポーネントについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management
Guide』

ファームウェアのダウンロードと管理、Auto
Installによるアップグレード、サービスプロ
ファイルによるアップグレード、ファーム

ウェアの自動同期によるエンドポイントでの

直接アップグレード、機能カタログの管理、

展開シナリオ、およびトラブルシューティン

グについて説明しています。

『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』

新しいライセンス、Cisco UCS Centralへの
Cisco UCS domainの登録、電力制限、サーバ
のブート、サーバプロファイルおよびサー

バ関連ポリシーについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、
ストレージ管理のあらゆる側面について説明

しています。

『Cisco UCS Manager Storage Management Guide』

Cisco UCS Managerの LANや VLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につい

て説明しています。

『Cisco UCS Manager Network Management Guide』

Cisco UCS Managerにおける、システム統計
を含むシステムおよびヘルスモニタリング

のあらゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

Cisco UCS Managerを使用して管理している
UCS Sシリーズサーバの管理のあらゆる側
面について説明しています。

Cisco UCS S3260サーバと Cisco UCSManagerとの
統合
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Getting-Started/3-2/b_UCSM_Getting_Started_Guide_3_2.html
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/3-2/b_UCSM_GUI_Infrastructure_Management_Guide_3_2.html
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マルチレイヤネットワーク設計
モジュラアプローチを使用してデータセンターを設計する場合、ネットワークは、コア、アグリ

ゲーション、アクセスの 3つの機能層に分割されます。これらの層は、物理的または論理的のい
ずれの形態も取ることができ、データセンターネットワーク全体を設計し直さずに追加および削

除できます。

モジュラ設計の階層型トポロジでは、アドレスの割り当てもデータセンターネットワーク内で簡

素化されます。設計にモジュール性を導入することは、ビルディングブロックを分離することを

意味します。ビルディングブロックは互いに分離されており、ブロック間の特定のネットワーク

接続を介して通信します。モジュラ設計では、トラフィックフローを簡単に制御でき、セキュリ

ティが向上します。つまり、これらのブロックは互いに独立しており、あるブロックを変更して

も他のブロックは影響されません。また、モジュール性により、ネットワークでの高速な移動、

追加、変更（MAC）と増分変更も可能になります。

モジュラ型ネットワークは拡張可能です。拡張性によって、抜本的な変更や再設計を行うことな

く、ネットワークのサイズを大幅に拡大縮小できます。スケーラブルなデータセンターネット

ワーク設計は、階層とモジュール性の原則を基に構築されます。

ネットワークはできるだけシンプルに保ってください。モジュラ設計では、設計、設定、トラブ

ルシューティングが容易です。

•アクセスレイヤ：アクセスレイヤは、エッジデバイス、エンドステーション、サーバが
ネットワークに接続するための最初のエントリポイントです。アクセスレイヤは、ネット

ワークデバイスへのユーザアクセス権を付与し、サーバへの接続を提供します。アクセス

レイヤのスイッチは、冗長性を確保するために 2つの別々のディストリビューションレイヤ
スイッチに接続されます。データセンターアクセスレイヤは、レイヤ 2、レイヤ 3、および
メインフレームに対して接続性を提供します。アクセスレイヤの設計は、レイヤ 2とレイ
ヤ 3のいずれのアクセスを使用するかによって異なります。データセンター内のアクセスレ
イヤは、通常はレイヤ 2上に構築されます。これにより、サービスデバイスを複数のサーバ
にわたって共有しやすくなります。この設計によってサーバはレイヤ 2隣接となり、これを
必要とするレイヤ 2クラスタリングも使用可能になります。レイヤ 2アクセスを使用する
と、デフォルトゲートウェイを、アグリゲーションレイヤでサーバに設定できます。

•アグリゲーションレイヤ：アグリゲーション（または分散）レイヤは、アクセスレイヤか
らデータセンターコアへのアップリンクを集約します。このレイヤは、制御サービスおよび

アプリケーションサービスにとっての重要なポイントです。セキュリティサービスデバイ

スやアプリケーションサービスデバイス（ロードバランシングデバイス、SSLオフロード
デバイス、ファイアウォール、IPSデバイスなど）は、通常、モジュールとしてアグリゲー
ションレイヤに展開されます。アグリゲーションレイヤはポリシーベースの接続を提供し

ます。

•コアレイヤ：「バックボーン」とも呼ばれるコアレイヤは、高速パケットスイッチング、
拡張性、ハイアベイラビリティ、そして高速コンバージェンスを実現します。大規模データ

センターでは、データセンターコアを実装するのがベストプラクティスです。データセン
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ターを設計する際は、初期段階でコアを実装しておくことにより、ネットワークの拡張が容

易になり、データセンター環境の再構築を回避できます。

コアソリューションが適切かどうかを判別するには、次の基準を使用します。データセン

ターは、通常、レイヤ 3リンクを使用してキャンパスコアに接続します。データセンター
ネットワークは集約され、コアはデータセンターネットワークにデフォルトルートを挿入

します。

•イーサネットの帯域幅要件

•ポート密度

•管理ドメイン

•予想される将来の開発
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第 2 章

LAN の接続

• ファブリックインターコネクトの概要, 5 ページ

• アップリンク接続, 6 ページ

• ダウンリンク接続, 6 ページ

• ファブリックインターコネクトの設定, 7 ページ

• ファブリックの退避, 8 ページ

• ファブリックインターコネクトスイッチングのモード, 10 ページ

• ファブリックインターコネクトのポートタイプ, 16 ページ

• vNIC, 17 ページ

ファブリックインターコネクトの概要
ファブリックインターコネクトは、CiscoUCSのコアコンポーネントです。CiscoUCSファブリッ
クインターコネクトは、LAN、SAN、およびアウトオブバンド管理セグメントへのアップリンク
アクセスを提供します。Cisco UCSインフラストラクチャ管理は、ハードウェアとソフトウェア
の両方を管理する組み込み管理ソフトウェア Cisco UCS Managerにより行われます。Cisco UCS
ファブリックインターコネクトはトップオブラック型デバイスであり、Cisco UCSドメインへの
ユニファイドアクセスを提供します。

CiscoUCS FIは、接続されたサーバにネットワークの接続性と管理を提供します。CiscoUCSファ
ブリックインターコネクトは Cisco UCS Manager管理ソフトウェアを実行し、Cisco UCS Manager
ソフトウェア用の拡張モジュールから構成されています。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの詳細については、『Cisco UCSManager Getting Started
Guide』を参照してください。
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アップリンク接続
アップリンクアップストリームネットワークスイッチに接続するには、アップリンクポートと

して設定されているファブリックインターコネクトポートを使用します。これらのアップリンク

ポートを、個々のリンクとして、またはポートチャネルとして設定されているリンクとして、

アップストリームスイッチポートに接続します。ポートチャネルの設定により、帯域幅の集約

とリンクの冗長性を実現できます。

ファブリックインターコネクトからのノースバウンド接続は、標準アップリンク、ポートチャネ

ル、または仮想ポートチャネルの設定によって実現できます。ファブリックインターコネクトに

設定されているポートチャネルの名前と IDが、アップストリームイーサネットスイッチ上の名
前および IDの設定と一致している必要があります。

また、vPCとしてポートチャネルを設定することもできます。その場合、ファブリックインター
コネクトからのポートチャネルアップリンクポートは、別のアップストリームスイッチに接続

されます。すべてのアップリンクポートを設定したら、それらのポートのポートチャネルを作成

します。

ダウンリンク接続
各ファブリックインターコネクトは、各ブレードサーバに接続性を提供するUCSシャーシの IOM
に接続されます。ブレードサーバから IOMへの内部接続は、バックプレーンの実装に10BASE-KR
イーサネット標準を使用して Cisco UCS Managerにより透過的に行われ、追加の設定は必要はあ
りません。ファブリックインターコネクトのサーバポートと IOM間の接続を設定する必要があ
ります。ファブリックインターコネクトのサーバポートと接続すると、各 IOMはファブリック
インターコネクトへのラインカードとして動作します。したがって、IOMとファブリックイン
ターコネクトを相互接続することはできません。各 IOMは単一のファブリックインターコネクト
に直接接続されます。

ファブリックエクステンダ（IOMまたは FEXとも呼ばれます）は、ファブリックインターコネ
クトをブレードサーバまで論理的に拡張します。ファブリックエクステンダは、ブレードサー

バシャーシに組み込まれたリモートラインカードのようなものであり、外部環境への接続性を

実現します。IOMの設定は Cisco UCS Managerによってプッシュされ、直接管理されません。こ
のモジュールの主な機能は、ブレードサーバ I/O接続（内部および外部）の促進、ファブリック
インターコネクトまでの全 I/Oトラフィックの多重化、CiscoUCSインフラストラクチャの監視と
管理の支援です。

ダウンリンク IOMカードに接続する必要のあるファブリックインターコネクトポートを、サー
バポートとして設定します。ファブリックインターコネクトと IOMが物理的に接続されている
ことを確認します。また、IOMポートとグローバルシャーシ検出ポリシーも設定する必要があり
ます。
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UCS 2200 I/Oモジュールの場合、[Port Channel]オプションを選択することによっても、I/Oモ
ジュールが接続されたすべてのサーバポートがポートチャネルに自動的に追加されます。

（注）

ファブリックインターコネクトの設定

ファブリックインターコネクトの情報ポリシー

Cisco UCSサーバに接続されているアップリンクスイッチを表示する情報ポリシーを設定する必
要があります。

ファブリックインターコネクトの SAN、LANおよび LLDPネイバーを表示するには、ファブ
リックインターコネクトの情報ポリシーを有効にする必要があります。

重要

ファブリックインターコネクトの LAN ネイバーの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。
ステップ 3 LANネイバーを表示するファブリックインターコネクトをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [Neighbors]タブをクリックします。

ステップ 5 [LAN]サブタブをクリックします。
このサブタブは指定したファブリックインターコネクトの LANネイバーをリストします。

Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
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ファブリックインターコネクトの SAN ネイバーの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。
ステップ 3 SANネイバーを表示するファブリックインターコネクトをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [Neighbors]タブをクリックします。

ステップ 5 [SAN]サブタブをクリックします。
このサブタブは指定したファブリックインターコネクトの SANネイバーをリストします。

ファブリックインターコネクトの LLDP ネイバーの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects]の順に展開します。
ステップ 3 LLDPネイバーを表示するファブリックインターコネクトをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [Neighbors]タブをクリックします。

ステップ 5 [LLDP]サブタブをクリックします。
このサブタブは指定したファブリックインターコネクトの LLDPネイバーをリストします。

ファブリックの退避
Cisco UCS Managerにファブリックの退避機能が導入されました。この機能は、IOMまたは FEX
を介して接続しているすべてのサーバからファブリックインターコネクトに流れるトラフィック

フローを、システムのアップグレード時に退避させます。システムのセカンダリファブリックイ

ンターコネクトをアップグレードすると、ファブリックインターコネクト上のアクティブなトラ

フィックが中断されます。このトラフィックは、プライマリファブリックインターコネクトに

フェールオーバーします。ファブリック退避機能を使用すると、ファブリックインターコネクト

を通過するすべてのアクティブなトラフィックを停止できます。トラフィックが完全にフェール

オーバーしたことを確認し、セカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードした

後、セカンダリファブリックインターコネクトとすべての接続されている IOMを再起動できま
す。その後、すべての停止しているフローを再開できます。クラスタ構成では、クラスタリード
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をこの下位FIに変更し、すべてのフローを停止して、同じ方法で他のファブリックインターコネ
クトをアップグレードできます。

システムのセカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードすると、ファブリック

インターコネクト上のアクティブなトラフィックが中断されます。このトラフィックは、プライ

マリファブリックインターコネクトにフェールオーバーします。次の手順で、アップグレード

プロセス中にファブリック退避機能を使用できます。

1 ファブリックインターコネクトを通過するすべてのアクティブなトラフィックを停止します。

2 vNICにフェールオーバーが設定されている場合は、Cisco UCS Managerまたは vCenterなどの
ツールを使用して、トラフィックがフェールオーバーされたことを確認します。

3 セカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードします。

4 停止したすべてのトラフィックフローを再開します。

5 クラスタリードをセカンダリファブリックインターコネクトに変更します。

6 ステップ 1～ 4を繰り返し、プライマリファブリックインターコネクトをアップグレードし
ます。

ファブリックの退避は、次でのみサポートされます。（注）

•ファブリックインターコネクトの手動インストール

•クラスタ構成

ファブリックの退避の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Evacuation]をクリックします。
[Configure Evacuation]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 指定したファブリックインターコネクトのファブリックの退避を設定するには、[AdminEvacMode]
フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックします。

• [On]：指定したファブリックインターコネクトを通過するアクティブなすべてのトラフィッ
クを停止します。
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• [Off]：指定したファブリックインターコネクトを通過するトラフィックを再開します。

ステップ 6 （任意） 現在の退避状態に関係なくファブリックインターコネクトを退避するには、[Force]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [Apply]をクリックします。
警告ダイアログボックスが表示されます。
Enabling fabric evacuation will stop all traffic through this Fabric Interconnect from
servers attached through IOM/FEX.
The traffic will fail over to the Primary Fabric Interconnect for fail over vnics.
Are you sure you want to continue?

ステップ 8 [OK]をクリックしてファブリックの退避を確認し、続行します。

ファブリックインターコネクトのファブリックの退避ステータスの表

示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Status]領域が表示されます

ファブリックインターコネクトスイッチングのモード
Cisco UCSファブリックインターコネクトは、2つのメインスイッチングモード（イーサネット
またはファイバチャネル）で動作します。これらのモードは相互に独立しています。サーバと

ネットワーク間またはサーバとストレージデバイス間で、ファブリックインターコネクトがデバ

イスとして動作する方法を決定します。

イーサネットスイッチングモード

イーサネットスイッチングモードにより、サーバとネットワークの間のスイッチング装置として

ファブリックインターコネクトがどのように動作するかが決定されます。ファブリックインター

コネクトは、次のイーサネットスイッチングモードのいずれかで動作します。

   Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
10

LAN の接続
ファブリックインターコネクトのファブリックの退避ステータスの表示



エンドホストモード

エンドホストモードでは、ファブリックインターコネクトが、vNICを介して接続されているす
べてのサーバ（ホスト）に代わって、ネットワークに対するエンドホストとして動作できます。

この動作は、アップリンクポートに vNICをピン接続（動的ピン接続またはハードピン接続）す
ることにより実現されます。これによって、ネットワークに冗長性がもたらされ、アップリンク

ポートはファブリックの残りの部分に対してサーバポートとなります。

エンドホストモードの場合、ファブリックインターコネクトではスパニングツリープロトコル

（STP）が実行されません。ただし、アップリンクポートが相互にトラフィックを転送すること
を拒否し、複数のアップリンクポートに同時に出力サーバトラフィックが存在することを拒否す

ることによって、ループが回避されます。エンドホストモードは、デフォルトのイーサネットス

イッチングモードであり、次のいずれかがアップストリームで使用される場合に使用する必要が

あります。

•レイヤ 2集約のためのレイヤ 2スイッチング

• Virtual Switching System（VSS）集約レイヤ

エンドホストモードを有効にした場合、vNICがアップリンクポートに固定ピン接続されてい
て、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vNICをピン接続し直すことは
できず、その vNICはダウンしたままになります。

（注）

Switch Mode

スイッチモードは従来のイーサネットスイッチングモードです。ループを回避するためにファ

ブリックインターコネクトで STPが実行され、ブロードキャストパケットとマルチキャストパ
ケットは従来の方法で処理されます。ファブリックインターコネクトがルータに直接接続されて

いる場合、または次のいずれかがアップストリームスイッチに使用されている場合は、スイッチ

モードを使用します。

•レイヤ 3集約

•ボックス内の VLAN

どちらのイーサネットスイッチングモードにおいても、サーバアレイ内のサーバ間ユニキャ

ストトラフィックはすべてファブリックインターコネクト経由でのみ送信され、アップリン

クポートを介して送信されることはありません。これは、vNICがアップリンクポートにハー
ドピン接続されている場合でも同様です。サーバ間のマルチキャストトラフィックとブロー

ドキャストトラフィックは、同じ VLAN内のすべてのアップリンクポートを介して送信され
ます。

（注）
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Cisco MDS 9000 ファミリのファイバチャネルスイッチングモジュールを使用したスイッチモード
の Cisco UCS ファブリックインターコネクト

スイッチモードで Cisco MDS 9000ファミリ FCスイッチングモジュールと Cisco UCSファブリッ
クインターコネクト間にポートチャネルを作成する場合は、次の順序に従います。

1 MDS側にポートチャネルを作成します。

2 ポートチャネルのメンバーポートを追加します。

3 ファブリックインターコネクト側にポートチャネルを作成します。

4 ポートチャネルのメンバーポートを追加します。

最初にファブリックインターコネクト側でポートチャネルを作成すると、ポートは中断状態にな

ります。

Cisco UCSファブリックインターコネクトがスイッチモードになっている場合、ポートチャネル
モードは ONモードに限られ、Activeではありません。ただし、ファブリックインターコネクト
のピアの wwn情報を取得するには、ポートチャネルを Activeモードにする必要があります。

イーサネットスイッチングモードの設定

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCSManagerにより自動的にログアウ
トとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、Cisco UCS
Managerにより両方のファブリックインターコネクトが再起動されます。スイッチングモー
ドを変更した結果として、従属ファブリックインターコネクトが初めて再起動されます。プ

ライマリファブリックインターコネクトは、[Pending Activities]で確認された後にのみ再起動
します。プライマリファブリックインターコネクトでイーサネットスイッチングモードの変

更が完了し、システムで使用できるようになるまでには数分間かかります。既存の設定は保持

されます。

ファブリックインターコネクトが再起動すると、すべてのブレードサーバがLANおよびSAN
接続を失い、ブレード上のすべてのサーバが完全に停止します。これにより、オペレーティン

グシステムで障害が発生する場合があります。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set Ethernet Switching Mode]

• [Set Ethernet End-Host Mode]
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現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUIとの接続を解除します。

ファイバチャネルスイッチングモード

ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装置

としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリックイン

ターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードはNポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォルトの
ファイバチャネルスイッチングモードです。エンドホストモードを使用すると、ファブリック

インターコネクトは、仮想ホストバスアダプタ（vHBA）を介して接続されているすべてのサー
バ（ホスト）に代わって、接続されているファイバチャネルネットワークに対するエンドホス

トとして動作することができます。この動作は、ファイバチャネルアップリンクポートにvHBA
をピン接続（動的ピン接続またはハードピン接続）することにより実現されます。これにより、

ファイバチャネルポートはファブリックの残りの部分に対してサーバポート（Nポート）とな
ります。エンドホストモードの場合、ファブリックインターコネクトは、アップリンクポート

が相互にトラフィックを受信しないようにすることでループを回避します。

エンドホストモードを有効にすると、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートにハー
ドピン接続されているときに、そのアップリンクポートがダウンした場合、システムはvHBA
を再びピン接続することができず、vHBAはダウンしたままになります。

（注）

Switch Mode

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。スイッ

チモードを使用して、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続するこ

とができます。ファイバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（たとえば、
ストレージに直接接続された 1つの Cisco UCS domain）ポッドモデル、または SANが存在する
（アップストリームMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）
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ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Managerにより自動的にロ
グアウトとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ構成では、Cisco
UCS Managerは Cisco UCS Managerリリース 3.1(1)以前で、両方のファブリックインターコネ
クトを同時に再起動します。Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)では、ファイバチャネルス
イッチングモードを変更すると、UCSファブリックインターコネクトが順番にリロードしま
す。Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)では、スイッチングモードを変更した結果として、従
属ファブリックインターコネクトが初めて再起動されます。プライマリファブリックイン

ターコネクトは、[Pending Activities]で確認された後にのみ再起動します。プライマリファブ
リックインターコネクトでファイバチャネルスイッチングモードの変更が完了し、システム

で使用できるようになるまでには数分間かかります。

重要

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、両方の UCSファブリックインターコ
ネクトが同時にリロードします。ファブリックインターコネクトがリロードすると、約 10～
15分のダウンタイムがシステム全体で発生します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set Fibre Channel Switching Mode]

• [Set Fibre Channel End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUIとの接続を解除します。
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ファブリックインターコネクトのプロパティの変更

CiscoUCSdomainのサブネットまたはネットワークプレフィックスを変更するには、すべての
サブネットまたはプレフィックス、Cisco UCSManagerへのアクセスに使用する仮想の IPv4ま
たは IPv6アドレス、両方のファブリックインターコネクトの IPv4または IPv6アドレスを同
時に変更する必要があります。

両方のファブリックインターコネクトは IPv4か IPv6の同じ管理アドレスタイプを維持する
必要があります。ファブリック Bの管理アドレスタイプを変更しない場合、ファブリック A
の管理アドレスタイプは変更できません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [Admin] > [All]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で [Management Interfaces]をクリックして、[Management Interfaces]ダイアログボッ
クスを開きます。

ステップ 5 [Management Interfaces]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 6 CiscoUCSManagerにアクセスするためにユーザが使用する仮想 IPアドレスだけを変更するには、
[Virtual IP]領域の [IPv4 Address]または [IPv6 Address]のフィールドに目的の IPアドレスを入力し
ます。

ステップ 7 Cisco UCS domainに割り当てられた名前だけを変更するには、[Virtual IP]領域の [Virtual IP
Name][Name]フィールドフィールドに必要な名前を入力します。

ステップ 8 サブネットと IPv4アドレス、または、ネットワークプレフィックスと IPv6アドレス、およびファ
ブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイを変更するには、次のフィー

ルドを更新します。

a) [Virtual IP]領域で、Cisco UCS Managerへのアクセスに使用する IPアドレスを [IPv4 Address]
または [IPv6 Address]のフィールドで変更します。

b) 各ファブリックインターコネクトの [Fabric Interconnect]領域で、[IPv4]または [IPv6]のタブを
クリックします。

c) [IPv4]タブで、IPアドレス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイを更新しま
す。

d) [IPv6]タブで、IPアドレス、プレフィックス、およびデフォルトゲートウェイを更新します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIからログアウトしてから再度ログインして変更を確認します。
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プライマリファブリックインターコネクトの決定

管理者パスワードが失われると、クラスタ内のファブリックインターコネクトのプライマリ

およびセカンダリのロールは、両方のファブリックインターコネクトの IPアドレスからCisco
UCS Manager GUIを開くことによって決定することができます。従属ファブリックインター
コネクトは失敗し、次のメッセージが表示されます。

UCSM GUI is not available on secondary node.

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects]の順に展開します。
ステップ 3 ロールを識別するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[High Availability Details]バーの下矢印をクリックしてこの領域を展開します。
ステップ 6 [Leadership]フィールドを表示して、このファブリックインターコネクトがプライマリファブリッ

クインターコネクトか、従属ファブリックインターコネクトかを決定します。

ファブリックインターコネクトのポートタイプ
デフォルトでは、すべてのファブリックインターコネクトポートは未設定です。イーサネット

LAN接続では、ファブリックインターコネクトポートは次のいずれかの状態になります。

• [Unconfigured]：ポートは設定されておらず、使用できません。

• [Server Port]：ポートは、ブレードシャーシ内の IOMファブリックエクステンダ（FEX）モ
ジュールへのダウンリンク接続用に設定されています。

• [Uplink Port]：ポートはアップストリームイーサネットスイッチへのアップリンク接続用に
設定されています。アップリンクポートは常にトランクポートとして設定されます。

• [Disabled]：ポートはアップリンクポートまたはサーバポートとして設定されており、現在
は管理者によって無効化されています。

6200シリーズファブリックインターコネクトの場合は、すべてのポートがユニファイドポート
です。したがって、すべてのポートを1/10ギガビットイーサネット、ファイバチャネル（FC）、
FCアップリンク、アプライアンスポート、または FCoEポートとして設定します。

6300シリーズファブリックインターコネクトについては、『UCSManager Getting Started Guide』
を参照してください。
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vNIC
アップストリームアップリンクスイッチとダウンストリーム IOMとの間の接続が確立されれば、
vNICを設定しているブレードサーバからvNICを接続できます。管理を容易にするために、vNIC
テンプレートを作成することをお勧めします。

vNICはサーバプロファイル内で作成することも、vNICテンプレートを使用して作成することも
できます。vNICテンプレートは、テンプレートごとに1回NIC設定を設定してから、新しいvNIC
を必要な設定で迅速に作成できるため、使用をお勧めします。vNIC構成時の設定は、さまざまな
オペレーティングシステム、ストレージデバイス、ハイパーバイザ用に最適化できます。

vNICテンプレートは次のいずれかとして設定できます。

•開始テンプレート：この vNICテンプレートは、このテンプレートを使用して作成された
vNICのワンタイム設定を実現します。テンプレートに対する以降の変更は、抽象化したvNIC
には伝播されません。

•更新テンプレート：この vNICテンプレートは、このテンプレートを使用して作成された
vNICの初期構成を提供します。テンプレートに対する以降の変更は、抽象化した vNICにも
伝播されます。実働環境のための、更新用 vNICテンプレートを作成することをお勧めしま
す。

vNICのMACアドレスは手動で割り当てるか、MACアドレスプールを設定して割り当てること
ができます。バーンドインMACアドレスを使用するか、システム定義のプレフィックスを持つ
IDプールから取得した抽象化MACアドレスを使用することができます。ステートレスコンピュー
ティングは、Cisco UCSプラットフォームの優れた機能です。したがって、サーバプロファイル
の vNIC MACアドレスを抽象化し、その結果としてバーンドイン NIC MACアドレスを使用する
代わりに、MACアドレスの IDプールからサーバの vNIC MACアドレスを使用することをお勧め
します。MAC IDを抽象化する利点は、物理サーバの障害発生時に、サーバプロファイルを簡単
に交換用サーバに関連付けることができることです。新しいサーバは vNIC MACアドレスなどの
古いサーバに関連付けられているすべての IDを取得します。オペレーティングシステムから見
た場合、変化は一切ありません。

さまざまな設定でvNICテンプレートを作成し、要件に応じてvNICテンプレートから個々のvNIC
を作成することをお勧めします。また、MACアドレスプールを定義し、それらのMACアドレス
プールを使用してMACアドレスを個別の vNICに割り当てます。

vNICは、通常、物理メザニンカードから抽象化されます。古い Emulex、QLogic、および Intel
NICカードには固定ポートがあります。シスコのメザニン NICカード（別名「Paloカード」また
は「仮想インターフェイスカード（VIC）」）は、ダイナミックサーバインターフェイスを提供
します。Cisco VICカードは最大 256個の動的インターフェイスを提供します。vNICはサーバプ
ロファイル内で作成することも、vNICテンプレートを使用して作成することもできます。vNIC
テンプレートは、NIC設定を設定し、テンプレートごとに 1回実行しておいて、追加の vNICを
必要な設定で迅速に作成できるため、使用をお勧めします。vNIC構成時の設定は、さまざまなオ
ペレーティングシステム、ストレージデバイス、ハイパーバイザ用に最適化できます。

サーバの vNICの作成は、サーバプロファイルまたはサーバプロファイルテンプレートの作成の
一部です。ブレードサーバのサービスプロファイルテンプレートまたはサービスプロファイル
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（エキスパート）の作成を開始した場合、vNICの作成は構成ウィザードの 2番目のステップで
す。
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• ファブリックポートチャネル, 61 ページ

• Internal Fabric Managerを使用したサーバポートの設定, 64 ページ

ポートモード
ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは Cisco UCS Manager
で設定します。ただし、ファブリックインターコネクトは自動的にポートモードを検出しませ

ん。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLANや VSANなど、そのポート設定に関連付けられているオブジェクトもすべて削除され
ます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ
ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

デフォルトでは、イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートはイーサネット

アップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更された統合

ポートは、ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネル

ポートを設定解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

イーサネットにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）
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ファイバチャネルポートモード

ファイバチャネルにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

UCS 6300 ブレイクアウト 40 GB イーサネットポート

ファブリックインターコネクトイーサネットブレイクアウトポート

の設定

サポートされているブレイクアウトケーブルを使用することで、40 GBイーサネットポートを装
備した Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトを、4個の 10 GBポートとして分離できま
す。この構成には、ファブリックインターコネクトと接続する 1個の 40GB QSFP+が一方の端に
あり、10 GB接続をサポートする異なるエンドポイントに接続する 4個の 10 GBポートが他方の
端にある、Small Form-Factor Pluggableアダプタ（SPF）が必要です。Cisco UCS 6300ファブリッ
クインターコネクトの詳細については、『UCS Manager Getting Started Guide』を参照してくださ
い。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要です。

ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについて

は、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ブレイクアウトポートの設定を終えれば、各10GBサブポートを、サーバ、アップリンク、FCoE
アップリンク、FCoEストレージまたはアプライアンスとして必要に応じて設定できます。

次の表は、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能の制約
をまとめています。
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ブレイクアウトをサポートしな

い標準ポート

ブレイクアウト設定可能なポー

ト

ファブリックインターコネク

ト

13～ 14、27～ 32

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト 27～ 32では
サポートされま

せん。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は最大 4
つのポートをブ

レイクアウト

ポートとして使

用できます。

1～ 12、15～ 26UCS-FI-6332

1～ 16、35～ 40

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト 35～ 40では
サポートされま

せん。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は最大 4
つのポートをブ

レイクアウト

ポートとして使

用できます。

17～ 34UCS-FI-6332-16UP

手順

ステップ 1 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ファブリックインターコネクトの [General]タブが表示されて、選択したファブリックインター
コネクトのステータス、アクション、物理表示、プロパティ、およびファームウェア情報を一目

で確認できます。

ステップ 2 ブレイクアウトに使用可能なポートを表示します。

ポートの全体的なステータスが稼動中であり、管理状態が使用可能であることを確認します。次

のいずれかを実行します。
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• [Work]ペインの [Physical Ports]タブをクリックします。[Ethernet Ports]サブタブおよび [FC
Ports]サブタブが表示されます。

• [Work]ペインで、[Physical Display]タブをクリックします。[Physical Display]には、ベース
ファブリックインターコネクトのグラフィック表示と、ポートの管理ステータスを識別する

のに役立つ凡例が表示されます。

• [Navigation]ペインで、[Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]を展開し
ます。この操作により、ツリービューにポートが表示されます。

ステップ 3 分割できる 1個以上のポートを選択します。次のいずれかを実行します。

• [PhysicalDisplay]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複数の
ポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複数
のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 4 選択したポートをブレイクアウトポートとして設定します。

選択したポートを右クリックし、ポップアップメニューから [Configure Breakout Port]を選択しま
す。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効になります。また、

[Ethernet Ports]ツリービューでポートを選択し、[Work]ペインの [Actions]領域から [Configure
Breakout Port]を選択することもできます。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要

です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポー

トについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 5 [OK]をクリックします。
再起動プロセスには数分かかります。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトが再起動したら、Cisco UCS Managerにログインし、要件に応じ
てブレイクアウトポートを設定します。

1個以上のポートを右クリックし、次のコマンドの 1つを選択します。次の表に、コマンドを選
択すると発生するアクションを示します。コマンドが無効の場合、ポートはすでそれに応じて設

定されています。

Action設定コマンド

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as Server Port

Configure as Uplink Port

Configure as FCoE Uplink Port
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Action設定コマンド

システム通知により、FCスイッチングモード
をエンドホストモードに設定する必要があるこ

とが表示されます。現在のモードでストレージ

ポートを設定すると失敗します。操作を確認し

ます。設定が行われます。成功メッセージが表

示されます。[Yes]をクリックします。

Configure as FCoE Storage Port

イーサネットターゲットエンドポイントなど

を設定できる [Configure as Appliance Port]ダイ
アログボックスが表示されます。

Configure as Appliance Port

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されます。[Yes]をクリックします。
ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。

Cisco UCS FI 6332 における QSA アダプタ付き 10G ポートの設定
UCS FI-6332上のポートがデフォルトのポート速度 40Gで稼動している場合、UCS Managerでは
1GBや 10GBのポート速度を選択できません。もう一方の端でQSFP+Adapter（QSA）トランシー
バ付き 10 GBポートとして UCS FI-6332の 40Gポートを使用するには、ポートをブレイクアウト
モードに設定する必要があります。

ポートの速度を 1GBまたは 10GBに変更しようとすると、UCS Managerはプロンプトを表示
し、ポートをブレイクアウトモードに設定するように要求します。ブレイクアウトポートの

設定を終えれば、各 10GBサブポートを、サーバ、アップリンク、FCoEアップリンク、FCoE
ストレージまたはアプライアンスとして必要に応じて設定できます。

（注）

ポートをブレイクアウトした場合、最初のレーンのみが 10Gインターフェイスとして使用可能に
なります。ブレイクアウトケーブルを使用して 1つのポートを 4つの 10Gポートに分割し、それ
らのポートをブレイクアウトモードに設定すると、すべてのポートを 10 GBポートとして使用で
きます。

手順

ステップ 1 Cisco UCS FI 6332で 10GBポートとして使用するポートにブレイクアウト機能を設定します。ブ
レイクアウト機能の設定の詳細については、「Configuring Fabric Interconnect Ethernet Breakout
Ports」を参照してください。
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ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要

です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポー

トについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 2 Cisco UCS Managerでは、QSAトランシーバを FIポートに取り付けた後に、最初のタプルイン
ターフェイスが有効になります。このインターフェイスは各自の要件に基づいて設定できます。

40Gポートのブレイクアウトにより生じたポートには、3タプルの命名規則を使用して番号が割
り当てられます。たとえば、サポートされるブレイクアウトポートには Br-Ethernet 1/25/1、
Br-Ethernet 1/25/2、Br-Ethernet 1/25/3、Br-Ethernet 1/25/4などの番号が付けられ、最初のポートの
みが 10 GBポートとして使用可能になります。

イーサネットブレイクアウトポートの再設定

サーバ、アップリンク、アプライアンスなど、特定のロールの未設定のブレイクアウトポートを

再設定できます。Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトブレイクアウトポートを再設
定して、現在の要件に既存のポート設定を変更することができます。

手順

ステップ 1 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [FixedModule]
の順に展開します。

ステップ 2 分割した 1個以上のポートを選択します。次のいずれかを実行します。

• [PhysicalDisplay]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複数の
ポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複数
のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 3 ポートの再設定

[General]タブの [Actions]領域で、ポップアップメニューから [Reconfigure]をクリックします。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されます。

[Yes]をクリックします。ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが
停止します。

ステップ 5 成功メッセージが表示されます。

[OK]をクリックします。
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ブレイクアウトポートの設定解除

Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトのブレイクアウトポートを設定して 40 GBイーサ
ネットポートに戻す場合は、最初に設定を解除する必要があります。

ブレイクアウトポートの設定を解除すると、そのポートを流れているすべてのトラフィック

が停止されます。ブレイクアウトポートの設定を解除するには、ファブリックインターコネ

クトの再起動が必要です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクショ

ンで必要なブレイクアウトポートについては、それらをすべて解除することをお勧めします。

注意

手順

ステップ 1 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [FixedModule]
の順に展開します。

ステップ 2 [General]タブで、物理表示領域のポートを右クリックし、[Unconfigure]を選択します。
ステップ 3 確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。

統合ポート

ユニファイドポートのビーコン LED
6200シリーズファブリックインターコネクトの各ポートには、対応するビーコン LEDがありま
す。[Beacon LED]プロパティが設定されている場合は、ビーコン LEDが点灯し、特定のポート
モードに設定されているポートが示されます。

[Beacon LED]プロパティは、特定のポートモード（イーサネットまたはファイバチャネル）にグ
ループ化されているポートを示すように設定できます。デフォルトでは、ビーコン LEDプロパ
ティは Offに設定されます。

拡張モジュールのユニファイドポートの場合、[Beacon LED]プロパティは、拡張モジュール
の再起動時にデフォルト値の [Off]にリセットされます。

（注）
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ユニファイドポートの設定に関するガイドライン

ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ユニファイドポートは、Cisco UCS Managerバージョン 2.0を搭載した 6200シリーズファブリッ
クインターコネクトでサポートされます。

ユニファイドポートは 6100シリーズファブリックインターコネクトではサポートされません。
それらが Cisco UCS Managerバージョン 2.0を実行している場合でも同様です。

ポートモードの配置

CiscoUCSManagerGUIインターフェイスは、スライダを使用して固定または拡張モジュールのユ
ニファイドポートのポートモードを設定するので、ユニファイドポートへのポートモードの割

り当て方法を制限する次の制約事項が自動的に適用されます。Cisco UCS Manager CLIインター
フェイスを使用する場合は、トランザクションをシステム設定にコミットするときに次の制約事

項が適用されます。ポートモードの設定が次の制約事項のいずれかに違反している場合、Cisco
UCS Manager CLIによってエラーが表示されます。

•イーサネットポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールについて
（固定または拡張）、イーサネットポートブロックは最初のポートから開始し、偶数ポー

トで終了する必要があります。

•ファイバチャネルポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールにつ
いて（固定または拡張）、ファイバチャネルポートブロック内の最初のポートは最後のイー

サネットポートの後に続き、モジュール内の残りのポートを含むよう拡張する必要がありま

す。ファイバチャネルポートだけを含む設定では、ファイバチャネルブロックは、固定ま

たは拡張モジュールの 1番目のポートから開始する必要があります。

•イーサネットポートとファイバチャネルポートの交替は、単一モジュール上ではサポート
されない。

有効な設定例：イーサネットポートモードに設定された固定モジュールにユニファイドポート

1～ 16を含み、ファイバチャネルポートモードにポート 17～ 32を含む。拡張モジュールでは、
ポート 1～ 4をイーサネットポートモードに設定し、ポート 5～ 16をファイバチャネルモード
に設定できます。このポート割り当ては各個別モジュールの規則に準拠しているため、ポートタ

イプ（イーサネットポートとファイバチャネルポート）の交替に関する規則に違反していませ

ん。

無効な設定例：ポート 16から始まるファイバチャネルポートのブロックが含まれている。ポー
トの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート17からブロックを開始しなけ
ればなりません。

Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
27

LAN ポートおよびポートチャネル
ユニファイドポートの設定に関するガイドライン



各ファブリックインターコネクトで設定可能なアップリンクイーサネットポートおよびアッ

プリンクイーサネットポートチャネルメンバの総数は、最大 31に制限されています。この
制限には、拡張モジュールで設定されるアップリンクイーサネットポートおよびアップリン

クイーサネットポートチャネルメンバも含まれます。

（注）

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トに関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に従

うべき注意事項とガイドラインです。

•ユニファイドアップリンクポートでは、SPAN送信元として 1つのコンポーネントを有効に
すると、他のコンポーネントが自動的に SPAN送信元になります。

イーサネットアップリンクポートで SPAN送信元を作成または削除すると、
Cisco UCS Managerは FCoEアップリンクポートで自動的に SPAN送信元を作
成または削除します。FCoEアップリンクポートで SPAN送信元を作成する場
合も同じことが起こります。

（注）

• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブVLANを設定
する必要があります。このVLANは、トラフィックには使用されません。CiscoUCSManager
はこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブ VLANとし
て使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルトで
ない VLANを設定しないと、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリンクポートの
ネイティブ VLANとして割り当てられます。イーサネットポートにネイティブ VLANとし
て指定されているデフォルトでないネイティブ VLANがある場合、ユニファイドアップリ
ンクポートのネイティブ VLANとしてこれが割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、CiscoUCSManager
は FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。FCoEポート
チャネルでメンバーポートを作成または削除する場合も同じことが起こります。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージな
どのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネットまた

は FCOEポートチャネルのメンバポートにすると、Cisco UCS Managerは自動的にこのポー
トをイーサネットと FCoEポートチャネル両方のメンバにします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたはFCoEストレー
ジのメンバからメンバポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Managerはイーサ
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ネットポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを削除し、新し
いスタンドアロンポートを作成します。

• Cisco UCSManagerをリリース 2.1から以前のリリースにダウングレードする場合は、ダウン
グレードが完了するとすべてのユニファイドアップリンクポートおよびポートチャネルが、

イーサネットポートおよびイーサネットポートチャネルに変換されます。同様に、すべて

のユニファイドストレージポートが、アプライアンスポートに変換されます。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのインター
フェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのインター
フェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のインターフェ

イスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポートでディセー

ブルの場合にのみライセンスが解放されます。

• CiscoUCS6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同一のダウンストリー
ム NPVスイッチ側の 1VFまたは 1VF-POのみをサポートできます。

ユニファイドポートのビーコン LED の設定
ビーコン LEDを設定する各モジュールについて次のタスクを実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 ビーコンLEDを設定するユニファイドポートの場所に応じて、次のいずれかをクリックします。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、[Beacon LED]フィールドの次のオプションボタンの 1つをクリックします。

• [Off]：すべての物理 LEDが消灯。

• [Eth]：すべてのイーサネットポートの横にある物理 LEDが点灯。

• [Fc]：すべてのファイバチャネルポートの横にある物理 LEDが点灯。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ポートモードの変更

ポートモードの変更のデータトラフィックへの影響

ポートモードの変更は、Cisco UCS domainのデータトラフィックへの割り込みを引き起こす場合
があります。割り込みの長さや影響を受けるトラフィックは、CiscoUCSdomainの設定およびポー
トモード変更を行ったモジュールに依存します。

システム変更中のトラフィックの中断を最小限にするには、固定と拡張モジュールにファイバ

チャネルアップリンクポートチャネルを形成します。

ヒント

ポートモード変更の拡張モジュールへの影響

拡張モジュールのポートモードの変更後、モジュールを再起動します。拡張モジュールのポート

を通過するすべてのトラフィックは、モジュールのリブート中に約 1分間中断します。

ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には 2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポート
変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィックの影響

は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェールオーバー
するようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

1つのファブリックインターコネクトの拡張モジュール上のポートモードを変更し、第 2のファ
ブリックインターコネクトのポートモードを変更する前のリブートを待つ場合、次のことが発生

します。

•サーバ vNICのフェールオーバーでは、トラフィックは他のファブリックインターコネクト
にフェールオーバーし、中断は発生しません。

•サーバ vNICのフェールオーバーがない場合、ポートモードを変更したファブリックイン
ターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクト

がリブートする約 8分間中断されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールのポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトによるすべてのデータトラフィックが、ファブリックインター

コネクトがリブートする約 8分間中断されます。

ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが 1つだけあります。固定モジュールへ
のポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリックイン

ターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトがリブート

する約 8分間中断されます。
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6324 ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブー

トが必要となるため、そして拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要と

なるためです。

CiscoUCSdomainに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェール
オーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。
ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。

• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [Configure FixedModule Port]ダイアログボックスで、マウスを使用して、モジュールに必要なポー
トモードの設定が表示されるまでバーに沿ってスライダをドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返します。
ステップ 8 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。

ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経由す

るすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、フェール

オーバー用に設定されたvNICがあるサーバが含まれるクラスタ設定で発生した場合、トラフィッ
クは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しません。

次の作業

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで右

クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。
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6248 ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブー

トが必要となるため、そして拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要と

なるためです。

CiscoUCSdomainに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェール
オーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。
ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。

• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 ポートモードを設定するモジュールを選択するには、次のボタンの 1つをクリックします。

• [Configure Fixed Module]

• [Configure Expansion Module]

ステップ 7 マウスを使用して、モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまで、バーに沿ってスラ

イダをドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 6と 7を繰り返します。
ステップ 9 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。

ポートモードを設定したモジュールに基づいて、Cisco UCS domainのデータトラフィックは次の
ように中断されます。

•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックイ
ンターコネクトを経由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビ

リティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれるクラス
タ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中

断は発生しません。
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固定モジュールがリブートうるまで約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべて
のデータトラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまでに約 1分かかります。

次の作業

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで右

クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

6296 ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブー

トが必要となるため、そして拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要と

なるためです。

CiscoUCSdomainに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェール
オーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。
ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：[Configure Unified Ports]ウィザードを開いてポートモードの設定を続行します。

• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [Configure Fixed Module Ports]ページで、次の手順を実行します。
a) マウスを使用して、固定モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまで、バーに沿っ
てスライダをドラッグします。

b) ポートのポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示の任意のポートで右
クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定します。
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c) 次のいずれかを実行します。

•拡張モジュール 1のポートのポートモードを設定するには、[Next]をクリックします。

•拡張モジュールのポートのポートモードを設定しない場合は、ステップ 9に進みます。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 [Configure Expansion Module 1 Ports]ページで、次の手順を実行します。
a) マウスを使用して、拡張モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまでバーに沿って
スライダをドラッグします。

b) ポートのポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示の任意のポートで右
クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定します。

c) 次のいずれかを実行します。

•拡張モジュール 2のポートのポートモードを設定するには、[Next]をクリックします。

•残りの拡張モジュールのポートのポートモードを設定しない場合は、ステップ 9に進み
ます。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 拡張モジュール 3のポートのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 7を繰り返し
ます。

ステップ 9 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。
ポートモードを設定したモジュールに基づいて、Cisco UCS domainのデータトラフィックは次の
ように中断されます。

•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックイ
ンターコネクトを経由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビ

リティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれるクラス
タ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中

断は発生しません。

固定モジュールがリブートうるまで約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべて
のデータトラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまでに約 1分かかります。
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ファブリックインターコネクトのポートの再設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 再設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 再設定するポートを 1つ以上クリックします。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 7 ドロップダウンリストからポートの再設定方法を選択します。

例：アップリンクイーサネットポートをサーバポートとして再設定する

1 [Ethernet Ports]ノードを展開し、再設定するポートを選択します。

2 上記のステップ 5および 6を実行します。

3 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化またはディ

セーブル化

ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってからシャー
シを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバトラフィッ

クのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されないことがあり

ます。

ポートが設定されている場合にのみ、イネーブルまたはディセーブルにできます。ポートが未設

定の場合は、イネーブルとディセーブルのオプションはアクティブではありません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 イネーブルまたはディセーブルにするポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Port]または [Disable Port]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポート設定解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [OK]をクリックします。

サーバポート

ファブリックインターコネクトのサーバポートの自動設定

Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)以降では、ファブリックインターコネクトのサーバポートを
自動設定できます。サーバポートの自動検出ポリシーは、新しいラックサーバ、シャーシ、FEX
が追加された際のシステム対応を決定します。ポリシーを有効にすると、CiscoUCSManagerはス
イッチポートに接続されたデバイスのタイプを自動的に特定し、それに応じてスイッチポートを

設定します。
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Cisco UCSCシリーズのアプライアンスを UCS Managerから管理しない場合は、VICポートを
ファブリックインターコネクトに接続する前にアプライアンスポートをCiscoUCS事前設定し
ます。

（注）

サーバポートの自動設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
ステップ 2 [Equipment] > [Policies] > [Port Auto-Discovery Policy]を展開します。
ステップ 3 [Port Auto-Discovery Policy]のアクションエリアでは、デフォルトでポリシーは、[Local]に設定さ

れています。ポリシーは Cisco UCS Managerによって特定され、管理されます。この場合、[Use
Global]が Cisco UCS Managerで表示されます。
ポートの自動検出ポリシーを Cisco UCS Centralによって管理するためには、『Cisco UCSManager
Server Management Guide』の「Cisco UCS Manager Server Administration Guide」を参照してくださ
い。

ステップ 4 [Properties]エリアで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ローカルに設定すると、ポリシーは Cisco UCS Managerによっ
て特定され、管理されます。グローバルに設定すると、ポリシー

は Cisco UCS Centralによって特定され、管理されます。

[Owner]フィールド

• [Enabled]：Cisco UCS Managerは、自動的にスイッチポー
トに接続されているサーバのタイプを特定し適切にスイッ

チポートを設定します。

• [Disabled]：ファブリックインターコネクトのサーバポー
トの自動設定を無効にします。

サーバポートの自動設定

サーバポートの設定

リストされているすべてのポートタイプは、サーバポートを含め、固定モジュールと拡張モジュー

ルの両方で設定可能です。
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このタスクでは、ポートの設定方法を 1つだけ説明します。右クリックメニューから、または
LANアップリンクマネージャでも設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]
の順に展開します。

ステップ 3 [Ethernet Ports]ノードの下のポートをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 6 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートの設定

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

このタスクでは、アップリンクイーサネットポートの設定方法を 1つだけ説明します。右クリッ
クメニューからもアップリンクイーサネットポートを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード下のポートの 1つをクリックします。
サーバポート、アプライアンスのポート、または FCoEストレージポートを再設定する場合は、
適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 7 ドロップダウンリストから [Configure as Uplink Port]を選択します。
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次の作業

必要に応じて、アップリンクイーサネットポートのデフォルトフロー制御ポリシーおよび管理

速度のプロパティを変更します。

アップリンクイーサネットポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、変更するアップリンクイーサネットポートをクリックします。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。
ステップ 7 [Properties]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

a) （任意） [User Label]フィールドに、ポートを識別するためのラベルを入力します。
b) [Flow Control Policy]ドロップダウンリストからフロー制御ポリシーを選択し、受信バッファ
がいっぱいになった場合にポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送受信する方法を決定しま
す。

c) [Admin Speed]フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックします。

• 1Gbps

• 10 Gbps

ステップ 8 [OK]をクリックします。

アプライアンスポート
アプライアンスのポートは、直接接続されたNFSストレージをファブリックインターコネクトに
接続するためだけに使用されます。

新しいアプライアンス VLANを作成すると、IEEE VLAN IDは LANクラウドに追加されませ
ん。したがって、新しい VLANに設定されたアプライアンスポートは、ピン接続エラーによ
り、デフォルトで停止したままなります。これらのアプライアンスポートを起動するには、

同じ IEEE VLAN IDを使用して LANクラウドで VLANを設定する必要があります。

（注）
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Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトごとに最大 4つのアプライアンスポート
をサポートします。

アプライアンスポートの設定

アプライアンスポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、アプライアンスポートの設定方法を 1つだけ説明します。[General]タブからア
プライアンスポートを設定することもできます。

アップリンクポートのダウン時にアプライアンスポートを設定すると、Cisco UCSManagerは
そのアプライアンスポートに障害が発生しているというエラーメッセージを表示する場合が

あります。このメッセージは、関連するネットワーク制御ポリシーの [Action on Uplink Fail]オ
プションで制御されます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
サーバポート、アップリンクイーサネットポート、または FCoEストレージポートを再設定す
る場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 7 ドロップダウンリストから、[Configure as Appliance Port]をクリックします。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 9 [Configure as Appliance Port]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 10 [VLANs]領域で、次の手順を実行します。
a) フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックしてポートチャネルで使用するモー
ドを選択します。

• [Trunk]：Cisco UCS Manager GUIに VLANテーブルが表示され、使用する VLANを選択
することができます。

• [Access]：Cisco UCSManager GUIに [Select VLAN]ドロップダウンリストが表示され、こ
のポートまたはポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

いずれかのモードで、[Create VLAN]リンクをクリックして、新しい VLANを作成できます。
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アプリケーションポートでアップリンクポートをトラバースする必要がある場合、

LANクラウドでこのポートによって使用される各 VLANも定義する必要がありま
す。たとえば、ストレージが他のサーバでも使用される場合や、プライマリファブ

リックインターコネクトのストレージコントローラに障害が発生したときにトラ

フィックがセカンダリファブリックインターコネクトに確実にフェールオーバーさ

れるようにする必要がある場合は、トラフィックでアップリンクポートをトラバー

スする必要があります。

（注）

b) [Trunk]オプションボタンをクリックした場合は、VLANテーブルの必須フィールドに入力し
ます。

c) [Access]オプションボタンをクリックした場合は、ドロップダウンリストからVLANを選択
します。

ステップ 11 （任意） エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに
し、名前とMACアドレスを指定します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

アプライアンスポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 変更するアプライアンスポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]を展開します。
ステップ 5 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。
すべてのフィールドを表示するには、ペインを展開するか、[Properties]ダイアログボックスのス
クロールバーを使用することが必要になる場合があります。

ステップ 8 [Properties]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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FCoE およびファイバチャネルストレージポート

イーサネットポートの FCoE ストレージポートとしての設定
FCoEストレージポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、FCoEストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。ポートの[General]
タブから FCoEストレージポートを設定することもできます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
アップリンクイーサネットポート、サーバポート、またはアプライアンスポートを再設定する

場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FCoE Storage Port]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルストレージポートの設定

このタスクでは、FCストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。そのポートの [General]
タブから FCストレージポートを設定することもできます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。
ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Storage Port]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

アップリンクファイバチャネルポートの復元

このタスクでは、アップリンクFCポートとして動作するFCストレージポートを復元する方法を
1つだけ説明します。そのポートの [General]タブから FCストレージポートを再設定することも
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。
ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
ステップ 5 選択した 1つ以上のポートを右クリックし、[Configure as Uplink Port]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

FC アップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールのいずれかに FCアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。FCアップリンク
ポートは、ポートの右クリックメニューから設定することもできます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノードで、[Storage]ポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域から、[Configure as Uplink Port]を選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Actions]領域で、[Configure as Uplink Port]がグレーアウトして、[Configure as FC Storage Port]が
アクティブになります。

FCoE アップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ
ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックとファイバ

チャネルトラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用のFCoEプロトコルを使用してアッ
プストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルトラフィッ

クとイーサネットトラフィックの両方が同じ物理イーサネットリンクに流れることができます。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ
ビューションレイヤスイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE機能を有効にしま
す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。

• FCoEアップリンクポート：ファイバチャネルトラフィック専用のFCoEアップリンクポー
トとして。

•アップリンクポート：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

•ユニファイドアップリンクポート：イーサネットとファイバチャネル両方のトラフィック
を伝送するユニファイドアップリンクポートとして。
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FCoE アップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールに FCoEアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCoEアップリンクポートの設定方法を1つだけ説明します。アップリンクイー
サネットポートは、右クリックメニュー、またはポートの [General]タブから設定することもでき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下の、[Unconfigured] ポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 7 ドロップダウンオプションから、[Configure as FCoE Uplink Port]を選択します。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]に変わります。

ユニファイドストレージポート
ユニファイドストレージでは、イーサネットストレージインターフェイスと FCoEストレージ
インターフェイスの両方として同じ物理ポートを設定する必要があります。固定モジュールまた

は拡張モジュールのユニファイドストレージポートとして、任意のアプライアンスポートまた

は FCoEストレージポートを設定できます。ユニファイドストレージポートを設定するには、
ファブリックインターコネクトをファイバチャネルスイッチングモードにする必要があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々の FCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートにデフォルト以外の VLANが
指定されていない限り、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポートのネイティ
ブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外のネイティブ
VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合は、それがユニファイドストレージ
ポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理
ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ

でアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが物理ポー
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トとともにダウン状態になります（FCoEストレージがイネーブルになっている場合でも同
様です）。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ
ポートでFCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライアンスイ
ンターフェイスは正常に動作し続けます。

アプライアンスポートのユニファイドストレージポートとしての設

定

アプライアンスポートまたは FCoEストレージポートからユニファイドストレージポートを設
定できます。未設定のポートからユニファイドストレージポートを設定することもできます。未

設定ポートから開始する場合、アプライアンスの設定または FCoEストレージの設定をポートに
割り当てた後に、ユニファイドストレージポートとしてイネーブルにするために別の設定を追加

します。

ファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードであることを確認し

ます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード下の、すでにアプライアンスポートとして設定されているポートを選択し
ます。

[Work]ペインの [General]タブの [Properties]領域で、[Role]が [Appliance Storage]として表示され
ます。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 6 ポップアップメニューから、[Configure as FCoE Storage]ポートを選択します。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。[Properties]領域で、[Role]の表示が

[Unified Storage]に変わります。

   Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
46

LAN ポートおよびポートチャネル
アプライアンスポートのユニファイドストレージポートとしての設定



ユニファイドストレージポートの設定解除

ユニファイド接続ポートから両方の設定を解除して削除できます。または、いずれか一方を設定

解除し、もう一方をポートに保持することができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションが表示されます。

• [Unconfigure FCoE Storage Port]

• [Unconfigure Appliance Port]

• [Unconfigure both]

ステップ 7 設定解除オプションのいずれか 1つを選択します。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 9 CiscoUCSManagerGUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づい

て、[Properties]領域の [Role]が変更されます。

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定した場
合、そのポートはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。FCoEまたはイーサネットイ
ンターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFCがイネーブル
またはディセーブルになります。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート
がイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成している

物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします（FCoE
アップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクをディ
セーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルであ
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れば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常に動作することが
できます。

ユニファイドアップリンクポートの設定

次のいずれかから、ユニファイドアップリンクポートを設定できます。

•既存の FCoEアップリンクポートまたはイーサネットアップリンクポートから

•未設定のアップリンクポートから

固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイドアップリンクポートを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]として表示されていることを確認します。
ステップ 7 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。
ステップ 8 ドロップダウンオプションから、[Configure as Uplink Port]を選択します。
ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Properties]領域で、[Role]が [Unified Uplink]に変わります。

ステップ 11 （任意）[Properties]領域で、[VSAN]フィールドに [VSAN]を指定します。

ユニファイドアップリンクポートの設定解除

ユニファイドアップリンクポートから両方の設定を解除して削除できます。または、FCoEポー
ト設定またはイーサネットポート設定のいずれか一方を設定解除し、もう一方をポートに保持す

ることができます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションのいずれかを選択します。

• [Unconfigure FCoE Uplink Port]

• [Unconfigure Uplink Port]

• [Unconfigure both]

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 CiscoUCSManagerGUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づい

て、[Properties]領域の [Role]が変更されます。
ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネル
アップリンクイーサネットポートチャネルを使用すると、複数の物理アップリンクイーサネッ

トポートをグループ化して（リンク集約）、1つの論理イーサネットリンクを作成し、耐障害性
と高速接続を実現できます。Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してから、その
ポートチャネルにアップリンクイーサネットポートを追加します。1つのポートチャネルには、
最大 16のアップリンクイーサネットポートを追加できます。

設定されたポートの状態は、次のシナリオで未設定に変更されます。重要

•ポートはポートチャネルから削除されるか除去されます。ポートチャネルはどのタイプ
でもかまいません（アップリンク、ストレージなど）。

•ポートチャネルが削除されます。
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Cisco UCSでは、Port Aggregation Protocol（PAgP）ではなく、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用して、アップリンクイーサネットポートがポートチャネルにグループ化さ
れます。アップストリームスイッチのポートがLACP用に設定されていない場合、ファブリッ
クインターコネクトはアップリンクイーサネットポートチャネルの全ポートを個別のポート

として扱い、パケットを転送します。

（注）

アップリンクイーサネットポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。
ステップ 5 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。
Cisco UCS Managerでは、サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、警告
が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートをアップリ
ンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 7 [Finish]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。
ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。
ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

アップリンクイーサネットポートチャネルのポートの追加および削

除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。
ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリッ
クして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 ポートチャネルを削除するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードをクリックします。
ステップ 5 [Port Channels]ノードの [General]タブで、削除するポートチャネルを選択します。
ステップ 6 ポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

アプライアンスポートチャネル
アプライアンスポートチャネルを使用すると、複数の物理的なアプライアンスポートをグルー

プ化して 1つの論理的なイーサネットストレージリンクを作成し、耐障害性と高速接続を実現で
きます。Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成してから、そのポートチャネ
ルにアプライアンスポートを追加します。1つのポートチャネルには、最大で 8個のアプライア
ンスポートを追加できます。

アプライアンスポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Appliances]の順に展開します。
ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。
ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで必須フィールドに入力し、ポー

トチャネルの IDやその他のプロパティを指定します。
このパネルから LANピングループ、ネットワーク制御ポリシーとフロー制御ポリシーを作成で
きます。

ステップ 6 [VLANs]領域で、VLANの [Port Mode]およびその他の情報を指定します。
このパネルから VLANを作成できます。
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ステップ 7 （任意） エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに
して名前とMACアドレスを指定します。

ステップ 8 [Next]をクリックします。
ステップ 9 [Create Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Managerでは、設定によってサービスプロファイルまたはポート設定に問題
が起こる可能性がある場合に、警告が表示されます。これらの問題が発生する可能性が

あってもポートチャネルを作成する場合は、ダイアログボックスで [Yes]をクリックで
きます。

（注）

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Appliances]の順に展開します。
ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。
ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Appliances]の順に展開します。
ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。
ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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アプライアンスポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Appliances]の順に展開します。
ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。
ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アプライアンスポートチャネル内のポートの追加と削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。
ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリッ
クして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに追加します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Miniスケーラビリティポート
Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectには 4つのユニファイドポートに加えて、1つのスケーラビリ
ティポートがあります。スケーラビリティポートは、適切に配線されている場合に、4つの 1G
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または 10G SFP+ポートをサポート可能な 40 GB QSFP+ブレイクアウトポートです。スケーラビ
リティポートは、サポート対象のCiscoUCSラックサーバ、アプライアンスポート、またはFCoE
ポート用のライセンスサーバポートとして使用できます。

CiscoUCSManagerGUIでは、スケーラビリティポートは、[Ethernet Ports]ノードの下に [Scalability
Port 5]と表示されます。個々のブレイクアウトポートは、[Port 1]～ [Port 4]と表示されます。

CiscoUCSManager CLIでは、スケーラビリティポートは表示されませんが、個々のブレークアウ
トポートは Br-Eth1/5/1～ Br-Eth1/5/4として表示されます。

スケーラビリティポートの設定

サポートされている任意のタイプのポートまたはスケーラビリティポートのポートメンバーを設

定するには、[Ethernet Ports]モードを展開し、それから、[Scalability Port 5]ノードを展開します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet
Ports] > [Scalability Port 5]を展開します。

ステップ 3 [Scalability Port 5]ノード下のポートをクリックします。
ステップ 4 必要に応じて、ポートを設定します。

しきい値定義の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default]の順に展
開します。

ステップ 3 [Create Threshold Class]をクリックします。
ステップ 4 [Choose Statistics Class] > [Create Threshold Class]で、ネットワークインターフェイスポートをモ

ニタする [NI Ether Error Stats]統計情報クラスを選択します。[Stat Class]ドロップダウンリストか
らこれらのポート用のカスタムしきい値を設定できます。

ステップ 5 [Next]をクリックします。
ステップ 6 [Create Threshold Class]ウィザードの [Threshold Definitions]画面で、[Add]をクリックします。

[Create Threshold Definition]ダイアログボックスが開きます。

a) [Property Type]フィールドから、クラスに定義するしきい値のプロパティを選択します。
b) [Normal Value]フィールドに、そのプロパティタイプに対して必要な値を入力します。
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c) [Alarm Triggers (Above Normal Value)]のフィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複
数をオンにします。

• Critical

• Major

• Minor

•警告

• Condition

• Info

d) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームをトリガーする値の範囲を入力します。
e) [Alarm Triggers (Below Normal Value)]のフィールドで、次のチェックボックスの 1つまたは複
数をオンにします。

• Critical

• Major

• Minor

•警告

• Condition

• Info

f) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームをトリガーする値の範囲を入力します。
g) [OK]をクリックします。

ファブリックポートのモニタリング

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Chassis] > [IO Modules] > [IO Module 1] > [Fabric Ports]を展開します。
ステップ 3 モニタするファブリックポートをクリックします。

ステップ 4 次のタブのいずれかをクリックして、ファブリックのステータスを表示します。

説明オプション

障害の概要、ファブリックプロパティの概要、ファブリックとそのコン

ポーネントの物理表示など、ファブリックのステータスの概要が示され

ます。

General
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説明オプション

ファブリックで発生した障害の詳細が表示されます。障害

ファブリックで発生したイベントの詳細が表示されます。Event

ファブリックとそのコンポーネントに関する統計情報が表示されます。

これらの統計情報は図形式または表形式で表示できます。

統計情報

ポリシーベースのポートエラー処理
Cisco UCS Managerがアクティブなネットワークインターフェイス（NI）ポートでエラーを検出
し、エラーディセーブル機能が実装されている場合、Cisco UCS Managerはエラーが発生した NI
ポートに接続されているそれぞれのファブリックインターコネクトポートを自動的にディセーブ

ルにします。ファブリックインターコネクトポートがエラーディセーブルになっているときは

事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送受信されません。

エラーディセーブル機能は、次の 2つの目的で使用されます。

•ファブリックインターコネクトポートが error-disabledになっているポート、および接続さ
れている NIポートでエラーが発生したことを通知します。

•このポートは同じ Chassis/FEXに接続されている他のポートの障害になる可能性がなくなり
ます。このような障害は、NIポートのエラーによって発生する可能性があり、最終的に重大
なネットワーク上の問題を引き起こす可能性があります。エラーディセーブル機能は、この

状況を回避するのに役立ちます。
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エラーベースアクションの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [Admin] > [All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default] > [etherNiErrStats]
の順に展開します。

ステップ 3 デルタプロパティを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 ファブリックインターコネクトポートでエラーディセーブル状態を実装するには、[Disable FI
port when fault is raised]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 自動リカバリをイネーブルにするには、[Enable Auto Recovery]フィールドで、[Enable]を選択し
ます。

ステップ 7 ポートを自動的に再度イネーブルにできるようになるまでの時間を指定するには、[Time(inminutes)]
フィールドに必要な値を入力します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

FCoE ポートチャネル数
FCoEポートチャネルでは、複数の物理 FCoEポートをグループ化して 1つの論理 FCoEポート
チャネルを作成できます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルはFCoEトラフィックをイーサ
ネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構成される FCoEポー
トチャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネットポートチャネルです。このイー

サネットポートチャネルは、FCoEトラフィック用の物理トランスポートとして使用されます。

各 FCoEポートチャネルに対し、Cisco UCS Managerは VFCを内部的に作成し、イーサネット
ポートチャネルにバインドします。ホストから受信したFCoEトラフィックは、FCoEトラフィッ
クがファイバチャネルアップリンク経由で送信されるのと同じ方法で、VFC経由で送信されま
す。
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FCoE ポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FCoE Port Channels]ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel]を選択します。
ステップ 5 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、

[Next]をクリックします。
ステップ 6 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

ステップ 7 [Finish]をクリックします。

FCoE ポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FCoE Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ IDでイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルを作成した場合、それらはユニ
ファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、指定さ

れたメンバを持つファブリックインターコネクトで物理イーサネットポートチャネルと VFCが
作成されます。物理イーサネットポートチャネルは、イーサネットトラフィックと FCoEトラ
フィックの両方を伝送するために使用されます。VFCは、FCoEトラフィックをイーサネットポー
トチャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバーポートセットに適用され

ます。
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•同じ IDのイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルは、同じメンバーポート
セットを持つ必要があります。

•イーサネットポートチャネルにメンバーポートチャネルを追加すると、Cisco UCSManager
は、FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポートチャ
ネルにメンバーを追加すると、イーサネットポートチャネルにもそのメンバーポートが追

加されます。

•ポートチャネルの 1つからメンバーポートを削除すると、Cisco UCS Managerは他のポート
チャネルから自動的にそのメンバーポートを削除します。

イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリン

クポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがって、

FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルになってい
る場合でも同様です）。FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにした場合は、VFC
のみがダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルであれば、FCoE
アップリンクポートチャネルは引き続きユニファイドアップリンクポートチャネルで正常に動

作することができます。

アダプタポートチャネル
アダプタポートチャネルは、Cisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）から I/Oへのすべ
ての物理リンクを 1つの論理リンクにグループ化します。

アダプタポートチャネルは、正しいハードウェアの存在を検出したときに Cisco UCS Managerに
よって内部的に作成また管理されます。アダプタポートチャネルの手動設定はできません。アダ

プタポートチャネルは、Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIを使用して表示で
きます。

アダプタポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis_Number] > [Servers] > [Server_Number] >
[Interface Cards]の順に展開します

ステップ 3 アダプタポートチャネルを表示するアダプタをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [DCE Interfaces]タブをクリックします。

ステップ 5 アダプタポートチャネルの詳細を表示するには、[Port Channel]列のリンクをクリックします。
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ファブリックポートチャネル
ファブリックポートチャネルは、冗長性と帯域幅共有のため、IOMからファブリックインター
コネクトへの複数の物理リンクを 1個の論理リンクにグループ化できます。ファブリックポート
チャネル内の 1個のリンクがアクティブである限り、ファブリックポートチャネルは動作し続け
ます。

正しいハードウェアが接続されている場合、ファブリックポートチャネルは Cisco UCS Manager
で次のように作成されます。

•シャーシディスカバリポリシーで定義した設定に従って、シャーシを検出している最中に。

•特定のシャーシのシャーシ接続ポリシーに設定された内容に従って、シャーシを検出した後
に。

IOMのそれぞれに単一のファブリックポートチャネルがあります。ファブリックインターコネ
クトに IOMを接続する各アップリンクは、個別リンクとして設定することもポートチャネルに含
めることもできますが、1つのアップリンクが複数のファブリックポートチャネルに属すること
はできません。たとえば、2つの IOMを持つシャーシが検出され、ファブリックポートチャネル
を作成するようにシャーシディスカバリポリシーが設定されている場合、Cisco UCS Managerは
2つの独立したファブリックポートチャネルを作成します。IOM-1を接続するアップリンク用
と、IOM-2を接続するアップリンク用です。別のシャーシはこれらのファブリックポートチャネ
ルに加入できません。同様に、IOM-1のファブリックポートチャネルに属するアップリンクは、
IOM-2のファブリックポートチャネルに加入できません。

ポート間のロードバランシング

IOMとファブリックインターコネクトの間にあるポート間のトラフィックに対するロードバラン
シングでは、ハッシュに次の基準を使用します。

•イーサネットトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 3送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 4送信元ポートおよび宛先ポート

• FCoEトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

送信元と宛先の ID（SIDと DID）および Originator eXchange ID（OXID）

この例では、2200シリーズ IOMモジュールは iom X（Xはシャーシ番号）の接続によって確認さ
れます。

show platform software fwmctrl nifport
(....)
Hash Parameters:
l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
l3_da: 1 l3_sa: 1
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l4_da: 1 l4_sa: 1
FCoE l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
FCoE l3_did: 1 l3_sid: 1 l3_oxid: 1

ファブリックポートチャネルのケーブル接続の考慮事項

Cisco UCS 2200シリーズ FEXと Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト間のリ
ンクをファブリックポートチャネルモードで設定する場合、アダプタで使用可能な仮想インター

フェイス（VIF）のネームスペースは、FEXアップリンクがファブリックインターコネクトポー
トに接続されている場所に応じて異なります。

6248ファブリックインターコネクト内には、8個の連続ポートが 6セットあり、ポートのセット
のそれぞれがシングルチップによって管理されます。FEXからのすべてのアップリンクが 1つの
チップにより管理される一連のポートに接続されている場合、CiscoUCSManagerは、シャーシ内
のブレードに展開されているサービスプロファイルで使用するVIFの数を最大化します。IOMか
らのアップリンク接続が別々のチップで管理されるポート間に分散された場合、VIFカウントは
減少します。

図 1：ファブリックポートチャネルのポートグループ

ファブリックポートチャネルポートグループに 2番目のリンクを追加すると、混乱が生じ、
使用可能な VIFネームスペースの量が 63から 118に自動的に増加されます。ただし、さらに
リンクを追加しても混乱は生じないため、VIF名前空間は 118のままになります。

注意

2つのファブリックポートチャネルポートグループにシャーシをリンクした場合は、手動で
確認応答しない限り、VIFネームスペースは影響を受けません。その結果、VIFネームスペー
スは、2つのファブリックポートチャネルポートグループの使用量（63または 118 VIF）の
うち、より少ないサイズに自動的に設定されます。

注意

高可用性クラスタモードアプリケーションの場合は、対称的な配線構成にすることを強く推奨め

します。ケーブル接続が非対称の場合、使用可能な VIFの最大数は 2つのケーブル設定より小さ
くなります。

Cisco UCS環境の VIFの最大数については、ご使用のハードウェアやソフトウェアの設定に関す
る制限事項のドキュメントを参照してください。

   Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
62

LAN ポートおよびポートチャネル
ファブリックポートチャネルのケーブル接続の考慮事項



ファブリックポートチャネルの設定

手順

ステップ 1 シャーシディスカバリの実行中に IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリンク
をファブリックポートチャネルに含めるには、シャーシディスカバリポリシーのリンクグルー

プ化プリファレンスをポートチャネルに設定します。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management Guide, Release 3.2』の「Configuring the Chassis/FEX
Discovery Policy」セクションを参照してください。

ステップ 2 シャーシディスカバリの実行中に個々のシャーシからのリンクをファブリックポートチャネル

に含めるには、シャーシ接続ポリシーのリンクグループ化プリファレンスをポートチャネルに設

定します。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management Guide, Release 3.2』の「Configuring a Chassis
Connectivity Policy」セクションを参照してください。

ステップ 3 シャーシ検出後、追加ファブリックポートチャネルメンバポートをイネーブルまたはディセー

ブルにします。

参照先ファブリックポートチャネルメンバーポートのイネーブル化またはディセーブル化, （
64ページ）

次の作業

シャーシディスカバリポリシーまたはシャーシ接続ポリシーの変更後、ファブリックポートチャ

ネルに対しリンクを追加または削除するには、シャーシを再認識します。ファブリックポート

チャネルからシャーシのメンバーポートをイネーブルまたはディセーブルにする場合、シャーシ

の再認識は必要はありません。

ファブリックポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules]の順に展開します。
ステップ 3 ファブリックポートチャネルを表示する IOMをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインの [Fabric Ports]タブをクリックします。

ステップ 5 ファブリックポートチャネルの詳細を表示するには、[Port Channel]列のリンクをクリックしま
す。
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ファブリックポートチャネルメンバーポートのイネーブル化または

ディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Internal LAN] > [Fabric] > [Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 メンバーポートをイネーブルまたはディセーブルにするポートチャネルを展開します。

ステップ 4 イネーブルまたはディセーブルにするメンバーポートのイーサネットインターフェイスをクリッ

クします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Enable Interface]

• [Disable Interface]

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

Internal Fabric Manager
Internal Fabric Managerには Cisco UCS domain内でファブリックインターコネクトにサーバポート
を設定できる単一のインターフェイスがあります。Internal Fabric Managerには、そのファブリッ
クインターコネクトの [General]タブからアクセスできます。

Internal Fabric Managerで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブ、[LAN]タブ、または
LANアップリンクマネージャのノードでも行うことができます。
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Internal Fabric Manager の起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Fixed Module]をクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[Actions]領域の [Internal Fabric Manager]をクリックします。

別のウィンドウで Internal Fabric Managerが開きます。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

手順

ステップ 1 Internal Fabric Managerで、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]領域を展開します。
ステップ 2 設定するポートを右クリックし、[Configure as Server Port]を選択します。
ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定解除

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。
ステップ 2 [Unconfigure Port]をクリックします。
ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。
ステップ 2 [Enable Port]をクリックします。
ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。
ステップ 2 [Disable Port]をクリックします。
ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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第 4 章

LAN アップリンクマネージャ

この章は、次の項で構成されています。

• LANアップリンクマネージャ, 67 ページ

• LANアップリンクマネージャの起動, 68 ページ

• LANアップリンクマネージャでのイーサネットスイッチングモードの変更, 68 ページ

• LANアップリンクマネージャでのポートの設定, 69 ページ

• サーバポートの設定, 69 ページ

• アップリンクイーサネットポートの設定, 70 ページ

• アップリンクイーサネットポートチャネルの設定, 72 ページ

• LANピングループの設定, 74 ページ

• ネームド VLANの設定, 76 ページ

• LANアップリンクマネージャでの QoSシステムクラスの設定, 77 ページ

LAN アップリンクマネージャ
LANアップリンクマネージャは、Cisco UCSと LAN間の接続を設定できる単一のインターフェ
イスを備えています。LANアップリンクマネージャを使用して次のものを作成および設定できま
す。

•イーサネットスイッチングモード

•アップリンクのイーサネットポート

•ポートチャネル

• LANピングループ

•ネームド VLAN
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•サーバポート

• QoSシステムクラス

•イーサネット関連のイベント、障害、FSMのステータスも、LAN Uplinks Managerの上部に
あるタブを使用して表示できます。

LANアップリンクマネージャで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブまたは [LAN]
タブなどの他のタブのノードでも行うことができます。

LAN アップリンクマネージャの起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブの [LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

LAN アップリンクマネージャでのイーサネットスイッチ
ングモードの変更

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCSManagerにより自動的にログアウ
トとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、Cisco UCS
Managerにより両方のファブリックインターコネクトが再起動されます。2つめのファブリッ
クインターコネクトでイーサネットスイッチングモードの変更が完了し、システムで使用で

きるようになるまで数分間かかることがあります。システムは設定内容を維持します。

ファブリックインターコネクトがブートされるときに、すべてのブレードサーバがすべての

LANおよび SAN接続を失い、そのためにブレード上のすべてのサーバが完全に停止します。
このアクションにより、オペレーティングシステムがクラッシュする場合があります。

警告

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]をクリックします。
ステップ 2 [Uplink Mode]領域で、次のいずれかのボタンをクリックします。

• [Ethernet Switching Mode]の設定
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• [Ethernet End-Host Switching Mode]の設定

現在のスイッチングモードのボタンはグレー表示されています。

ステップ 3 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
CiscoUCSManagerは、ファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager GUIを切断します。

LAN アップリンクマネージャでのポートの設定
リストされている全ポートタイプは、サーバポートを含め、固定モジュールと拡張モジュールの

両方で設定可能です。これらは、6100シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュー
ルでは設定できませんが、6200シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュールでは
設定可能です。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]セクションを展開します。
ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 4 ポートを設定するノードを展開します。

展開したノード以下にポートがリストされていない場合は、そのモジュールのすべてのポートが

すでに設定されています。

ステップ 5 設定するポートを右クリックし、次のいずれかを選択します。

• Configure as Server Port

• Configure as Uplink Port

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバポートの設定

LAN アップリンクマネージャを使用したサーバポートのイネーブル化
この手順は、ポートがサーバポートとして設定されているものの、ディセーブルになっているこ

とを前提としています。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。
ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 4 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable]を選択します。

LAN アップリンクマネージャを使用したサーバポートのディセーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。
ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
ステップ 4 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートの設定

LAN アップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのイネーブル化

この手順は、ポートがアップリンクイーサネットポートとして設定されているものの、ディセー

ブルになっていることを前提としています。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]

の順に展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable Interface]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]

の順に展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable Interfaces]を選択します。
複数のアップリンクイーサネットポートをディセーブルにする場合は、複数のポートを選択でき

ます。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ディセーブルにされたポートは、イネーブルのインターフェイスのリストから削除され、

[Unconfigured Ports]リストに戻されます。
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アップリンクイーサネットポートチャネルの設定

LAN アップリンクマネージャでのポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Port Channel]をクリックします。
ステップ 3 ポップアップメニューから、ポートチャネルを作成する次のいずれかのファブリックインター

コネクトを選択します。

• Fabric Interconnect A

• Fabric Interconnect B

ステップ 4 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 5 [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。
サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、Cisco UCS Managerは警告を表
示します。アップリンクイーサネットポートとしてこのポートを再設定し、ダイアロ

グボックスで [Yes]をクリックしてポートチャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 6 [Finish]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルのイネーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域の [Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]

を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルのディセーブ
ル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域の [Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]

を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルへのポートの
追加

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域の [Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]

を展開します。

ステップ 3 ポートを追加するポートチャネルを右クリックして、[Add Ports]を選択します。
ステップ 4 [Add Ports]ダイアログボックスで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Managerでは、サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、警告
が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートをアップリ
ンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルからのポート
の削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域の [Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]

を展開します。

ステップ 3 ポートを削除するポートチャネルを展開します。

ステップ 4 ポートチャネルから削除するポートを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域の [Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]

を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN ピングループの設定

LAN アップリンクマネージャでのピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるのは
のは、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。
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はじめる前に

ピングループの設定に使用するポートおよびポートチャネルを設定します。使用できるのは、

LANピングループでアップリンクポートとして設定されているポートおよびポートチャネルだ
けです。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Pin Group]をクリックします。
ステップ 3 [Create LAN Pin Group]ダイアログボックスで、ピングループの一意の名前と説明を入力します。

ステップ 4 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

ピングループは、vNICテンプレートにインクルードします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。
ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域の [Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]

を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ネームド VLAN の設定

LAN アップリンクマネージャを使用したネームド VLAN の作成
2つのスイッチを持つ Cisco UCS domainでは、両方のスイッチまたは 1つのスイッチだけにアク
セスできるネームド VLANを作成できます。

IDが 4030～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

指定する VLAN IDは、使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たと
えば Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、VLAN ID 3968～ 4029は予約されています。
Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その VLAN IDがスイッチで使用可能である
ことを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。
ステップ 2 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 3 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドを指定し、[OK]をクリックします。
プライベート VLANは Cisco UCS Miniではサポートされません。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、VLANを次の [VLAN]ノードのいずれかに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。

•一方のインターコネクトのみにアクセス可能な VLANの場合は、[Fabric_Interconnect_Name]
> [VLANs]ノード。
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LAN アップリンクマネージャを使用したネームド VLAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。
ステップ 2 削除する VLANに基づいて、次のいずれかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCS domain内のすべての VLANを表示します。すべて（All）

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANを
表示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクト Aにのみアクセス可能な VLANを
表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにのみアクセス可能な VLANを
表示します。

Fabric B

ステップ 3 テーブルで、削除する VLANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 4 強調表示された 1つまたは複数の VLANを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャでの QoS システムクラスの
設定

サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合があ
ります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがドロッ
プする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 14000です。
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手順

ステップ 1 LANアップリンクマネージャで、[QoS]タブをクリックします。
ステップ 2 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティを

更新します。

一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合がありま

す。

（注）

説明名前

このチェックボックスをオンにすると、対応するQoSクラスが
ファブリックインターコネクト上で設定され、QoSポリシーに
割り当て可能になります。

このチェックボックスをオフにすると、このクラスはファブリッ

クインターコネクト上で設定されず、このクラスに関連付けら

れた QoSポリシーはデフォルトの [Best Effort]になるか、（シ
ステムクラスが 0の Cosで設定されている場合は）Cos 0シス
テムクラスになります。

このフィールドは、[Best Effort]と [Fibre Channel]の
場合は常にオンです。

（注）

[Enabled]チェックボックス

サービスクラス。0～ 6の整数を入力できます。0は最低プラ
イオリティを表し、6は最高プライオリティを表します。QoS
ポリシーが削除されるか、割り当てられたシステムクラスが

ディセーブルになったときに、システムクラスをトラフィック

のデフォルトシステムクラスにする必要がある場合を除き、こ

の値を 0に設定することは推奨しません。

このフィールドは、内部トラフィックの場合は7に、
[Best Effort]の場合は [any]に設定されます。これらの
値は両方とも予約されており、他のプライオリティに

割り当てることはできません。

（注）

[CoS]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、このクラスに対してパ

ケットの破棄が許可されます。このチェックボックスをオフに

すると、送信時にパケットを破棄できません。

このフィールドは、[Fibre Channel]クラスの場合は常にオフで
あり（破棄パケットは決して許可されない）、[BestEffort]の場
合は常にオンです（破棄パケットは常に許可される）。

パケットの破棄の変更を保存すると、次の警告メッ

セージが表示されます。

QoSシステムクラスを変更しようとしています。こ
れによりトラフィック転送に一時的な中断が生じる可

能性があります。この変更を適用してもよろしいです

か?

（注）

[Packet Drop]チェックボックス
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説明名前

次のいずれかになります。

• 1～ 10の整数。整数を入力すると、[Weight (%)]フィール
ドの説明に従って、このプライオリティレベルに割り当て

られるネットワーク帯域幅の割合が Cisco UCSによって決
定されます。

• [best-effort]。

• [none]。

[Weight]ドロップダウンリスト

チャネルに割り当てられる帯域幅を決定するために、CiscoUCS
によって次の作業が実行されます。

1 すべてのチャネルの重みを加算します。

2 チャネルの重みをすべての重みの和で割って、割合を求めま

す。

3 その割合の帯域幅をチャネルに割り当てます。

[Weight (%)]フィールド

チャネルの最大伝送単位。次のいずれかになります。

• 1500～ 9216の整数。この値は最大パケットサイズに対応
します。

MTUの変更を保存すると、次の警告メッセージ
が表示されます。

QoSシステムクラスを変更しようとしています。
これによりトラフィック転送に一時的な中断が

生じる可能性があります。この変更を適用して

もよろしいですか?

（注）

• [fc]：事前に定義されている 2240のパケットサイズ。

• [normal]：事前に定義されている 1500のパケットサイズ。

このフィールドは、[Fibre Channel]の場合は常に [fc]
に設定されます。

（注）

[MTU]ドロップダウンリスト

このチェックボックスをオンにすると、パケットを複数の宛先

に同時に送信するように、クラスが最適化されます。

このオプションは、[Fibre Channel]には適用されませ
ん。

（注）

[Multicast Optimized]チェック
ボックス

ステップ 3 次のいずれかを実行します。
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• [OK]をクリックして変更を保存し、LANアップリンクマネージャを終了します。

• [Apply]をクリックし、LANアップリンクマネージャを終了せずに変更を保存します。
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第 5 章

VLAN

• VLANについて, 81 ページ

• VLANの作成、削除、変更のガイドライン, 82 ページ

• ネイティブ VLANについて, 82 ページ

• アクセスポートおよびトランクポートについて, 83 ページ

• ネームド VLAN, 84 ページ

• プライベート VLAN, 85 ページ

• VLANポートの制限, 87 ページ

• ネームド VLANの設定, 88 ページ

• プライベート VLANの設定, 90 ページ
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• VLANポートカウント最適化, 101 ページ

• VLANグループ, 103 ページ

• VLAN権限, 106 ページ

VLAN について
VLANは、ユーザの物理的な位置に関係なく、機能、プロジェクトチーム、またはアプリケー
ションなどで論理的に分割されたスイッチドネットワークです。VLANは、物理 LANと同じ属
性をすべて備えていますが、同じLANセグメントに物理的に配置されていないエンドステーショ
ンもグループ化できます。

どのようなスイッチポートでもVLANに属することができます。ユニキャスト、ブロードキャス
ト、マルチキャストのパケットは、そのVLAN内のエンドステーションだけに転送またはフラッ
ディングされます。各 VLANは 1つの論理ネットワークであると見なされます。VLANに属して
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いないステーション宛てのパケットは、ルータまたはブリッジを経由して転送する必要がありま

す。

VLANは通常、IPサブネットワークに関連付けられます。たとえば、特定の IPサブネットに含ま
れるすべてのエンドステーションを同じVLANに所属させる場合などです。VLAN間で通信する
には、トラフィックをルーティングする必要があります。新規作成されたVLANは、デフォルト
では動作可能な状態にあります。また、トラフィックを通過させるアクティブステート、または

パケットを通過させない一時停止ステートに、VLANを設定することもできます。デフォルトで
は、VLANはアクティブステートでトラフィックを通過させます。

Cisco UCS Managerを使用して VLANを管理できます。次を実行できます。

•ネームド VLANおよびプライベート VLAN（PVLAN）を設定します。

• VLANをアクセスポートまたはトランクポートに割り当てます。

• VLANを作成、削除、変更します。

VLAN の作成、削除、変更のガイドライン
VLANには 1～ 4094の番号が付けられます。スイッチを初めて起動したとき、すべての設定済み
ポートはデフォルトVLANに属します。デフォルトVLAN（VLAN1）では、デフォルト値のみ使
用されます。デフォルトVLANでは、アクティビティの作成、削除、および一時停止は行えませ
ん。

それに番号を割り当てることによって、VLANを設定します。VLANの削除、またはアクティブ
動作ステートから一時停止動作ステートへの移行ができます。既存の VLAN IDで VLANを作成
しようとすると、スイッチはVLANサブモードになりますが、同一のVLANは再作成しません。
新しく作成したVLANは、そのVLANにポートを割り当てるまで使用されません。すべてのポー
トはデフォルトで VLAN1に割り当てられます。VLANの範囲により、次のパラメータを VLAN
用に設定できます（デフォルト VLANを除く）。

• VLAN名

•シャットダウンまたは非シャットダウン

特定のVLANを削除すると、そのVLANに関連するポートはシャットダウンされ、トラフィック
は流れなくなります。ただし、システムはその VLANの VLAN/ポートマッピングをすべて維持
します。該当する VLANを再有効化または再作成すると、元のすべてのポートが自動的にその
VLANに戻されます。

ネイティブ VLAN について
ネイティブ VLANとデフォルト VLANは同じではありません。ネイティブとは 802.1qヘッダー
のないVLANトラフィックであることを指し、割り当ては任意です。ネイティブVLANはトラン
クでタグ付けされない唯一の VLANで、フレームは変更なしに送信されます。
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すべてにタグ付けし、ネットワーク全体でネイティブVLANを使用しないようにすることができ
ます。スイッチはデフォルトで VLAN 1をネイティブとして使用するため、VLANやデバイスは
到達可能です。

UCS Manager LAN Uplinks Managerを使用すると、VLANを設定し、ネイティブ VLAN設定を変
更することができます。ネイティブVLAN設定の変更では、変更を有効にするためにはポートフ
ラップが必要です。そうでない場合、ポートフラップが連続的に発生します。ネイティブVLAN
を変更すると、約 20～ 40秒間接続が失われます。

ネイティブ VLANのガイドライン

•ネイティブ VLANはトランクポートにだけ設定できます。

• UCS vNICのネイティブ VLANは変更できます。ただし、ポートフラップが行われ、トラ
フィックの中断の原因となることがあります。

• Cisco Nexus 1000vスイッチを使用する場合は、トラフィックの中断を防ぐためにネイティブ
VLAN 1設定を使用することをお勧めします。ネイティブ VLANは、Nexus 1000vポートプ
ロファイルと UCS vNIC定義で同じである必要があります。

•ネイティブ VLAN 1が設定されている場合に、トラフィックが不正なインターフェイスに経
路指定されたり、トラフィックが停止したり、スイッチインターフェイスが連続的にフラッ

プしたりするときは、分離レイヤ2ネットワーク構成の設定に誤りがあるおそれがあります。

•すべてのデバイスへの管理アクセス用にネイティブ VLAN 1を使用すると、管理デバイスと
同じ VLANの別のスイッチに接続するユーザがある場合に、問題が生じる可能性がありま
す。

アクセスポートおよびトランクポートについて
Ciscoスイッチ上のアクセスポート

アクセスポートは、タグなしフレームだけを送信し、1つの VLANだけに属し、1つの VLANだ
けのトラフィックを伝送します。トラフィックは、VLANタグが付いていないネイティブ形式で
送受信されます。アクセスポートに着信したすべての情報は、ポートに割り当てられているVLAN
に所属すると見なされます。

アクセスモードでポートを設定してそのインターフェイスのトラフィックを伝送するVLANを指
定できます。アクセスモードのポート（アクセスポート）用に VLANを設定しないと、そのイ
ンターフェイスはデフォルトのVLAN（VLAN1）のトラフィックだけを伝送します。VLANのア
クセスポートメンバーシップを変更するには、VLANを構成します。VLANをアクセスポート
のアクセス VLANとして割り当てるには、まず、VLANを作成する必要があります。アクセス
ポート上のアクセスVLANを、まだ作成されていないVLANに変更すると、UCSManagerはその
アクセスポートをシャットダウンします。

アクセスポートは、アクセス VLAN値の他に 802.1Qタグがヘッダーに設定されたパケットを受
信すると、送信元のMACアドレスを学習せずにドロップします。アクセス VLANを割り当て、
プライベート VLANのプライマリ VLANとしても動作させると、そのアクセス VLANに対応す
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るすべてのアクセスポートが、プライベート VLANモードのプライマリ VLAN向けのすべての
ブロードキャストトラフィックを受信します。

Ciscoスイッチ上のトランクポート

トランクポートは、複数の VLANがこのトランクリンクを経由してスイッチ間で伝送を行うこ
とを可能にします。トランクポートは、タグなしのパケットと 802.1Qタグ付きのパケットを同
時に伝送できます。デフォルトのポート VLAN IDをトランクポートに割り当てると、すべての
タグなしトラフィックが、そのトランクポートのデフォルトのポート VLAN IDで伝送され、タ
グなしトラフィックはすべてこのVLANに属するものと見なされます。このVLANのことを、ト
ランクポートのネイティブVLAN IDといいます。ネイティブVLAN IDとは、トランクポート上
でタグなしトラフィックを伝送する VLANのことです。

トランクポートは、デフォルトのポート VLAN IDと同じ VLANが設定された出力パケットをタ
グなしで送信します。他のすべての出力パケットは、トランクポートによってタグ付けされま

す。ネイティブ VLAN IDを設定しないと、トランクポートはデフォルト VLANを使用します。

トランクポートのネイティブ VLAN、またはアクセスポートのアクセス VLANを変更する
と、スイッチインターフェイスがフラップされます。

（注）

ネームド VLAN
ネームド VLANは、所定の外部 LANへの接続を作成します。VLANは、ブロードキャストトラ
フィックを含む、その外部 LANへのトラフィックを切り離します。

VLANIDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これにより、ネームドVLANを使
用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデートする

ことができます。外部LANとの通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はありま
せん。

同じVLANIDを使用して、複数のネームドVLANを作成できます。たとえば、HRおよびFinance
のビジネスサービスをホストするサーバが同一の外部 LANにアクセスする必要がある場合、同
じ VLAN IDを使用して HRと Financeという名前の VLANを作成できます。その後でネットワー
クが再設定され、Financeが別のLANに割り当てられた場合、変更する必要があるのはFinanceの
ネームド VLANの VLAN IDだけです。

クラスタ設定では、ネームドVLANが 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスでき
るようにすることも、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定するこ

とも可能です。
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VLAN ID に関するガイドライン

IDが 4030～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

指定する VLAN IDは、使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たと
えば Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、VLAN ID 3968～ 4029は予約されています。
Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その VLAN IDがスイッチで使用可能である
ことを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

VLAN4048はユーザが設定可能です。ただし、CiscoUCSManagerでは、VLAN4048が次のデフォ
ルト値に使用されます。4048をVLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があり
ます。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトでVLAN 4048を使用します。デフォルト FCoEVSANが、アップグレード前
にVLAN1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていないVLAN ID
に変更する必要があります。たとえば、デフォルトを4049に変更することを検討します（そ
の VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

プライベート VLAN
プライベート VLAN（PVLAN）は、VLANのイーサネットブロードキャストドメインをサブド
メインに分割する機能で、これを使用して一部のポートを分離することができます。PVLANの各
サブドメインには、1つのプライマリVLANと1つ以上のセカンダリVLANが含まれます。PVLAN
のすべてのセカンダリVLANは、同じプライマリVLANを共有する必要があります。セカンダリ
VLAN IDは、各サブドメインの区別に使用されます。

独立 VLAN とコミュニティ VLAN

Cisco UCS domain内のすべてのセカンダリVLANは、独立VLANまたはコミュニティVLANにな
ることができます。
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独立 VLANを標準 VLANと共に使用するよう設定することはできません。（注）

独立 VLAN のポート

独立 VLANの通信では、プライマリ VLAN内の関連するポートだけを使用できます。これらの
ポートは独立ポートであり、Cisco UCS Managerでは設定できません。プライマリ VLANには隔
離VLANは 1つしか存在できませんが、同じ隔離VLAN上で複数の隔離ポートが許可されます。
これらの独立ポートは相互に通信できません。独立ポートは、独立VLANを許可している標準ト
ランクポートまたは無差別ポートとのみ通信できます。

独立セカンダリ VLANに属するホストポート。このポートは、同じプライベート VLANドメイ
ン内の他のポートから完全に独立しています。PVLANは、無差別ポートからのトラフィックを除
き、独立ポート宛のトラフィックをすべてブロックします。独立ポートから受信されたトラフィッ

クは、無差別ポートにだけ転送されます。指定した独立VLANには、複数の独立ポートを含める
ことができます。各ポートは、独立VLANにある他のすべてのポートから、完全に隔離されてい
ます。

アップリンクポートに関するガイドライン

PVLANを作成する場合は、次のガイドラインに従ってください。

•アップリンクイーサネットポートチャネルを無差別モードにすることはできません。

•各プライマリ VLANには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

• VNTAGアダプタの VIFには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

VLAN ID に関するガイドライン

IDが 4030～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

指定する VLAN IDは、使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たと
えば Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、VLAN ID 3968～ 4029は予約されています。
Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その VLAN IDがスイッチで使用可能である
ことを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

VLAN4048はユーザが設定可能です。ただし、CiscoUCSManagerでは、VLAN4048が次のデフォ
ルト値に使用されます。4048をVLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があり
ます。
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• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトでVLAN 4048を使用します。デフォルト FCoEVSANが、アップグレード前
にVLAN1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていないVLAN ID
に変更する必要があります。たとえば、デフォルトを4049に変更することを検討します（そ
の VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLAN ポートの制限
Cisco UCS Managerでは、1つのファブリックインターコネクト上の境界ドメインとサーバドメ
インで設定可能な VLANポートインスタンスの数は制限されます。

VLAN ポート数に含まれるポートのタイプ

次のタイプのポートが VLANポートの計算でカウントされます。

•ボーダーアップリンクイーサネットポート

•ボーダーアップリンクイーサチャネルメンバーポート

• SANクラウドの FCoEポート

• NASクラウドのイーサネットポート

•サービスプロファイルによって作成されたスタティックおよびダイナミック vNIC

•ハイパーバイザドメイン内のハイパーバイザのポートプロファイルの一部として作成され
た VM vNIC

これらのポートに設定されている VLANの数に基づいて、Cisco UCS Managerは VLANポートイ
ンスタンスの累積数を追跡し、検証中にVLANポート制限を実行します。CiscoUCSManagerは、
制御トラフィック用に事前定義されたいくつかの VLANポートリソースを予約します。これに
は、HIFおよび NIFポートに設定された管理 VLANが含まれます。

VLAN ポートの制限の実行

Cisco UCS Managerは、次の操作中に VLANポートのアベイラビリティを検証します。

•境界ポートおよび境界ポートチャネルの設定および設定解除

•クラウドへの VLANの追加またはクラウドからの VLANの削除

• SANまたは NASポートの設定または設定解除

•設定の変更を含むサービスプロファイルの関連付けまたは関連付け解除

• vNICまたは vHBAでの VLANの設定または設定解除

Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
87

VLAN
VLAN ポートの制限



• VMWare vNICからおよび ESXハイパーバイザから作成通知または削除通知を受け取ったと
き

これは Cisco UCS Managerの管理外です。（注）

•ファブリックインターコネクトのリブート

• Cisco UCS Managerのアップグレードまたはダウングレード

Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルの動作に対し、厳密な VLANポート制限を実施し
ます。VLANポート制限を超過したことをCiscoUCSManagerが検出した場合、サービスプロファ
イル設定は展開時に失敗します。

境界ドメインでの VLANポート数の超過は、それほど混乱をもたらしません。境界ドメインで
VLANポート数が超過すると、Cisco UCS Managerは割り当てステータスを Exceededに変更しま
す。ステータスを [Available]に戻すには、次のいずれかのアクションを実行します。

• 1つ以上の境界ポートを設定解除する

• LANクラウドから VLANを削除する

• 1つ以上の vNICまたは vHBAを設定解除する

ネームド VLAN の設定

ネームド VLAN の作成
ハイアベイラビリティが設定されている Cisco UCS domainでは、ネームドVLANを作成して、両
方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定することも、1つのファブリッ
クインターコネクトだけにアクセスできるようにすることも可能です。

IDが 4030～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

指定する VLAN IDは、使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たと
えば Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、VLAN ID 3968～ 4029は予約されています。
Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その VLAN IDがスイッチで使用可能である
ことを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認します。

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VSANに割
り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、VLANを次の [VLAN]ノードのいずれかに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。

•一方のインターコネクトのみにアクセス可能な VLANの場合は、[Fabric_Interconnect_Name]
> [VLANs]ノード。

ネームド VLANの削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプラ
イマリ VLANに必ず再割り当てします。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトからVLANを削除する前に、そのVLANがすべての vNICと vNIC
テンプレートから削除されていることを確認します。
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vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VLANに基づいて、次のいずれかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCS domain内のすべての VLANを表示します。すべて（All）

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANを
表示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクト Aにのみアクセス可能な VLANを
表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにのみアクセス可能な VLANを
表示します。

Fabric B

ステップ 5 テーブルで、削除する VLANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された 1つ以上の VLANを右クリックし、[Delete]をクリックします。
ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

プライベート VLAN の設定

プライベート VLAN のプライマリ VLAN の作成
ハイアベイラビリティ用に設定されたCisco UCS domainでは、両方のファブリックインターコネ
クトにアクセスできるプライマリ VLANを作成することも、1つのファブリックインターコネク
トだけにアクセスできるプライマリ VLANを作成することも可能です。
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IDが 4030～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

指定する VLAN IDは、使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たと
えば Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、VLAN ID 3968～ 4029は予約されています。
Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その VLAN IDがスイッチで使用可能である
ことを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認します。

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VSANに割
り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、プライマリ VLANを次の [VLAN]ノードのいずれかに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs]ノード。

• 1つのインターコネクトのみにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。
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プライベート VLAN のセカンダリ VLAN の作成
ハイアベイラビリティが設定されている Cisco UCS domainでは、セカンダリVLANを作成して、
両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定することも、1つのファブリッ
クインターコネクトだけにアクセスできるようにすることも可能です。

IDが 4030～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

指定する VLAN IDは、使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たと
えば Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、VLAN ID 3968～ 4029は予約されています。
Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その VLAN IDがスイッチで使用可能である
ことを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

はじめる前に

プライマリ VLANを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を指定します。
マルチキャストポリシーは、セカンダリ VLANにではなく、プライマリ VLANに関連
付けられます。

（注）

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認します。

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VSANに割
り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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Cisco UCS Managerは、プライマリ VLANを次の [VLAN]ノードのいずれかに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、[LAN
Cloud] > [VLANs]ノード。

• 1つのインターコネクトのみにアクセス可能なプライマリ VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

コミュニティ VLAN
Cisco UCS Managerは、UCSファブリックインターコネクトのコミュニティ VLANをサポートし
ます。コミュニティポートは、コミュニティポート同士、および無差別ポートと通信します。コ

ミュニティポートは、他のコミュニティの他のすべてのポート、または PVLAN内の独立ポート
からレイヤ2分離されています。ブロードキャストはPVLANだけに関連付けられたコミュニティ
ポートと他の無差別ポート間で送信されます。無差別ポートは、PVLAN内の独立ポート、コミュ
ニティポートなどのすべてのインターフェイスと通信できます。

コミュニティ VLAN の作成
高可用性を得るために設定した Cisco UCS domainでは、両方のファブリックインターコネクト
か、または一方のファブリックインターコネクトのみにアクセスできるコミュニティVLANを作
成できます。

IDが 4030～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

指定する VLAN IDは、使用しているスイッチでもサポートされている必要があります。たと
えば Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、VLAN ID 3968～ 4029は予約されています。
Cisco UCS Managerで VLAN IDを指定する前に、その VLAN IDがスイッチで使用可能である
ことを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDは違っている必要があります。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

単一のVLANの場合、VLAN名を指定します。VLANの範囲の
場合、各 VLAN名に使用される接頭辞を指定します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[VLANName/Prefix]フィールド

この VLANに関連付けられているマルチキャストポリシー。[Multicast Policy]ドロップダウ
ンリスト

すべてのVLANで使用可能な新しいマルチキャストポリシーを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Multicast Policy]リンク

次のいずれかを選択できます。

• [Common/Global]：指定した VLANは両方のファブリック
に適用され、どちらのファブリックでも同じ設定パラメー

タが使用されます。

• [Fabric A]：指定した VLANは、ファブリック Aだけに適
用されます。

• [Fabric B]：指定した VLANは、ファブリック Bだけに適
用されます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：指定した VLANは、
両方のファブリックに適用されますが、ファブリックごと

に異なる VLAN IDを指定できます。

アップストリーム分離L2ネットワークの場合、[Common/Global]
を選択して両方のファブリックに適用するVLANを作成するこ
とを推奨します。

設定オプション
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説明名前

1つの VLANを作成するには、単一の数値 IDを入力します。
複数のVLANを作成するには、個々の IDや IDの範囲をカンマ
で区切って入力します。VLANIDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967

• 4048～ 4093

•システム上ですでに定義されている他の VLAN IDと重複
する値

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、43の 6つの VLANを作
成するには、4, 22, 40-43を入力します。

IDが 4030～ 4047の VLANは作成できません。この範
囲の VLAN IDは予約されています。

指定するVLANIDは、使用しているスイッチでもサポー
トされている必要があります。たとえばCiscoNexus5000
シリーズスイッチでは、VLAN ID 3968～ 4029は予約
されています。CiscoUCSManagerでVLAN IDを指定す
る前に、その VLAN IDがスイッチで使用可能であるこ
とを確認してください。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLAN
の IDは違っている必要があります。VSAN内の VLAN
と FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを
使用しているすべてのvNICとアップリンクポートで重
大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上
でイーサネットトラフィックがドロップされます。

重要

[VLAN IDs]フィールド

このVLANが、プライベートまたはセカンダリVLANに分割さ
れるかどうか。次のいずれかになります。

• [None]：このVLANにセカンダリまたはプライベートVLAN
はありません。

• [Primary]：この VLANには、[Secondary VLANs]領域に示
すように1つまたは複数のセカンダリVLANを設定できま
す。

• [Isolated]：これはプライベートVLANです。関連付けられ
たプライマリ VLANは [Primary VLAN]ドロップダウンリ
ストに表示されます。

[Sharing Type]フィールド
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説明名前

[Sharing Type]フィールドが [Isolated] に設定されている場合、
これは独立 VLAN VLANに関連付けられたプライマリ VLAN
です。

[PrimaryVLAN]ドロップダウン
リスト

リストからVLANの組織を選択します。このVLANは、選択す
る組織で利用可能になります。

VLANを許可された組織

このボタンをクリックして、VLAN IDがシステム上の他の ID
と重複していないかどうか確認します。

[Check Overlap]ボタン

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックし次のフィールドを確認しVLAN IDが既存のVLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認してください。

説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター
コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リックインターコネクトレベルとは対照的に、システ

ムレベルで作成された仮想LANおよび SANネットワー
クに適用されます。

[Fabric ID]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANの数値 ID。[VLAN]カラム

VLANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VLANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックし、次のフィールドを確認して VLAN IDが既存の VSAN
に割り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認してください。

   Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
96

VLAN
コミュニティ VLAN の作成



説明名前

次のいずれかになります。

• A

• B

• [Dual]：コンポーネントはどちらのファブリックインター
コネクトでもアクセスできます。この設定は、ファブ

リックインターコネクトレベルとは対照的に、システ

ムレベルで作成された仮想LANおよび SANネットワー
クに適用されます。

[Fabric ID]カラム

VSANの名前。[Name]カラム

VSANの数値 ID。[ID]カラム

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた
固有識別情報。

[FCoE VLAN ID]カラム

VSANへのフルパス。このカラムのリンクをクリックする
と、VSANのプロパティが表示されます。

[DN]カラム

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、コミュニティ VLANを次の [VLAN]ノードのいずれかに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。

•一方のインターコネクトのみにアクセス可能な VLANの場合は、[Fabric_Interconnect_Name]
> [VLANs]ノード。

アプライアンスポートに対する無差別アクセスの作成

Cisco UCS Managerではアプライアンスポートでの無差別アクセスをサポートしています。次
に、具体的な設定手順を説明します。
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はじめる前に

アプライアンスクラウドに PVLANを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [LAN > Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]の順に展開します。
[Interfaces]ペインが表示されます。

ステップ 3 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[+]をクリックします。
[Appliance Links]ペインが表示されます。

ステップ 4 [Appliance Links]ペインで、[Unconfigured Ethernet Ports]をクリックして [Unconfigured Ethernet Ports]
を展開します。

使用可能なすべての未設定イーサネットポートが表示されます。

ステップ 5 アプライアンスポートを作成する [Unconfigured Ethernet Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Make Appliance Port]をクリックします。
[Configure as Appliance Port]確認ボックスが表示されます。

ステップ 7 アプライアンスポートを設定するには、[Yes]をクリックします。
[Configure Appliance Port]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 8 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]を展開します。
ステップ 9 [Appliance Ports]を展開します。
ステップ 10 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 11 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[Modify]をクリックします。
[Properties for Appliance Interface]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [VLANs]ペインで、[Access]オプションボタンをクリックします。
ステップ 13 アプライアンスポートに割り当てるため、[Select VLAN]ドロップダウンリストからプライマリ

VLANを選択します。
プライマリ VLANに関連付けられたセカンダリ VLANのリストが表示されます。

ステップ 14 ポートに許可する一連のセカンダリ VLANを選択します。
[Isolated]または [Community]の VLANを選択すると、その [VLAN]は [Promiscuous Port]に変わり
ます。[Select VLAN]ドロップダウンリストからプライマリ VLANを選択した場合は、必要なセ
カンダリ VLANを選択する必要があります。

ステップ 15 [Apply]をクリックしてアプライアンスポートの無差別アクセスを設定します。

アプライアンスポートに対する無差別トランクの作成

Cisco UCS Managerは、アプライアンスポートで無差別トランクをサポートします。次に、具体
的な設定手順を説明します。
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はじめる前に

アプライアンスクラウドにプライベート VLANを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [LAN > Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]の順に展開します。
[Interfaces]ペインが表示されます。

ステップ 3 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[+]をクリックします。
[Appliance Links]ペインが表示されます。

ステップ 4 [Appliance Links]ペインで、[Unconfigured Ethernet Ports]をクリックして [Unconfigured Ethernet Ports]
を展開します。

使用可能なすべての未設定イーサネットポートが表示されます。

ステップ 5 アプライアンスポートを作成する [Unconfigured Ethernet Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Make Appliance Port]をクリックします。
[Configure as Appliance Port]確認ボックスが表示されます。

ステップ 7 アプライアンスポートを設定するには、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Interfaces]を展開します。
ステップ 9 [Appliance Ports]を展開します。
ステップ 10 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 11 テーブルの右側にあるアイコンバーの [Interfaces]ペインで、[Modify]アイコンをクリックしま
す。

[Properties for Appliance Interface]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 12 [VLANs]ペインで、[Trunk]オプションボタンをクリックします。
ステップ 13 使用可能な VLANから [VLAN]を選択します。

VLANのリストから複数の [Isolated]、[Community]、[Primary]、[Regular] VLANを選択してポート
に適用し、無差別トランクポートにすることができます。

ステップ 14 [Apply]をクリックして、[Promiscuous on Trunk on Appliance Port]を設定します。

VLAN 最適化セットの表示
Cisco UCS Managerはシステムの VLAN IDに基づいて、VLANポートカウント最適化グループを
自動的に作成します。グループ内のすべての VLANは、同じ IGMPポリシーを共有します。次の
VLANは、VLANポートカウント最適化グループには含まれません。

• FCoE VLAN

•プライマリ PVLANとセカンダリ PVLAN

• SPANソースとして指定された VLAN
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•インターフェイス上で唯一許可されているVLANとして設定されたVLANと、単独のVLAN
を持つポートプロファイルの VLAN

Cisco UCS Manager GUIは最適化された VLANを自動的にグループ化します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Navigation]ペインで、[Fabric A]または [Fabric B]をクリックしてリストを展開します。

ステップ 4 [VLAN Optimization Sets]をクリックします。
[Work]ペインに、[Name]と [Size]を含む、VLAN最適化グループのリストが表示されます。

VLAN ポート数の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects]の順に展開します。
ステップ 3 VLANポート数を表示するファブリックインターコネクトをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[VLAN Port Count]バーの下矢印をクリックして領域を展開します。
Cisco UCS Manager GUIに次の詳細が表示されます。

説明名前

このファブリックインターコネクトの最大許容 VLANポート
数。

[Port VLAN Limit]フィールド

使用可能な VLANアクセスポートの数。[Access VLAN Port Count]
フィールド

使用可能な VLANボーダーポートの数。[BorderVLANPort Count]フィー
ルド

VLANポートの割り当て状態。[Allocation Status]フィールド
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VLAN ポートカウント最適化
VLANポート数の最適化を使用すると、複数のVLANの状態を単一の内部状態にマッピングでき
ます。VLANポート数の最適化を有効にすると、Cisco UCS Managerは、ポート VLANメンバー
シップに基づいてVLANを論理的にグループ化します。このグループ化により、ポートVLAN数
の制限が増加します。VLANポート数の最適化によりさらにVLAN状態が圧縮され、ファブリッ
クインターコネクトの CPUの負荷が減少します。この CPUの負荷の軽減により、より多くの
VLANをより多くのvNICに展開できるようになります。VLANのポート数を最適化しても、vNIC
上の既存の VLAN設定は変更されません。

VLANポート数の最適化は、デフォルトで無効になっています。このオプションは、必要に応じ
て有効または無効にできます。

重要 • VLANポート数の最適化を有効にすると、使用可能な VLANポートの数が増加します。
最適化されていない状態でポート VLAN数が VLANの最大数を超えた場合、VLANポー
ト数の最適化を無効にすることはできません。

• VLANポート数の最適化は、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトで
はサポートされていません。

ポート VLAN 数の最適化のイネーブル化
デフォルトでは、ポート VLAN数最適化は無効です。ポート VLAN数の最適化を有効にして、
CPU使用率を最適化し、ポート VLAN数を増やすことができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization]セクションで、[Enabled]を選択します。
ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
ステップ 6 [Port, VLAN Count Optimization]オプションが正常に有効化された場合、確認メッセージが表示さ

れます。[OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
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ポート VLAN 数最適化のディセーブル化
デフォルトでは、ポートVLAN数最適化は無効です。ポートVLAN数の最適化オプションを有効
にした場合は、これを無効にすることでポートVLAN数を増やすことができ、CPU使用率を最適
化できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Port, VLAN Count Optimization]セクションの [Disabled]を選択します。
ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
ステップ 6 [Port, VLAN Count Optimization]オプションが正常に無効化された場合、確認メッセージが表示さ

れます。[OK]をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 最適化セットの表示
Cisco UCS Managerはシステムの VLAN IDに基づいて、VLANポートカウント最適化グループを
自動的に作成します。グループ内のすべての VLANは、同じ IGMPポリシーを共有します。次の
VLANは、VLANポートカウント最適化グループには含まれません。

• FCoE VLAN

•プライマリ PVLANとセカンダリ PVLAN

• SPANソースとして指定された VLAN

•インターフェイス上で唯一許可されているVLANとして設定されたVLANと、単独のVLAN
を持つポートプロファイルの VLAN

Cisco UCS Manager GUIは最適化された VLANを自動的にグループ化します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Navigation]ペインで、[Fabric A]または [Fabric B]をクリックしてリストを展開します。

ステップ 4 [VLAN Optimization Sets]をクリックします。
[Work]ペインに、[Name]と [Size]を含む、VLAN最適化グループのリストが表示されます。
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VLAN グループ
VLANグループでは、イーサネットアップリンクポートの VLANを機能別または特定のネット
ワークに属するVLAN別にグループ化できます。VLANメンバーシップを定義し、そのメンバー
シップをファブリックインターコネクト上の複数のイーサネットアップリンクポートに適用す

ることができます。

CiscoUCSManagerでは、最大 200個のVLANグループをサポートします。200を超えるVLAN
グループを作成していると Cisco UCS Managerで判別すると、VLANの圧縮をディセーブルに
します。

（注）

インバンドおよびアウトオブバンド（OOB）VLANグループを設定し、それを使用してブレード
およびラックサーバの Cisco Integrated Management Interface（CIMC）にアクセスすることができ
ます。Cisco UCS Managerは、アップリンクインターフェイスまたはアップリンクポートチャネ
ルでの OOB IPv4およびインバンド IPv4/IPv6 VLANグループの使用をサポートします。

VLANをVLANグループに割り当てた後、VLANグループに対する変更はVLANグループで設定
されたすべてのイーサネットアップリンクポートに適用されます。また、VLANグループによっ
て、分離 VLAN間での VLANの重複を識別することができます。

VLANグループ下にアップリンクポートを設定できます。VLANグループ用にアップリンクポー
トを設定すると、そのアップリンクポートは関連する VLANグループに属している VLANのす
べてと、LANUplinksManagerを使用するアップリンクに関連付けられている個々のVLAN（存在
する場合）をサポートします。さらに、そのVLANグループとの関連付けが選択されていないす
べてのアップリンクは、VLANグループの一部である VLANのサポートを停止します。

[LAN Cloud]または [LAN Uplinks Manager]から VLANグループを作成できます。

VLAN グループの作成
[VLANCloud]または[LANUplinksManager]から、[VLANGroup]を作成できます。この手順では、
[LAN Cloud]から VLANグループを作成する方法について説明します。サービスプロファイルを
使用したインバンドおよびアウトオブバンドアクセスに使用する別のVLANグループを作成でき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [LAN Cloud]を右クリックし、ドロップダウンリストから [Create VLAN Group]を選択します。

[Create VLAN Group]ウィザードが起動します。
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ステップ 4 [Select VLANs]ダイアログボックスで、名前および VLANを指定し、[Next]をクリックします。
ステップ 5 （任意）[Add Uplink Ports]ダイアログボックスで、リストから [Uplink Ports]を選択して [Selected

Uplink Ports]にこのポートを追加し、[Next]をクリックします。
ステップ 6 （任意）[Add Port Channels]ダイアログボックスで、[Port Channels]を選択して [Selected Port

Channels]にこのポートチャネルを追加し、[Next]をクリックします。
ステップ 7 （任意）[OrgPermissions]ダイアログボックスで、リストから適切なグループを選択した後、[Next]

をクリックします。

作成するグループに属する VLANは、選択するグループにのみアクセスできます。

ステップ 8 [Finish]をクリックします。
この VLANグループは、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Groups]の下の [VLAN Groups]のリストに
追加されます。

VLAN グループのメンバーの編集

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLAN Groups]をクリックして VLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 VLANグループのリストから、グループメンバである VLANを編集する VLANグループの名前
を選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された VLANグループを右クリックして、[Edit VLAN Group Members]を選択します。
[Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 6 [Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスで、リストから削除するか、または
リストに追加する VLANを選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 7 （任意）[Add Port Channels]ペインで、[Port Channels]を選択してそれらを [Selected Port Channels]
に追加します。

ステップ 8 （任意）[Org Permissions]ペインで、リストから適切なグループを選択します。
作成するグループに属する VLANは、選択するグループにのみアクセスできます。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。
ステップ 10 この VLANグループがユーザの選択にしたがって変更されます。
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VLAN グループに対する組織のアクセス権限の変更
VLANグループに対する組織のアクセス権限を変更すると、権限の変更がそのVLANグループ内
のすべての VLANに適用されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Group]で、VLANグループ名を選択します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]の [Modify VLAN Groups Org Permissions]をクリックします。
[Modify VLAN Groups Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Org Permissions]で、次の手順を実行します。

•組織を追加するには、組織を選択します。

•組織からアクセス権限を削除するには、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

VLAN グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLAN Groups]をクリックして VLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 表示された VLANグループのリストから、削除する VLANグループ名を選択します。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された VLANグループを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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VLAN 権限
VLAN権限は、指定した組織およびVLANが属するサービスプロファイル組織に基づいてVLAN
へのアクセスを制限します。VLAN権限により、サービスプロファイルの vNICに割り当てるこ
とができるVLANのセットも制限されます。VLAN権限はオプションの機能であり、デフォルト
では無効になっています。この機能は、要件に応じて有効または無効にできます。この機能を無

効にすると、すべてのVLANにすべての組織からグローバルでアクセスできるようになります。

[LAN] > [LAN Cloud] > [Global Policies] > [Org Permissions]の順で組織権限を有効にすると、
VLANの作成時に、[Create VLANs]ダイアログボックスに [Permitted Orgs for VLAN(s)]オプ
ションが表示されます。[Org Permissions]を有効にしないと、[Permitted Orgs for VLAN(s)]オプ
ションは表示されません。

（注）

組織の権限を有効にすると、VLANの組織を指定できます。組織を指定すると、そのVLANは特
定の組織とその構造下にあるすべてのサブ組織で利用可能になります。他の組織のユーザは、こ

のVLANにアクセスできません。また、VLANアクセス要件の変更に基づいてVLANの権限を随
時変更できます。

VLANの組織権限をルートレベルで組織に割り当てると、すべてのサブ組織が VLANにアク
セスできるようになります。ルートレベルで組織権限を割り当てた後で、サブ組織に属する

VLANの権限を変更した場合は、そのVLANはルートレベルの組織で使用できなくなります。

注意

VLAN 権限のイネーブル化
VLAN権限は、デフォルトで無効になっています。異なる組織ごとに権限を作成してVLANアク
セスを制限する場合は、組織の権限オプションを有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションで、[Enabled]を選択します。
ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
ステップ 6 [Org Permissions]オプションが正常に有効化された場合、確認メッセージが表示されます。[OK]

をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
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VLAN 権限のディセーブル化
VLAN権限は、デフォルトで無効になっています。VLAN権限を有効にし、別のネットワークグ
ループまたは組織にVLANを割り当てることができます。VLAN権限をグローバルに無効にする
こともできます。ただし、VLANに割り当てた権限は引き続きシステム上に存在し、適用されな
いだけです。組織の権限を後で使用する必要が生じた場合は、この機能を有効にして、割り当て

られている権限を使用することができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションの [Disabled]を選択します。
ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
ステップ 6 [Org Permissions]オプションが正常に無効化された場合、確認メッセージが表示されます。[OK]

をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 権限の追加または変更
VLANを許可された組織を追加または削除できます。

VLANの許可された組織として組織を追加すると、すべての下位組織が VLANにアクセスで
きます。組織から VLANへのアクセス権を削除すると、子組織は VLANにアクセスできなく
なります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANs]で、VLAN名を選択します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]で、[Modify VLAN Org Permissions]をクリックします。
[Modify VLAN Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Permitted Orgs for VLAN(s)]で、

•組織を追加するには、組織を選択します。
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•組織からアクセス権限を削除するには、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

   Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
108

VLAN
VLAN 権限の追加または変更



第 6 章

MAC プール

• MACプール, 109 ページ

• MACプールの作成, 110 ページ

• MACプールの削除, 111 ページ

MAC プール
MACプールは、ネットワーク ID（MACアドレス）の集合です。MACアドレスはレイヤ 2環境
では一意で、サーバの vNICに割り当てることができます。サービスプロファイルでMACプー
ルを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられたサーバで使用できるようにMAC
アドレスを手動で設定する必要はありません。

マルチテナント機能を実装しているシステムでは、組織階層を使用して、このMACプールが特
定のアプリケーションまたはビジネスサービスでのみ使用できるようにすることができます。

Cisco UCSは、名前解決ポリシーを使用してプールからMACアドレスを割り当てます。

サーバにMACアドレスを割り当てるには、vNICポリシーにMACプールをインクルードする必
要があります。その後、この vNICポリシーは、このサーバに割り当てられたサービスプロファ
イルに含められます。

独自のMACアドレスを指定することもできますし、シスコにより提供されたMACアドレスのグ
ループを使用することもできます。

Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
109



MAC プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Pools]の順に展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。
ステップ 5 [Create MAC Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドを入力し

ます。

説明名前

MACプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

MACプールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム IDを
選択します。

• [Sequential]：Cisco UCS Managerはプールから最も小さい
使用可能 IDを選択します。

[Assignment Order]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

   Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
110

MAC プール
MAC プールの作成



説明名前

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MACAddress]フィールド

ブロック内のMACアドレス数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。
ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

MACプールは、vNICテンプレートにインクルードします。

MAC プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、そのプールの vNICまたは vHBAに割り当てられ
たアドレスは再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次の

いずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [MAC Pools]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するMACプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 7 章

QoS

• QoS, 113 ページ

• システムクラスの設定, 114 ページ

• Quality of Serviceポリシーの設定, 117 ページ

• フロー制御ポリシーの設定, 119 ページ

QoS
Cisco UCSは、Quality of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定する
ためのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制御
ポリシー

QoSシステムクラスに加えられたグローバルQoSの変更によって、すべてのトラフィックにデー
タプレーンでの中断が短時間発生する可能性があります。このような変更の例を次に示します。

•有効になっているクラスのMTUサイズの変更

•有効になっているクラスのパケットドロップの変更

•有効になっているクラスの CoS値の変更

Cisco UCS 6300 Series Fabric Interconnectでの Quality of Service に関するガイドラインおよび制限事
項

• Cisco UCS 6300 Series Fabric Interconnectはすべてのシステムクラスに共有バッファを使用し
ます。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。
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•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断されま
す。次の表は、QoSシステムクラスの変更およびシステムの再起動が引き起こされる条件を
示しています。

FI の再起動ステータスConditionQoS システムクラスのステー
タス

Yesドロップとドロップなしを切

り替えた場合

イネーブル

Yesイネーブルとディセーブルを

切り替えた場合

ドロップなし

YesMTUサイズを変更した場合イネーブルかつドロップなし

• QoSシステムクラスでの変更の結果として、最初に従属 FIが再起動します。プライマリ FI
は、[Pending Activities]で確認された後にのみ再起動します。

Cisco UCS Miniでの Quality of Service に関するガイドラインおよび制限事項

• Cisco UCS Miniはすべてのシステムクラスに共有バッファを使用します。

• Bronzeクラスは SPANとバッファを共有します。SPANまたは Bronzeクラスを使用すること
を推奨します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断されま
す。

•イーサネットトラフィックと FCまたは FCoEトラフィックが混在している場合は、帯域が
均等に配分されません。

•同じクラスからの複数のトラフィックストリームが均等に分配されないことがあります。

• FCまたはFCoEのパフォーマンス問題を回避するために、すべての破棄なしポリシーに同じ
CoS値を使用してください。

• Platinumクラスと Goldクラスのみが破棄なしポリシーをサポートしています。

システムクラスの設定

システムクラス

CiscoUCSは、DCE（DataCenter Ethernet）を使用して、CiscoUCS domain内のすべてのトラフィッ
クを処理します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサネットの帯域幅が
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8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に 2つの仮想レーン
が予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Service（QoS）を設定できます。
Cisco UCS domain全体にわたり、これら 6つの仮想レーンで DCE帯域幅がどのように割り当てら
れるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約します。

これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されます。た

とえば、[FibreChannel Priority]システムクラスを設定して、FCoEトラフィックに割り当てるDCE
帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 1：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレー

ンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポ

リシーを割り当てるために使用できます。

CiscoUCSMiniの場合、パケットのドロップはプラチナクラスとゴー
ルドクラスでのみディセーブルにできます。1つのPlatinumクラスと
1つの Goldクラスのみを no-dropクラスとして同時に設定できます。

Platinum

Gold

Silver

Bronze

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリシー

があります。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

ベストエフォート

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値があ
る場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル
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QoS システムクラスの設定
サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合があ
ります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがドロッ
プする可能性があります。

•サポートされるMTUの最大値が 140009の Cisco UCS 82598KR-CIアダプタ。

すべての破棄なしポリシーで UCSおよび N5Kに同じ CoS（サービスクラス）値を使用しま
す。エンドツーエンド PFCが正常に動作することを保証するには、すべての中間スイッチで
同じ QoSポリシーを設定します。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティを

更新します。

一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合があります。

MTUの最大値は 9216です。
（注）

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoS システムクラスのイネーブル化
デフォルトでは、Best Effortシステムクラスまたは Fibre Channelシステムクラスはイネーブルに
なっています。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 イネーブルにする QoSシステムクラスの [Enabled]チェックボックスをオンにします。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoS システムクラスのディセーブル化
ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステムクラスはディセーブルにできま

せん。

ディセーブルにされたシステムクラスに関連付けられているすべてのQoSポリシーのデフォルト
は、Best Effortです。ディセーブルにされたシステムのクラスオブサービス（CoS）が 0に設定
されている場合のデフォルトは、Cos 0システムクラスになります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 ディセーブルにする QoSシステムの [Enabled]チェックボックスをオフにします。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Quality of Service ポリシーの設定

Quality Of Service ポリシー
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQualityOfService
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。
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vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

QoS ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

QoSポリシーは、vNICまたは vHBAテンプレートにインクルードします。

QoS ポリシーの削除
使用中の QoSポリシーを削除した場合、または QoSポリシーで使用されているシステムクラス
をディセーブルにした場合、この QoSポリシーを使用している vNICと vHBAはすべて、ベスト
エフォートシステムクラスまたは CoSが 0のシステムクラスに割り当てられます。マルチテナ
ント機能を実装しているシステムでは、Cisco UCS Managerはまず、その組織階層から一致する
QoSポリシーを見つけようとします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [QoS Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除する QoSポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCS domainの
アップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信するかどうか
を決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信側

ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするには、
両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要があり

ます。Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリンク

イーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効に

なった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アップリンク

イーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワーク

ポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンクポートで

停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの作成

はじめる前に

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、ポ

リシーのフロー制御ポーズフレームに対する送信設定を有効にした場合は、必ず、ネットワーク

ポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。Cisco UCSポートでフロー制御フレー
ムを受信する場合は、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desireに設定されている
ことを確認します。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネットワークポートの受信パラ

メータと送信パラメータを offに設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ルート組織内のフロー制御ポリシーだけを作成できます。サブ組織内のフロー制御ポリシーは、

作成できません。
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ステップ 4 [Flow Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Flow Control Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Flow Control Policy]ウィザードで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

フロー制御ポリシーと、アップリンクイーサネットポート、またはポートチャネルを関連付け

ます。

フロー制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Flow Control Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 8 章

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワー
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• アップストリーム分離 L2ネットワークに VLANを作成, 128 ページ

• VLANへのポートおよびポートチャネルの割り当て, 129 ページ

• VLANに割り当てられたポートおよびポートチャネルの表示, 130 ページ

• VLANからのポートおよびポートチャネルの削除, 131 ページ

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワーク
接続はしないものの、同一の Cisco UCS domain内に存在するサーバや仮想マシンがアクセスする
必要がある 2つ以上のイーサネットクラウドがある場合、レイヤ 2ネットワークのアップスト
リーム分離（分離 L2ネットワーク）が必要です。たとえば、次のいずれかが必要な場合、分離
L2ネットワークを設定できます。

•パブリックネットワークおよびバックアップネットワークにアクセスするサーバまたは仮
想マシン

•マルチテナントシステムでは、同じCiscoUCSdomain内に複数のカスタマー用のサーバまた
は仮想マシンが存在しており、それらは両方のカスタマーのために L2ネットワークにアク
セスする必要があります。
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デフォルトでは、Cisco UCS内のデータトラフィックは相互包含の原則で動作します。VLAN
およびアップストリームネットワークへのトラフィックはすべて、すべてのアップリンクポー

トとポートチャネルで伝送されます。アップストリーム分離レイヤ 2ネットワークをサポー
トしていないリリースからアップグレードする場合は、VLANに適切なアップリンクインター
フェイスを割り当てる必要があります。これを行わないと、VLANへのトラフィックがすべて
のアップリンクポートとポートチャネルに流れ続けます。

（注）

分離L2ネットワークのコンフィギュレーションは、選択的排除の原則で動作します。分離ネット
ワークの一部として指定されたVLANへのトラフィックは、そのVLANに特別に割り当てられた
ポートチャネルまたはアップリンクイーサネットポートだけを移動でき、他のすべてのアップ

リンクポートおよびポートチャネルから選択的に除外されます。ただし、アップリンクイーサ

ネットポートまたはポートチャネルが特別に割り当てられていないVLANへのトラフィックは、
分離 L2ネットワークへのトラフィックを伝送するものを含め、すべてのアップリンクポートま
たはポートチャネルを移動できます。

CiscoUCSでは、VLANはアップストリーム分離L2ネットワークを表します。分離L2ネットワー
ク向けのネットワークトポロジを設計する際は、アップリンクインターフェイスを VLANに割
り当て、逆にならないようにする必要があります。

サポートされているアップストリーム分離 L2ネットワークの最大数については、『Cisco UCS
Configuration Limits for Cisco UCS Manager Guide』を参照してください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークの設定に関するガ
イドライン

アップストリーム分離 L2ネットワークの設定を計画する際は、次の事項を考慮してください。

イーサネットスイッチングモードはエンドホストモードでなければならない

Cisco UCSは、ファブリックインターコネクトのイーサネットスイッチングモードがエンドホス
トモードに設定されている場合にのみ、分離 L2ネットワークをサポートします。ファブリック
インターコネクトのイーサネットスイッチングモードがスイッチモードの場合、分離 L2ネット
ワークに接続できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCS domainが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構成であ
る場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一のVLANセットを設定することを推奨し
ます。

VLAN の有効基準はアップリンクイーサネットポートとポートチャネルで同一

分離 L2ネットワークで使用する VLANは、アップリンクイーサネットポートまたはアップリン
クイーサネットポートチャネル向けに設定して、割り当てる必要があります。ポートまたはポー
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トチャネルに VLANが含まれていない場合、Cisco UCS Managerは VLANを無効と見なし、次の
操作を実行します。

•サーバの [Status Details]領域に設定に関する警告を表示します。

•ポートまたはポートチャネルの設定を無視し、そのVLANのすべてのトラフィックをドロッ
プします。

有効基準はアップリンクイーサネットポートとアップリンクイーサネットポートチャネル

で同一です。Cisco UCS Managerは 2つを区別しません。
（注）

重複 VLAN はサポート対象外

Cisco UCSは、分離L2ネットワーク内の重複VLANをサポートしません。各VLANが 1つのアッ
プストリーム分離 L2ドメインだけに接続するようにする必要があります。

各 vNIC は 1 つの分離 L2 ネットワークとのみ通信できる

1つの vNICは 1つの分離 L2ネットワークとのみ通信できます。サーバが複数の分離 L2ネット
ワークと通信する必要がある場合は、それらのネットワークにそれぞれ vNICを設定する必要が
あります。

複数の分離 L2ネットワークと通信するには、2つ以上の vNICをサポートする Cisco VICアダプ
タをサーバに搭載する必要があります。

アプライアンスポートにはアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルと同じ VLAN
を設定する必要がある

分離 L2ネットワークと通信するアプライアンスポートの場合は、最低 1つのアップリンクイー
サネットポートまたはポートチャネルが同じネットワーク内にあり、それがアプライアンスポー

トで使用される VLANに割り当てられていることを確認する必要があります。アプライアンス
ポートのトラフィックを伝送するすべての VLANを含んでいるアップリンクイーサネットポー
トやポートチャネルを Cisco UCS Managerが識別できないと、ピン接続障害が発生し、アプライ
アンスポートはダウン状態になります。

たとえば、Cisco UCS domainには、IDが 500、名前が vlan500のグローバル VLANが含まれてい
ます。vlan500はアップリンクイーサネットポートでグローバル VLANとして作成されます。た
だし、Cisco UCSManagerはアプライアンスポートにこのVLANを伝播しません。vlan500をアプ
ライアンスポートに設定するには、IDが 500で vlan500という名前を持つ別のVLANをアプライ
アンスポートに作成する必要があります。この複製 VLANは、Cisco UCS Manager CLIの [LAN]
タブの [Appliances]ノード、または Cisco UCS Manager GUI内の eth-storageスコープで作成でき
ます。VLANの重複チェックを求めるプロンプトが表示されたときに重複を受け入れると、Cisco
UCS Managerによってアプライアンスポートの複製 VLANが作成されます。
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デフォルトの VLAN 1 はアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルで明示的に設定
できない

Cisco UCS Managerは、すべてのアップリンクポートとポートチャネルにデフォルトの VLAN 1
を暗黙的に割り当てます。他の VLANが設定されていない場合でも、Cisco UCSはデフォルトの
VLAN 1を使用してすべてのアップリンクポートとポートチャネルへのデータトラフィックを扱
います。

Cisco UCS domainにVLANが設定された後も、デフォルトのVLAN 1はすべてのアップリンク
ポートとポートチャネルに暗黙的に残ります。デフォルトの VLAN 1は、アップリンクポー
トやポートチャネルに明示的に割り当てることができず、それらから削除することもできま

せん。

（注）

特定のポートまたはポートチャネルにデフォルトのVLAN1を割り当てようとすると、CiscoUCS
Managerは Update Failed障害を生成します。

したがって、Cisco UCS domainに分離 L2ネットワークを設定する場合は、そのサーバへのすべて
のデータトラフィックをすべてのアップリンクイーサネットポートとポートチャネルで伝送し、

すべてのアップストリームネットワークに送信するのでない限り、どの vNICにもデフォルト
VLAN 1を設定しないでください。

両方の FI の VLAN を同時に割り当てる必要がある

グローバル VLANにポートを割り当てると、両方のファブリックインターコネクトの VLANに
明示的に割り当てられていないすべてのポートからVLANが削除されます。両方のFIのポートを
同時に設定する必要があります。1番目のFIにのみポートを設定すると、2番目のFIのトラフィッ
クが中断されます。

アップストリーム分離 L2 ネットワークのピン接続の考慮
事項

アップストリーム分離L2ネットワークと通信するには、ピン接続を適切に設定する必要がありま
す。ソフトピン接続またはハードピン接続のどちらを実装しているかにかかわらず、VLANメン
バーシップが一致しないと、1つ以上の VLANのトラフィックがドロップされます。

ソフトピン接続

ソフトピン接続は Cisco UCSでのデフォルト動作です。ソフトピン接続を実装する場合は、LAN
ピングループを作成して vNICのピンターゲットを指定する必要はありません。代わりに、Cisco
UCS Managerが VLANメンバーシップの条件に基づいて、vNICをアップリンクイーサネット
ポートまたはポートチャネルにピン接続します。

ソフトピン接続では、Cisco UCSManagerが vNICからのデータトラフィックをすべてのアップリ
ンクイーサネットポートとポートチャネルの VLANメンバーシップと照合して検証します。分
離 L2ネットワークが設定されている場合は、vNIC上のすべての VLANに割り当てられている
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アップリンクイーサネットポートやポートチャネルを Cisco UCSManagerが検出できる必要があ
ります。アップリンクイーサネットポートやポートチャネルが vNICのすべての VLANに設定
されていない場合、Cisco UCS Managerは次の動作を実行します。

•リンクをダウンさせます。

• vNICのすべての VLANのトラフィックをドロップします。

•次のエラーを発生させます。

◦ Link Down

◦ VIF Down

Cisco UCS Managerは、VLAN設定に関するエラーや警告を発生させません。

たとえば、サーバ上の vNICに VLAN 101、102、103が設定されているとします。インターフェ
イス 1/3がVLAN 102にだけ割り当てられています。インターフェイス 1/1および 1/2はVLANに
明示的に割り当てられていないため、VLAN 101と 103のトラフィックで利用できます。この設
定の結果として、Cisco UCS domainには、vNICが設定された 3つのVLANすべてへのトラフィッ
クを伝送可能な境界ポートインターフェイスが含まれません。その結果、Cisco UCS Managerは
vNICをダウンさせ、vNICの 3つの VLANすべてのトラフィックをドロップし、Link Downおよ
び VIF Downエラーを発生させます。

ハードピン接続

ハードピン接続は、LANピングループを使用して、分離 L2ネットワーク用のトラフィックにピ
ン接続ターゲットを指定した場合に発生します。また、ピン接続ターゲットであるアップリンク

イーサネットポートやポートチャネルが、適切な分離 L2ネットワークと通信できるように設定
されている必要があります。

ハードピン接続では、Cisco UCS Managerがすべてのアップリンクイーサネットポートとポート
チャネルの VLANメンバーシップに照合して vNICからのデータトラフィックを検証し、さらに
LANピングループ設定を検証して、VLANとアップリンクイーサネットポートまたはポート
チャネルが含まれていることを確認します。いずれかの点で検証に失敗した場合、Cisco UCS
Managerは次の動作を実行します。

•重大度が「警告」の Pinning VLAN Mismatchエラーを発生させます。

• VLANへのトラフィックをドロップします。

•他の VLANへのトラフィックが継続して流れるようにするため、リンクはダウンさせませ
ん。

たとえば、VLAN 177を使用するアップストリーム分離 L2ネットワークにハードピン接続を設定
する場合は、次の手順を実行します。

•分離 L2ネットワークへのトラフィックを伝送するアップリンクイーサネットポートまたは
ポートチャネルを持つ LANピングループを作成します。

•サービスプロファイルで、VLAN 177と LANピングループを持つ少なくとも 1つの vNIC
を設定します。
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• LANピングループに含まれるアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに
VLAN 177を割り当てます

これら 3つのピンのいずれかで設定が失敗した場合、Cisco UCS Managerは VLAN 177の VLAN
の不一致を警告し、その VLANのトラフィックのみを破棄します。

ソフトピン接続の設定が変更され、その結果、vNICVLANが分離L2アップリンクで解決され
なくなった場合は、警告ダイアログボックスが表示されます。警告ダイアログボックスでは、

設定の続行または取り消しを選択できます。不適切な設定を続行すると、サーバのトラフィッ

クパフォーマンスが低下します。

（注）

アップストリーム分離 L2 ネットワークに関するCisco UCS
の設定

アップストリーム分離L2ネットワークと接続するCiscoUCS domainを設定する場合、次のすべて
のステップを完了する必要があります。

はじめる前に

この設定を開始する前に、分離 L2ネットワーク設定をサポートするために、ファブリックイン
ターコネクトのポートが適切にケーブル接続されていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUCSがアップストリーム分離L2ネッ
トワークと通信できるようにするために、

イーサネットエンドホストモードの両

方のファブリックインターコネクトに対

ステップ 1   

イーサネットスイッチングモードはエン

ドホストモードである必要があります。

しイーサネットスイッチングモードを

設定します。

分離 L2ネットワークのトラフィックを
伝送するために必要なポートおよびポー

トチャネルを設定します。

ステップ 2   

（任意）該当するアップリンクイーサネットポー

トまたはポートチャネルのトラフィック

ステップ 3   

をピン接続するために必要な LANピン
グループを設定します。

これらはネームドVLANまたはプライベー
トVLANにすることができます。クラスタ

1つ以上の VLANを作成します。ステップ 4   

設定では、両方のファブリックインターコ
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目的コマンドまたはアクション

ネクトからアクセスできるVLANを作成す
ることをお勧めします。

このステップが完了すると、それらの

VLANのトラフィックは、割り当てられた
分離 L2ネットワークのVLANに目的の
ポートまたはポートチャネルを割り当て

ます。

ステップ 5   

ポートまたはポートチャネル（またはその

両方）のトランクを介して送信されます。

この設定は、1つ以上の vNICテンプレー
トを使用して完了させるか、サービスプロ

分離 L2ネットワークと通信する必要が
あるすべてのサーバのサービスプロファ

ステップ 6   

ファイルのネットワークオプションを設定イルに、正しい LAN接続設定が含まれ
するときに完了させることができます。ていることを確認します。この設定に

vNICテンプレートおよびサービスプロファよって、vNICは適切な VLANにトラ
フィックを送信できるようになります。 イルの詳細については、『Cisco UCS

Manager StorageManagementGuide』を参照
してください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークに関するCisco UCS
の設定

アップストリーム分離L2ネットワークと接続するCiscoUCS domainを設定する場合、次のすべて
のステップを完了する必要があります。

はじめる前に

この設定を開始する前に、分離 L2ネットワーク設定をサポートするために、ファブリックイン
ターコネクトのポートが適切にケーブル接続されていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUCSがアップストリーム分離L2ネッ
トワークと通信できるようにするために、

イーサネットエンドホストモードの両

方のファブリックインターコネクトに対

ステップ 1   

イーサネットスイッチングモードはエン

ドホストモードである必要があります。

しイーサネットスイッチングモードを

設定します。

分離 L2ネットワークのトラフィックを
伝送するために必要なポートおよびポー

トチャネルを設定します。

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）該当するアップリンクイーサネットポー

トまたはポートチャネルのトラフィック

ステップ 3   

をピン接続するために必要な LANピン
グループを設定します。

これらはネームドVLANまたはプライベー
トVLANにすることができます。クラスタ

1つ以上の VLANを作成します。ステップ 4   

設定では、両方のファブリックインターコ

ネクトからアクセスできるVLANを作成す
ることをお勧めします。

このステップが完了すると、それらの

VLANのトラフィックは、割り当てられた
分離 L2ネットワークのVLANに目的の
ポートまたはポートチャネルを割り当て

ます。

ステップ 5   

ポートまたはポートチャネル（またはその

両方）のトランクを介して送信されます。

この設定は、1つ以上の vNICテンプレー
トを使用して完了させるか、サービスプロ

分離 L2ネットワークと通信する必要が
あるすべてのサーバのサービスプロファ

ステップ 6   

ファイルのネットワークオプションを設定イルに、正しい LAN接続設定が含まれ
するときに完了させることができます。ていることを確認します。この設定に

vNICテンプレートおよびサービスプロファよって、vNICは適切な VLANにトラ
フィックを送信できるようになります。 イルの詳細については、『Cisco UCS

Manager StorageManagementGuide』を参照
してください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークに VLAN を作成
アップストリーム分離 L2ネットワークの場合、VLANマネージャで VLANを作成することを推
奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブの [LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Managerで、[VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべ
ての VLANをテーブルに表示できます。

   Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
128

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワーク
アップストリーム分離 L2 ネットワークに VLAN を作成



ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドを指定し、[OK]をクリックします。
IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。プラ
イベート VLANは Cisco UCS Miniではサポートされません。

ステップ 7 さらに VLANを作成するには、ステップ 6および 7を繰り返します。

次の作業

VLANにポートおよびポートチャネルを割り当てます。

VLAN へのポートおよびポートチャネルの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブの [LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Managerで、[VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべ
ての VLANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 そのファブリックインターコネクト上でポートとポートチャネルを設定するには、次のいずれか

のサブタブをクリックします。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric B

ステップ 6 [Ports and Port Channels]テーブルで、次の手順を実行します。

•アップリンクイーサネットポートチャネルをVLANに割り当てるには、[Port Channels]ノー
ドを展開し、VLANに割り当てるポートチャネルをクリックします。

•アップリンクイーサネットポートを VLANに割り当てるには、[Uplink Interfaces]ノードを
展開し、VLANに割り当てるポートをクリックします。
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Ctrlキーを押したまま複数のポートまたはポートチャネルをクリックすることで、それらを同じ
VLANまたは VLANセットに割り当てることができます。

ステップ 7 [VLANs]テーブルで、必要に応じて該当するノードを展開し、ポートまたはポートチャネルを割
り当てる VLANをクリックします。
同じポートセット、ポートチャネル、またはその両方を複数の VLANに割り当てる場合、Ctrl
キーを押したまま複数の VLANをクリックできます。

ステップ 8 [Add to VLAN/VLAN Group]ボタンをクリックします。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 10 同じファブリックの VLANに追加のポートまたはポートチャネルを割り当てるには、ステップ

6、7、および 8を繰り返します。
ステップ 11 別のファブリックの VLANに追加のポートまたはポートチャネルを割り当てるには、ステップ 5

～ 8を繰り返します。
ハイアベイラビリティのために Cisco UCS domainに 2つのファブリックインターコネクトが設定
されている場合、両方のファブリックインターコネクトで同じVLANセットを作成することを推
奨します。

ステップ 12 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 13 VLANマネージャでの作業を継続する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じるに

は、[OK]をクリックします。
ポートまたはポートチャネルを 1つ以上の VLANに割り当てると、他のすべての VLANから削
除されます。

VLAN に割り当てられたポートおよびポートチャネルの
表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブの [LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Managerで、[VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべ
ての VLANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 そのファブリックインターコネクト上でポートとポートチャネルを設定するには、次のいずれか

のサブタブをクリックします。
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説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric B

ステップ 6 [VLANs]テーブルで、該当するノードを展開し、割り当て済みのポートまたはポートチャネルを
表示する VLANを展開します。

VLAN からのポートおよびポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN]ノードを展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブの [LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。

別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 LAN Uplinks Managerで、[VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブでVLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すれば、設定済みのすべ
ての VLANをテーブルに表示できます。

ステップ 5 そのファブリックインターコネクト上でポートとポートチャネルを設定するには、次のいずれか

のサブタブをクリックします。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric B

ステップ 6 [VLANs]テーブルで、該当するノードを展開し、ポートまたはポートチャネルを削除するVLAN
を展開します。

ステップ 7 VLANから削除するポートまたはポートチャネルをクリックします。
Ctrlキーを押しながら、複数のポートまたはポートチャネルをクリックします。
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ステップ 8 [Remove from VLAN/VLAN Group]ボタンをクリックします。
ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 10 VLANマネージャでの作業を継続する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じるに

は、[OK]をクリックします。
すべてのポートまたはポートチャネルインターフェイスをVLANから削除すると、VLAN
はデフォルトの動作に戻り、その VLAN上のデータトラフィックはすべてのアップリン
クポートとポートチャネル上で伝送されます。Cisco UCS domainでの設定に応じて、こ
のデフォルトの動作により、Cisco UCSManagerでその VLANのトラフィックがドロップ
されることがあります。これを避けるには、少なくとも1つのインターフェイスをVLAN
に割り当てるか、VLANを削除することをお勧めします。

重要
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第 9 章

ネットワーク関連ポリシー

• vNICテンプレートの設定, 133 ページ

• イーサネットアダプタポリシーの設定, 142 ページ

• デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定, 155 ページ

• LAN接続ポリシーの設定, 156 ページ

• ネットワーク制御ポリシーの設定, 164 ページ

• マルチキャストポリシーの設定, 167 ページ

• LDAPポリシーの設定, 169 ページ

• UDLDリンクポリシーの設定, 171 ページ

• VMQ接続ポリシーの設定, 176 ページ

• NetQueue, 179 ページ

vNIC テンプレートの設定

vNIC テンプレート
vNIC LAN接続ポリシーは、サーバ上の vNICが LANに接続する方法を定義します。

Cisco UCSManagerは、vNICテンプレートを作成する際に正しい設定でVM-FEXポートプロファ
イル自動的には作成しません。VM-FEXポートプロファイルを作成するには、vNICテンプレー
トのターゲットを VMとして設定する必要があります。このポリシーを有効にするには、このポ
リシーをサービスプロファイルに含める必要があります。

vNICテンプレートの作成時には、個々の VLANだけでなく VLANグループも選択できます。
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サーバに 2つの Emulex NICまたは QLogic NIC（Cisco UCS CNA M71KR-Eまたは Cisco UCS
CNA M71KR-Q）がある場合は、両方の NICにユーザ定義のMACアドレスが取得されるよう
に、サービスプロファイルで両方のアダプタの vNICポリシーを設定する必要があります。両
方の NICのポリシーを設定しない場合でも、Windowsは PCIバスで両方の NICを引き続き検
出します。ただし、2番目のイーサネットインターフェイスがサービスプロファイルに含ま
れていないため、WindowsはそれにハードウェアMACアドレスを割り当てます。その後で
サービスプロファイルを異なるサーバに移動すると、Windowsによって追加の NICが検出さ
れますが、これは 1つの NICでユーザ定義のMACアドレスが取得されなかったためです。

（注）

vNIC テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VLAN

• MACプール

• QoSポリシー

• LANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。
ステップ 5 [Create vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [General]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

仮想ネットワークインターフェイスカード（vNIC）テンプ
レートの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クトです。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、このテンプレートから作成された vNICから第 2の
ファブリックインターコネクトにアクセスできるようにする

には、[Enable Failover]チェックボックスをオンにします。

次の状況下では、vNICファブリックフェールオー
バーをイネーブルにしないでください。

（注）

• CiscoUCSdomainがイーサネットスイッチモー
ドで動作している場合、そのモードでは vNIC
ファブリックフェールオーバーがサポートさ

れません。1つのファブリックインターコネク
ト上のすべてのイーサネットアップリンクが

障害になった場合、vNICは他のイーサネット
アップリンクにフェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapterなど）があるサーバに、このテ
ンプレートから作成された 1つ以上の vNICを
関連付ける予定がある場合。その場合、Cisco
UCS Managerにより、サービスプロファイル
とサーバを関連付けたときに設定エラーが生成

されます。

[Fabric ID]フィールド
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説明名前

選択した [Redundancy Type]は、vNIC/HBAの冗長性ペアを使
用して、ファブリックフェールオーバーを開始します。

• [PrimaryTemplate]：セカンダリテンプレートと共有可能
な設定を作成します。プライマリテンプレートでのその

他の共有される変更は、セカンダリテンプレートに自動

的に同期されます。

• [Secondary Template]：

すべての共有される構成は、プライマリテンプレートか

ら継承されます。

• [No Redundancy]：

レガシーvNIC/vNHBAテンプレートの動作です。冗長性
を使用しない場合、このオプションを選択します。

[Redundancy Type]

このテンプレートから作成された vNICに可能なターゲット
のリスト。選択したターゲットによって、CiscoUCSManager
が、vNICテンプレートの適切な設定を使用して、自動的に
VM-FEXポートプロファイルを作成するかどうかが決まりま
す。次のいずれかになります。

• [Adapter]：vNICはすべてのアダプタに適用されます。こ
のオプションを選択した場合、VM-FEXポートプロファ
イルが作成されません。

• [VM]：vNICはすべての仮想マシンに適用されます。こ
のオプションを選択した場合、VM-FEXポートプロファ
イルが作成されます。

[Target]リストボックス

• [Initial Template]：テンプレートが変更された場合、この
テンプレートから作成された vNICはアップデートされ
ません。

• [UpdatingTemplate]：テンプレートが変更された場合、こ
のテンプレートから作成された vNICはアップデートさ
れます。

[Template Type]フィールド

b) [VLANs]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てるVLANをテーブルを使
用して選択します。テーブルには、次のカラムがあります。
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説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオ
ンにします。

VLANと PVLANを同じ vNICに割り当てることは
できません。

（注）

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、
このカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

c) [VLAN Goups]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てる VLANをテーブ
ルを使用して選択します。テーブルには、次のカラムがあります。

説明名前

使用するVLANグループごとに、このカラムのチェックボッ
クスをオンにします。

[Select]カラム

VLANグループの名前[Name]カラム

d) [Policies]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

次のいずれかのオプションになります。

• [vNIC Name]

：CDN名として vNICインスタンスの vNICテンプレー
ト名を使用します。これがデフォルトのオプションで

す。

• User Defined

：vNICテンプレートのユーザ定義CDN名を入力するた
めの [CDN Name]フィールドが表示されます。

[CDN Source]フィールド
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説明名前

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる最大伝送単位、つまりパケットサイズ。

1500～ 9000の整数を入力します。

vNICテンプレートに QoSポリシーが関連付けられ
ている場合、ここで指定されたMTUは、関連付け
られているQoSシステムクラスで指定されたMTU
以下であることが必要です。このMTU値がQoSシ
ステムクラスのMTU値を超えている場合、データ
転送中にパケットがドロップされる可能性がありま

す。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるMACアドレスプール。

[MACPool]ドロップダウンリ
スト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるサービスポリシーの品質。

[QoS Policy]ドロップダウン
リスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるネットワーク制御ポリシー。

[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる LANピングループ。

[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

vNICテンプレートはサービスプロファイルにインクルードします。
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vNIC テンプレートペアの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。[LAN]タブで、[LAN] > [Policies]の順に展開
します。

ステップ 2 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。システムにマルチテナント機能が備えられてい

ない場合は、[root]ノードを展開します。
ステップ 3 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。[Create vNIC

Template]ダイアログボックスで、[Name]と [Description]を入力し、テンプレートの [Fabric ID]を
選択します。

ステップ 4 [Redundancy Type]で、[Primary]、[Secondary]、または [No Redundancy]を選択します。以下の冗長
タイプの説明を参照してください。

ステップ 5 [Peer Redundancy Template]を選択し、対応する [Primary]または [Secondary]の冗長性テンプレー
トの名前を入力し、[Primary]または [Secondary]の冗長性テンプレートからテンプレートペアリ
ングを実行します。

• [Primary]：セカンダリテンプレートと共有可能な構成を作成します。プライマリテンプレー
トでのその他の共有される変更は、セカンダリテンプレートに自動的に同期されます。

◦ VLANS

◦ [Template Type]

◦ MTU

◦ [Network Control Policies]

◦ [Connection Policies]

◦ QoSポリシー

◦ [Stats Threshold Policy]

（注）

次に、共有されない構成を示します。

◦ファブリック ID

ファブリック IDは相互に排他的である必要があります。プライマリテンプ
レートをファブリックAに割り当てると、プライマリテンプレートとの同期
の一環として、ファブリック Bがセカンダリテンプレートに自動的に割り当
てられます。

（注）

◦ [CDN Source]

◦ [MAC Pool]

◦説明
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◦ [Pin Group Policy]

• [Secondary]：

すべての共有される構成は、プライマリテンプレートから継承されます。

• [No Redundancy]：

レガシー vNICテンプレートの動作です。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

vNIC冗長性テンプレートペアを作成すると、この冗長性テンプレートペアを使用して、同じ組
織または下部組織内のサービスプロファイルに冗長性 vNICペアを作成できます。

vNIC テンプレートペアの取り消し
[Primary]または [Secondary]テンプレートにピアテンプレートが設定されないように、[Peer
Redundancy Template]を変更して vNICテンプレートペアを取り消すことができます。vNICテン
プレートペアを取り消すと、対応する vNICペアも取り消されます。

手順

[Peer Redundancy Template]ドロップダウンリストから [not set]を選択し、テンプレートペアリン
グの実行に使用される [Primary]または [Secondary]冗長性テンプレート間のペアリングを取り消
します。また、[Redundancy Type]で [None]を選択し、ペアリングを取り消すこともできます。

ペアの1つのテンプレートを削除すると、そのペアのもう一方のテンプレートも削除す
るように要求されます。このペアのもう一方のテンプレートを削除しないと、そのテン

プレートはピア参照をリセットし、冗長性タイプを保持します。

（注）

vNIC テンプレートへの vNIC のバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vNICを vNICテンプレートにバインドすることができま
す。vNICを vNICテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、vNICテンプレー
トで定義された値を使って vNICが設定されます。既存の vNIC設定が vNICテンプレートと一致
しない場合、CiscoUCSManagerによりvNICが再設定されます。バインドされたvNICの設定は、
関連付けられた vNICテンプレートを使用してのみ変更できます。vNICをインクルードしている
サービスプロファイルがすでにサービスプロファイルテンプレートにバインドされている場合、

vNICを vNICテンプレートにバインドできません。
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再設定されているvNICをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 vNICとバインドする service profileが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。
ステップ 5 テンプレートにバインドする vNICをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。
ステップ 8 [Bind to a vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [vNIC Template]ドロップダウンリストから、vNICをバインドするテンプレートを選択しま
す。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスで [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vNICの再
設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があることを確認
します。

vNIC テンプレートからの vNIC のバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
ステップ 3 バインドを解除する vNICを備えた service profileが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。
ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vNICをクリックします。
ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。
ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

vNIC テンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [vNIC Templates]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

イーサネットアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトがあるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCS Managerでサポートされている最大 LUN数はこれよりも
大きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。Cisco UCS Managerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。Cisco UCS Managerでは、あらゆるサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

• LUN Queue Depth：LUNキューデプス設定はWindowsシステムの FCアダプタポリシー
で使用できます。キューデプスとは、HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコ
マンドの数です。Windows Storportドライバは、これに対するデフォルト値として、物理
ミニポートに 20、仮想ミニポートに 250を設定します。この設定により、アダプタのす
べての LUNの初期キューデプスを調整します。この値の有効範囲は 1～ 254です。デ
フォルトの LUNキューデプスは 20です。この機能は、Cisco UCS Managerバージョン
3.1(2)以降でのみ使用できます。

• IO TimeOut Retry：指定されたタイムアウト時間内にターゲットデバイスが I/O要求に応
答しない場合、FCアダプタは、タイマーの期限が切れると、保留中のコマンドを破棄し
て同じ IOを再送信します。この値に対する FCアダプタの有効範囲は 1～ 59秒です。デ
フォルトの IOリトライタイムアウトは 5秒です。この機能は、Cisco UCS Managerバー
ジョン 3.1(2)以降でのみ使用できます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプタ
ポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレー

ティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポ

リシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求しま

す。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。
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該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

Accelerated Receive Flow Steering
Accelerated Receive Flow Steering（ARFS）は、ハードウェアによる受信フローステアリングで、
CPUデータキャッシュヒット率を向上させることができます。これは、カーネルレベルのパケッ
ト処理を、そのパケットを消費するアプリケーションスレッドが動作しているCPUに誘導するこ
とによって行います。

ARFSを使用すると、CPU効率の向上とトラフィック遅延の短縮が可能になります。CPUの各受
信キューには、割り込みが関連付けられています。割り込みサービスルーチン（ISR）は、CPU
で実行するよう設定できます。ISRにより、パケットは受信キューから現在のいずれかの CPUの
バックログに移動されます。パケットは、ここで後から処理されます。アプリケーションがこの

CPUで実行されていない場合、CPUはローカル以外のメモリにパケットをコピーする必要があ
り、これにより遅延が増加します。ARFSでは、このパケットの流れをアプリケーションが実行
されている CPUの受信キューに移動することによって、この遅延を短縮できます。

ARFSはデフォルトでは無効であり、Cisco UCS Managerを使用して有効にできます。ARFSを設
定するには、次の手順を実行します。

1 ARFSを有効にしたアダプタポリシーを作成します。

2 アダプタポリシーをサービスプロファイルと関連付けます。

3 ホスト上で ARFSを有効にします。

1 Interrupt Request Queue（IRQ）のバランスをオフにします。

2 IRQを別の CPUと関連付けます。

3 ethtoolを使用して ntupleを有効にします。
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Accelerated Receive Flow Steering のガイドラインと制約事項

• ARFSでは vNICごとに 64フィルタをサポート

• ARFSは次のアダプタでサポートされています。

• Cisco UCS VIC 1280、1240、1340、および 1380

• Cisco UCS VIC 1225、1225T、1285、1223、1227T、1385、1387

• ARFSは次のオペレーティングシステムでサポートされています。

• Red Hat Enterprise Linux 6.5および 6.6

• Red Hat Enterprise Linux 7.0以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2および SP3

• SUSE Linux Enterprise Server 12以上のバージョン

• Ubuntu 14.04.2

割り込み調停

アダプタは、通常、ホストCPUが処理する必要のある割り込みを大量に生成します。割り込み調
停は、ホストCPUで処理される割り込みの数を削減します。これは、設定可能な調停間隔に同じ
イベントが複数発生した場合にホストの中断を 1回だけにすることで実現されます。

受信動作の割り込み調停を有効にした場合、アダプタは引き続きパケットを受信しますが、ホス

トCPUは各パケットの割り込みをすぐには受信しません。調停タイマーは、アダプタが最初のパ
ケットを受信すると開始します。設定された調停間隔がタイムアウトすると、アダプタはその間

隔の中で受信した複数のパケットで 1つの割り込みを生成します。ホストの NICドライバは、受
信した複数のパケットを処理します。生成される割り込み数が削減されるため、コンテキストス

イッチのホストCPUが消費する時間が短縮されます。つまり、CPUでパケットを処理する時間が
増加することになり、結果としてスループットと遅延が改善されます。

適応型割り込み調停

調停間隔が原因で、受信パケットの処理によって遅延が増加します。パケットレートの低い小さ

なパケットの場合は、この遅延が増加します。遅延のこの増加を避けるため、ドライバは通過す

るトラフィックのパターンに適応し、サーバからの応答が向上するよう割り込み調停間隔を調整

することができます。

適応型割り込み調停（AIC）は、電子メールサーバ、データベースサーバ、LDAPサーバなど、
コネクション型の低リンク使用率のシナリオで最も効果的です。ラインレートトラフィックには

適しません。
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適応型割り込み調停のガイドラインと制約事項

•リンク使用率が80%を超えている場合、適応型割り込み調停（AIC）による遅延の低減効果
はありません。

• AICを有効化すると静的調停は無効になります。

• AICがサポートされるのは、次のオペレーティングシステムだけです。

• Red Hat Enterprise Linux 6.4以上のバージョン

• Red Hat Enterprise Linux 7.0以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2および SP3

• SUSE Linux Enterprise Server 12

• XenServer 6.5

• Ubuntu 14.04.2

SMB ダイレクト用 RDMA Over Converged Ethernet の概要
RDMAOver Converged Ethernet（RoCE）は、イーサネットネットワーク越しのダイレクトメモリ
アクセスを実現します。RoCEはリンク層プロトコルであるため、同じイーサネットブロードキャ
ストドメインにある任意の 2ホスト間の通信を可能にします。RoCEは、低遅延、低 CPU使用
率、およびネットワーク帯域幅使用率の高さによって、従来のネットワークソケット実装と比較

して優れたパフォーマンスを提供します。Windows 2012 R2以降のバージョンでは、SMBファイ
ル共有とライブマイグレーションのパフォーマンスを高速化して向上させるために RDMAが使
用されます。

Cisco UCS Managerは、Microsoft SMBダイレクトの RoCEをサポートしています。イーサネット
アダプタポリシーを作成または変更しながら追加の設定情報がアダプタに送信されます。

RoCE を搭載した SMB ダイレクトのガイドラインと制約事項
• RoCEを搭載したMicrosoft SMBダイレクトは、Microsoft Windows 2012 R2以降のバージョン
でサポートされています。

• RoCEを搭載したMicrosoft SMBダイレクトは、Cisco UCS VIC 1340、1380、1385、および
1387アダプタでサポートされています。

• CiscoUCSManagerでは、RoCE対応 vNICをアダプタごとに 4つまでしかサポートしません。

• Cisco UCS Managerでは、NVGRE、VXLAN、NetFlow、VMQ、usNICでの RoCEをサポート
しません。

• RoCEプロパティをイネーブルにした後、vNICQoSポリシーで使用されるノードロップQoS
システムクラスをイネーブルにします。

• RoCEプロパティ設定のためのキューペアの最小数は 4個です。
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•アダプタごとのキューペアの最大数は 8192個です。

•アダプタごとのメモリ領域の最大数は 524288個です。

• Cisco UCS Managerをダウングレードする前に RoCEをディセーブルにしないと、ダウング
レードは失敗します。

• Cisco UCSManagerは、RoCE対応の vNICに対してファブリックフェールオーバーをサポー
トしません。

イーサネットアダプタポリシーの作成

この領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の展開アイコンをクリックしま

す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。
ステップ 5 ポリシーの [Name]とオプションの [Description]を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
ません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Transmit Queues]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Ring Size]フィールド

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Receive Queues]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Ring Size]フィールド
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説明名前

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[CompletionQueues]フィールド

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は、完了キュー

リソースの数と同じにします。

1～ 514の整数を入力します。

[Interrupts]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが計算
されます。

• [Enabled]：チェックサムを計算できるように、CPUからす
べてのパケットがハードウェアに送信されます。このオプ

ションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性
があります。

このオプションは、インターフェイスから送信される

パケットにのみ影響します。

（注）

[Transmit Checksum Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが検証
されます。

• [Enabled]：CPUからすべてのパケットチェックサムが検
証のためにハードウェアへ送信されます。このオプション

により、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性があり
ます。

このオプションは、インターフェイスが受信するパ

ケットにのみ影響します。

（注）

[Receive Checksum Offload]
フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：大きい TCPパケットは CPUで分割されます。

• [Enabled]：大きい TCPパケットは、CPUからハードウェ
アに送信されて分割されます。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上
する可能性があります。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれ、インターフェイスから送信されるパケットにの

み影響します。

（注）

[TCP Segmentation Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべての大きいパケットが処理されま
す。

• [Enabled]：すべての分割パケットは、CPUに送信される前
にハードウェアによって再構築されます。このオプション

により、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスルー
プットが増加する可能性があります。

このオプションは、インターフェイスが受信するパ

ケットにのみ影響します。

（注）

[TCP Large Receive Offload]
フィールド

RSSにより、マルチプロセッサシステムにおいてネットワーク
の受信処理が複数のCPUに分散されます。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：ネットワーク受信処理は、別のプロセッサが使
用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されま
す。

• [Enabled]：ネットワーク受信処理は、可能な場合は常にプ
ロセッサ間で分担されます。

[Receive Side Scaling]フィール
ド

フローのパケット処理はローカルCPUで実行する必要がありま
す。これは Linuxオペレーティングシステムでのみサポートさ
れます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUは指定されません。

• [Enabled]：パケット処理はローカルCPUで実行されます。

[Accelerated Receive Flow
Steering]フィールド
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説明名前

TSOおよびチェックサムのNVGREオーバーレイハードウェア
オフロードが有効かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：NVGREオーバーレイハードウェアオフロー
ドは有効化されていません。

• [Enabled]：NVGREオーバーレイハードウェアオフロード
は有効化されています。

[Network Virtualization using
Generic Routing Encapsulation]
フィールド

TSOおよびチェックサムのVXLANオーバーレイハードウェア
オフロードが有効かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：VXLANオーバーレイハードウェアオフロー
ドは有効化されていません。

• [Enabled]：VXLANオーバーレイハードウェアオフロード
は有効化されています。

[Virtual Extensible LAN]フィー
ルド

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使用可

能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこの設定

で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

[Failback Timeout]フィールド

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[Interrupt Mode]フィールド

次のいずれかになります。

• [Min]：システムは、別の割り込みイベントを送信する前
に、[InterruptTimer]フィールドで指定された時間だけ待機
します。

• [Idle]：少なくとも [Interrupt Timer]フィールドで指定され
た時間の長さだけアクティビティがない状態が続くまで、

システムは割り込みを送信しません。

[Interrupt Coalescing Type]
フィールド

   Cisco UCS Manager リリース 3.2 ネットワーク管理ガイド
150

ネットワーク関連ポリシー

イーサネットアダプタポリシーの作成



説明名前

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～65535の値を入力します。割り込み調停をオフにするには、
このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[Interrupt Timer]フィールド

イーサネットネットワーク上のリモートダイレクトメモリア

クセスが有効化されているかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：イーサネットアダプタで RoCEは無効です。

• [Enabled]：イーサネットアダプタで RoCEは有効です。

[RoCE]フィールド

RoCEプロパティをリストします。この領域は RoCEを有効に
した場合にのみ使用できます。

[RoCE Properties]領域

アダプタごとのキューペアの数。

1～ 8192の整数を入力します。この数値は 2のべき乗の整数に
することをお勧めします。

キューペア

アダプタあたりのメモリ領域の数。

1～ 524288の整数を入力します。この数値は 2のべき乗の整数
にすることをお勧めします。

メモリ領域

アダプタごとのリソースグループの数。

1～ 128の整数を入力します。

最適なパフォーマンスを得るには、この数値は、システムの

CPUコアの数以上である、2のべき乗の整数にすることをお勧
めします。

リソースグループ

ステップ 8 [OK]をクリックします。
ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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Linux オペレーティングシステムで MRQS 用の eNIC サポートをイネー
ブル化するためのイーサネットアダプタポリシーの設定

CiscoUCSManagerには、RedHat Enterprise Linuxバージョン 6.xおよび SUSELinux Enterprise Server
バージョン 11.xでのMultiple Receive Queue Support（MRQS）機能向けの eNICサポートが含まれ
ます。

手順

ステップ 1 イーサネットアダプタポリシーを作成します。

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次のパラメータを使用します。

•送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• Receive Side Scaling（RSS）= Enabled

•割り込みモード = Msi-X

ステップ 2 eNICドライババージョン 2.1.1.35以降をインストールします。
詳細については、『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers Installation Guide』を参照してくださ
い。

ステップ 3 サーバをリブートします。

NVGRE によるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerでは、Windows Server 2012 R2オペレーティングシステムが実行されている
サーバに設置された Cisco UCS VIC 1340および Cisco UCS VIC 1380アダプタでのみ NVGREによ
るステートレスオフロードをサポートしています。NVGREによるステートレスオフロードは
NetFlow、usNICまたは VM-FEXでは使用できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。
a) [Resources]領域で、次のオプションを設定します。

•送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

b) [Options]領域で、次のオプションを設定します。

• Generic Routing Encapsulation（GRE）を使用したネットワーク仮想化 =有効

•割り込みモード = Msi-X

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細については、イーサネットアダプタポリシーの作

成, （147ページ）を参照してください。

ステップ 5 [OK]をクリックしてイーサネットアダプタポリシーを作成します。
ステップ 6 eNICドライババージョン 3.0.0.8以降をインストールします。

詳細については、『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers Installation Guide』を参照してくださ
い。

ステップ 7 サーバをリブートします。

VXLAN によるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCSManagerは、VXLAN TSOとチェックサムオフロードを、ESXi 5.5以降のリリースで実
行されているCiscoUCSVIC1340、1380、1385、1387アダプタでのみサポートします。VXLANに
よるステートレスオフロードは NetFlow、usNIC、VM-FEX、Netqueue、VMQでは使用できませ
ん。

受信側スケーリング（RSS）による VXLANは、Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)以降でサポー
トされます。RSSは、VICアダプタ 1340、1380、1385、1387、および Cisco UCSS3260 system for
ESXi 5.5以降の SIOCで、VXLANステートレスオフロードによりサポートされます。
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UCS VIC 13xxアダプタの IPv6を介したゲスト OS TCPトラフィックでは、VXLANステート
レスハードウェアオフロードはサポートされていません。IPv6を介して VXLANカプセル化
TCPトラフィックを実行するには、VXLANステートレスオフロード機能を無効にします。

（注）

• UCS Managerで VXLANステートレスオフロード機能を無効にするには、イーサネット
アダプタポリシーの [Virtual Extensible LAN]フィールドを無効にします。

• Cisco Cシリーズ UCSサーバまたは Cisco Sシリーズ UCSサーバの CIMCで VXLANス
テートレスオフロード機能を無効にするには、イーサネットインターフェイスペインの

vNICプロパティエリアの [Enable VXLAN]フィールドのチェックを外します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。
a) [Resources]領域で、次のオプションを設定します。

•送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

b) [Options]領域で、次のオプションを設定します。

• [Virtual Extensible LAN] =有効

•割り込みモード = Msi-X

•受信側スケーリング =イネーブル

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細については、イーサネットアダプタポリシーの作

成, （147ページ）を参照してください。
ステップ 5 [OK]をクリックしてイーサネットアダプタポリシーを作成します。
ステップ 6 eNICドライババージョン 2.1.2.59以降をインストールします。

詳細については、『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers Installation Guide』を参照してくださ
い。

ステップ 7 サーバをリブートします。
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イーサネットアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Adapter Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するイーサネットアダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

デフォルトの vNIC 動作ポリシー
デフォルトの vNIC動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vNICの作成方法を設定
できます。vNICSを手動で作成することもできますし、自動的に作成することもできます。

デフォルトの vNIC動作ポリシーを設定して、vNICの作成方法を定義することができます。次の
いずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルにCiscoUCSManagerはデフォルトの vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vNICを必要とし、何も明示的に定義されていない場
合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストールさ
れたアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。

vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合、[HW Inherit]がデフォルトで使用されま
す。

（注）
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デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ルート組織内のデフォルトの vNIC動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォルト
の vNIC動作のポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vNIC Behavior]をクリックします。
ステップ 5 [General]タブの、[Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のオプションボタンの内の 1

つをクリックします。

• [None]：サービスプロファイルにCiscoUCSManagerはデフォルトの vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vNICを必要とし、何も明示的に定義されていない場
合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストールさ
れたアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN 接続ポリシーについて
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別
します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 IDを接続ポリシーで使用す
ることはお勧めしません。

（注）
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LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワークまたはストレージ権限のないユーザがネットワークおよびス

トレージ接続をしているサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートを作

成および変更することが可能になります。ただし、ユーザは接続ポリシーを作成するための適切

なネットワークおよびストレージの権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークおよびストレージ構成と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1つを有している必要があります。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイル
またはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute権限
しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できます。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間の
相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み合わ
せて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、既存
の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービスプロファ
イル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。
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LAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [LAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create LAN Connectivity Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create LAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、名前と説明（任意）を入力します。

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• LAN接続ポリシーに vNICを追加するには、ステップ 7に進みます。

• LAN接続ポリシーに iSCSI vNICを追加し、サーバで iSCSIブートを使用するには、ステッ
プ 8に進みます。

ステップ 7 vNICを追加するには、プラス記号の横にある [Add]をクリックし、[Create vNIC]ダイアログボッ
クスで、次のフィールドに入力します。

a) [Create vNIC]ダイアログボックスで名前を入力し、[MAC Address Assignment]を選択して、既
存の vNICテンプレートを使用するために [Use vNIC Template]チェックボックスをオンにしま
す。

この領域ではMACプールを作成することもできます。

b) [Fabric ID]を選択し、使用する [VLANs]を選択し、[MTU]を入力してから [Pin Group]を選択
します。

この領域から VLANおよび LANピングループを作成することもできます。

Cisco Nexus 1000Vシリーズスイッチを使用する場合は、トラフィックの中断を防ぐ
ためにネイティブVLAN 1設定を使用することをお勧めします。これは、vNICでネ
イティブ VLAN 1設定を変更するとポートがオン/オフされるためです。仮想プライ
ベートクラウド（VPC）のセカンダリポートのネイティブVLAN設定を変更してか
らのみ、VPCのプライマリポートを変更することができます。

（注）

c) [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
d) [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control

Policy]を選択します。
この領域では、イーサネットアダプタポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリシー
も作成できます。

e) [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオボタンを選択して、
対応するポリシーを選択します。

この領域では、ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQの接続ポリシーも作成できます。
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f) [OK]をクリックします。

ステップ 8 サーバで iSCSIブートを使用する場合は、下矢印をクリックして [Add iSCSI vNICs]バーを展開し
以下を行います。

a) テーブルアイコンバーで [Add]をクリックします。
b) [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、[Name]を入力し、[Overlay vNIC]、[iSCSI Adapter

Policy]、および [VLAN]を選択します。
この領域では iSCSIアダプタポリシーを作成することもできます。

Cisco UCSM81KRVirtual Interface CardおよびCisco UCSVIC-1240 Virtual Interface Card
の場合、指定する VLANはオーバーレイ vNICのネイティブ VLANと同じである必
要があります。

Cisco UCSM51KR-B Broadcom BCM57711の場合、指定したVLANは、オーバーレイ
vNICに割り当てられたどの VLANでも設定できます。

（注）

c) [iSCSI MAC Address]領域の [MAC Address Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれ
かを選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択し
ます。このサービスプロファイルに関連付けられるサーバが Cisco UCS M81KR Virtual
Interface Cardまたは Cisco UCS VIC-1240 Virtual Interface Cardを含む場合、このオプショ
ンを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバにCiscoUCSNICM51KR-Bが
含まれる場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[0:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを
[MACAddress]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認する
には、対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プー
ル名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可

能なMACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数
です。

この Cisco UCS domainが Cisco UCS Centralに登録されている場合、プールカテゴリが 2
つ存在することがあります。ドメインプールはCiscoUCSdomainでローカルに定義され、
グローバルプールは、Cisco UCS Centralで定義されます。

d) （任意）すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。
詳細については、『UCS Manager Storage Management Guide』の「Pools」の章の「Creating a
MAC Pool」を参照してください。

e) [OK]をクリックします。

ステップ 9 ポリシーに必要なすべての vNICまたは iSCSI vNICを作成したら、[OK]をクリックします。
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次の作業

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルードし

ます。

LAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれる LAN接続ポリシーを削除する場合、すべての vNICと iSCSI
vNICもそのサービスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられてい
るサーバの LANデータトラフィックを中断します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN 接続ポリシー用の vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 vNICを追加するポリシーを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNIC]テーブルのアイコンバーで、[Add]をクリックします。
ステップ 7 既存の vNICテンプレートを使用するには、[Create vNIC]ダイアログボックスで名前を入力し、

[MAC Address Assignment]を選択して [Use vNIC Template]チェックボックスをオンにします。
この領域ではMACプールを作成することもできます。

ステップ 8 [Fabric ID]を選択し、使用する [VLANs]を選択し、[MTU]を入力してから [Pin Group]を選択しま
す。

この領域から VLANおよび LANピングループを作成することもできます。
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ステップ 9 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
ステップ 10 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control Policy]

を選択します。

この領域では、イーサネットアダプタポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリシーも作
成できます。

ステップ 11 [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオボタンを選択して、対
応するポリシーを選択します。

この領域では、ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQの接続ポリシーも作成できます。

ステップ 12 [OK]をクリックします。
ステップ 13 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 vNICを削除するポリシーを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する vNICをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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LAN 接続ポリシー用の iSCSI vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 iSCSI vNICを追加するポリシーを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs]テーブルのアイコンバーの、[Add]をクリックします。
ステップ 7 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

[Name]フィールド

この iSCSIvNICと関連付けられたLANvNIC（存在する場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICと関連付けられた iSCSIアダプタポリシー（存
在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作成
するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの
VLANは、defaultです。

Cisco UCS M81KR Virtual Interface Cardおよび Cisco
UCS VIC-1240 Virtual Interface Cardの場合、指定する
VLANはオーバーレイ vNICのネイティブVLANと同
じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711の場合、指
定したVLANは、オーバーレイ vNICに割り当てられ
たどの VLANでも設定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト
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ステップ 8 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを
選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択しま
す。このサービスプロファイルに関連付けられるサーバがCisco UCSM81KRVirtual Interface
Cardまたは Cisco UCS VIC-1240 Virtual Interface Cardを含む場合、このオプションを選択しま
す。

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバに Cisco UCS NIC M51KR-Bが含
まれる場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[0:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを [MAC
Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、対
応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール
名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

この Cisco UCS domainが Cisco UCS Centralに登録されている場合、プールカテゴリが 2つ
存在することがあります。ドメインプールは Cisco UCS domainでローカルに定義され、グ
ローバルプールは、Cisco UCS Centralで定義されます。

ステップ 9 （任意） すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。
詳細については、『UCS Manager Storage Management Guide』の「Pools」の章の「Creating a MAC
Pool」を参照してください。

ステップ 10 [OK]をクリックします。
ステップ 11 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 vNICを削除するポリシーを選択します。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する vNICをクリックします。
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b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの設定

ネットワーク制御ポリシー

このポリシーはCiscoUCSdomainのネットワーク制御を設定するもので、次の設定も含まれます。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

•エンドホストモードで使用できるアップリンクポートが存在しない場合の、仮想インター
フェイス（VIF）の動作方法

•関連付けられているボーダーポートの障害時に、リモートイーサネットインターフェイス、
vEthernetインターフェイス、または vFibreチャネルインターフェイスで Cisco UCS Manager
が実行するアクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に複数の異なるMACアドレスをサーバ
が使用できるかどうか

• MAC登録を VNICごとに実行するか、またはすべての VLANに対して実行するか

Action on Uplink Fail

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の Action on Uplink Failプロパティは、リンクダウ
ンの値を使用して設定されます。CiscoUCSM81KR仮想インターフェイスカードなどのアダプタ
の場合、このデフォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障害が発生した場合に、

Cisco UCS Managerに対して vEthernetまたは vFibreチャネルインターフェイスをダウンさせるよ
うに指示します。Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなどの、イーサネットと
FCoEトラフィックの両方をサポートする VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタを使用
する Cisco UCSシステムの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障
害が発生した場合に、Cisco UCS Managerに対してリモートイーサネットインターフェイスをダ
ウンさせるように指示します。このシナリオでは、リモートイーサネットインターフェイスにバ

インドされている vFibreチャネルインターフェイスもダウンします。
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この項に記載されているタイプの VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタが実装に含
まれており、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが予
想される場合は、警告の値を使用して [Action on Uplink Fail]プロパティを設定することをお勧
めします。ただし、この設定にすると、ボーダポートがダウンした場合に、イーサネットチー

ミングドライバでリンク障害を検出できなくなる場合があります。

（注）

MAC 登録モード

MACアドレスは、ネイティブ VLANでのみデフォルトでインストールされます。これにより、
ほとんどの実装で VLANポート数が最大になります。

トランキングドライバがホスト上で実行され、インターフェイスが無差別モードになってい

る場合、MAC登録モードをすべての VLANに設定することをお勧めします。
（注）

NIC チーミングとポートセキュリティ

NICチーミングはネットワークアダプタをグループ化して冗長性を実現する機能であり、ホスト
側で有効化されます。このチーミング（ボンディング）により、フェールオーバーやリンク全体

にわたるロードバランシングなど、さまざまな機能の実行が容易になります。NICチーミングが
有効なときにフェールオーバーや再設定などのイベントが発生すると、MACアドレスの競合や移
動が発生することがあります。

ポートセキュリティはファブリックインターコネクト側で有効化される機能であり、MACアド
レスの移動と削除を防ぎます。したがって、ポートセキュリティとNICチーミングを一緒に有効
にしないようにしてください。

ファブリックインターコネクト vEthernet インターフェイスの Link Layer Discovery
Protocol の設定

CiscoUCSManagerでは、vEthernetインターフェイスでLLDPを有効化したり無効化したりできま
す。これらの LANアップリンクネイバーに関する情報も取得できます。この情報は、UCSシス
テムに接続されたLANのトポロジを学習するときと、ファブリックインターコネクト（FI）から
ネットワークの接続性の問題を診断するときに便利です。UCSシステムのファブリックインター
コネクトは、LAN接続の場合は LANアップリンクスイッチに接続され、ストレージ接続の場合
は SANアップリンクスイッチに接続されます。Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）で
Cisco UCSを使用する場合、ファブリックインターコネクトの LANアップリンクは ACIのリー
フノードに接続されます。vEthernetインターフェイスでLLDPを有効にすると、ApplicationPolicy
Infrastructure Controller（APIC）が vCenterを使用してファブリックインターコネクトに接続され
たサーバを識別するために役立ちます。

ネットワーク内のデバイスのディスカバリを許可するために、IEEE 802.1ab標準規格で定義され
ているベンダーニュートラルなデバイスディスカバリプロトコルである Link Layer Discovery
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Protocol（LLDP）がサポートされています。LLDPは、ネットワークデバイスがネットワーク上
の他のデバイスに自分の情報をアドバタイズできるようにする単一方向のプロトコルです。LLDP
は、デバイスおよびそのインターフェイスの機能と現在のステータスに関する情報を送信します。

LLDPデバイスはこのプロトコルを使用して、他の LLDPデバイスからだけ情報を要求します。

vEthernetインターフェイスに対する LLDPは、サービスプロファイルの vNICに適用されるネッ
トワーク制御ポリシー（NCP）に基づいて有効化または無効化できます。

ネットワーク制御ポリシーの作成

Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）用のMACアドレスベースのポートセキュ
リティはサポートされません。MACアドレスベースのポートセキュリティがイネーブルになっ
ている場合、ファブリックインターコネクトにより、最初にそれが学習したMACアドレスが含
まれるパケットにトラフィックが制限されます。これは、FCoE InitializationProtocolパケットで使
用される送信元MACアドレスか、イーサネットパケットのMACアドレスのうち、アダプタに
よって最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットとEthernetパケットの
いずれかがドロップされることがあります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Network Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Network Control Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Network Control Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [LLDP]領域で、次の内容を実行します。
a) インターフェイス上での LLDPパケットの伝送を有効にするには、[Transmit]フィールドで

[Enabled]をクリックします。
b) インターフェイス上での LLDPパケットの受信を有効にするには、[Receive]フィールドで

[Enabled]をクリックします。

ステップ 7 [MAC Security]領域で次の手順を実行して、ファブリックインターコネクトへのパケット送信時
に、サーバが異なるMACアドレスを使用できるかどうかを決定します。
a) [Expand]アイコンをクリックして領域を展開し、オプションボタンを表示します。
b) 次のオプションボタンのいずれかをクリックして、サーバからファブリックインターコネク
トへのパケット送信時に偽のMACアドレスが使用できるか、拒否されるかを決定します。

• [Allow]：パケットに関連付けられているMACアドレスに関係なく、すべてのサーバパ
ケットがファブリックインターコネクトで受け入れられます。

• [Deny]：最初のパケットがファブリックインターコネクトに送信された後、それ以降の
すべてのパケットでそれと同じMACアドレスを使用する必要があります。そうでないパ
ケットは、ファブリックインターコネクトからメッセージなしで拒否されます。実質的
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に、このオプションによって、関連するvNICのポートセキュリティがイネーブルになり
ます。

関連付けられたサーバに VMware ESXをインストールする予定の場合は、デフォルトの vNIC
に適用されるネットワーク制御ポリシーの [MAC Security]を [allow]に設定する必要がありま
す。[MAC Security]を [allow]に設定しない場合、ESXのインストールは失敗します。インス
トールプロセスでは複数のMACアドレスが必要ですが、MACセキュリティでは 1つのMAC
アドレスだけが許可されるためです。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Network Control Policies]ノードを展開します。
ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

マルチキャストポリシーの設定

マルチキャストポリシー

このポリシーは、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）のスヌーピングおよび IGMP
クエリアの設定に使用されます。IGMPスヌーピングは、特定のマルチキャスト伝送に含まれる
べき VLANのホストを動的に決定します。1つ以上の VLANに関連付けることができるマルチ
キャストポリシーを作成、変更、削除できます。マルチキャストポリシーが変更されると、その

マルチキャストポリシーに関連付けられたすべてのVLANが再処理され変更が適用されます。デ
フォルトでは、IGMPスヌーピングが有効になり、IGMPクエリアが無効になります。プライベー
トVLANの場合、プライマリVLANにはマルチキャストポリシーを設定できますが、CiscoNX-OS
転送の実装により、プライマリ VLANに関連付けられている独立 VLANには設定できません。

マルチキャストポリシーには、次の制限事項およびガイドラインが適用されます。

• 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、ユーザ定義のマルチキャストポリシー
をデフォルトのマルチキャストポリシーとともに割り当てることができます。
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•グローバル VLANで許可されるのは、デフォルトのマルチキャストポリシーだけです。

• Cisco UCS domainに 6300シリーズと 6200シリーズのファブリックインターコネクトが含ま
れている場合は、どのマルチキャストポリシーでも割り当てることができます。

•ファブリックインターコネクトおよび関連付けられた LANイッチで同じ IGMPスヌーピン
グ状態を使用することを強くお勧めします。たとえば、ファブリックインターコネクトで

IGMPスヌーピングが無効にされている場合は、関連付けられているすべてのLANスイッチ
でも無効にする必要があります。

マルチキャストポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Create Multicast Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Multicast Policy]ダイアログボックスで、名前と IGMPスヌーピング情報を指定します。

マルチキャストポリシーに IGMPスヌーピングクエリア IPアドレスを設定する場合
は、次のガイドラインに従ってください。

（注）

1 イーサネットスイッチモード構成では、ドメインの各 FIにクエリア IPアドレスを
設定する必要があります。

2 イーサネットエンドホストモードでは、FIAにのみクエリア IPアドレスを設定し、
必要に応じて FI Bに設定することもできます。FI Bに明示的に IPアドレスが設定さ
れていない場合は、FIAに設定されているアドレスと同じアドレスが使用されます。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

マルチキャストポリシーの変更

この手順では、既存のマルチキャストポリシーの IGMPスヌーピング状態および IGMPスヌーピ
ングクエリア状態を変更する方法について説明します。

作成後にマルチキャストポリシーの名前を変更することはできません。（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ステップ 4 変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、必要に応じてフィールドを編集します。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Delete Multicast Policy]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LDAP ポリシーの設定

LACP ポリシー
リンク集約は、複数のネットワーク接続を並列に組み合わせて、スループットを向上させ、冗長

性を実現します。LinkAggregationControl Protocol（LACP）は、それらのリンク集約グループにさ
らに利点をもたらします。Cisco UCS Managerでは、LACPポリシーを使用して LACPのプロパ
ティを設定することができます。

LACPポリシーには以下を設定できます。
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•個別一時停止：LACPでアップストリームスイッチのポートを設定しない場合、ファブリッ
クインターコネクトは、すべてのポートをアップリンクイーサネットポートとして扱い、

パケットを転送します。ループを回避するために、LACPポートを一時停止状態にすること
ができます。LACPを使用してポートチャネルに個別一時停止を設定すると、そのポートチャ
ネルの一部であるポートがピアポートから PDUを受信しない場合、そのポートは一時停止
状態になります。

•タイマー値：rate-fastまたは rate-normalを設定できます。rate-fast設定では、ポートはピア
ポートから 1秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 3秒です。rate-normal設定
では、ポートは 30秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 90秒です。

システムの起動時に、デフォルトのLACPポリシーが作成されます。このポリシーを変更したり、
新規のポリシーを作成できます。また、複数のポートチャネルに 1つの LACPポリシーを適用す
ることもできます。

LACP ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[LACP Policies]タブをクリックし、[+]記号をクリックします。

ステップ 5 [Create LACP Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

LACP ポリシーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Work]ペインの [LACP Policies]タブで、編集するポリシーをクリックします。

ステップ 5 右側の [Properties]アイコンをクリックします。
ステップ 6 [Properties]ダイアログボックスで、必要な変更を行って [Apply]をクリックします。
ステップ 7 [OK]をクリックします。

UDLD リンクポリシーの設定

UDLD の概要
UniDirectional LinkDetection（UDLD）は、光ファイバまたはツイストペアイーサネットケーブル
を通して接続されたデバイスからケーブルの物理設定をモニタリングしたり、単一方向リンクの

存在を検出できるようにするためのレイヤ 2プロトコルです。このプロトコルが単一方向リンク
を正常に識別してディセーブルにするには、接続されたすべてのデバイスでUDLDプロトコルが
サポートされている必要があります。UDLDは、単一方向リンクを検出するとそのリンクを単方
向としてマークします。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さまざ

まな問題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ1メカニズムと連動してリンクの物理ステータスを判断します。レイヤ1では、
物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションによって処理されます。UDLDは、
ネイバーの IDの検知、誤って接続されたインターフェイスのシャットダウンなど、自動ネゴシ
エーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションとUDLDの両方をイネー
ブルにすると、レイヤ 1と 2の検出機能が連動し、物理的および論理的な単一方向接続、および
他のプロトコルの誤動作を防止します。

ローカルデバイスが送信したトラフィックをネイバーが受信するにもかかわらず、ネイバーから

送信されたトラフィックをローカルデバイスが受信しない場合に、単一方向リンクが発生しま

す。

動作モード

UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブです。
通常モードのUDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する単一方向
リンクを検出します。アグレッシブモードの UDLDは、光ファイバリンクやツイストペアリン
ク上の片方向トラフィックに起因する単一方向リンク、および光ファイバリンク上のインター

フェイスの誤接続に起因する単一方向リンクも検出できます。

通常モードのUDLDは、光ファイバインターフェイスの光ファイバが誤接続されている場合に単
一方向リンクを検出しますが、レイヤ1メカニズムは、この誤接続を検出しません。インターフェ
イスが正しく接続されていてもトラフィックが片方向である場合は、単一方向リンクを検出する

はずのレイヤ 1メカニズムがこの状況を検出できないため、UDLDは単一方向リンクを検出でき
ません。その場合、論理リンクは不明となり、UDLDはインターフェイスをディセーブルにしま
せん。UDLDが通常モードのときに、ペアの一方の光ファイバが切断されており、自動ネゴシエー
ションがアクティブであると、レイヤ 1メカニズムはリンクの物理的な問題を検出しないため、
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リンクは稼働状態でなくなります。この場合は、UDLDは何のアクションも行わず、論理リンク
は不確定と見なされます。

デフォルトでは、UDLDアグレッシブモードはディセーブルになっています。UDLDアグレッシ
ブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイントツーポイントのリン

ク上に限って設定してください。UDLDアグレッシブモードが有効になっている場合、UDLDネ
イバー関係が確立されている双方向リンク上のポートが UDLDパケットを受信しなくなると、
UDLDはネイバーとの接続の再確立を試み、影響を受けたポートを管理シャットダウンします。
アグレッシブモードの UDLDは、2つのデバイス間の障害発生が許されないポイントツーポイン
トリンクの単一方向リンクも検出できます。また、次のいずれかの問題が発生している場合に、

単一方向リンクも検出できます。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方で、トラフィックの送受信
ができない場合。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方がダウン状態で、もう片方
がアップ状態の場合。

•ケーブルのうち 1本の光ファイバが切断されている。

単一方向の検出方法

UDLDは 2つのメカニズムを使用して動作します。

•ネイバーデータベースメンテナンス

UDLDは、すべてのアクティブインターフェイスで Helloパケット（別名アドバタイズメン
トまたはプローブ）を定期的に送信して、他のUDLD対応ネイバーについて学習し、各デバ
イスがネイバーに関しての最新情報を維持できるようにします。スイッチが helloメッセー
ジを受信すると、エージングタイム（ホールドタイムまたは存続可能時間）が経過するま

で、情報をキャッシュします。古いキャッシュエントリの期限が切れる前に、スイッチが新

しい helloメッセージを受信すると、古いエントリが新しいエントリで置き換えられます。

インターフェイスがディセーブルになりUDLDが実行中の場合、インターフェイスでUDLD
がディセーブルになった場合、またはスイッチがリセットされた場合、UDLDは、設定変更
によって影響を受けるインターフェイスの既存のキャッシュエントリをすべてクリアしま

す。UDLDは、ステータス変更の影響を受けるキャッシュの一部をフラッシュするようにネ
イバーに通知するメッセージを 1つまたは複数送信します。このメッセージは、キャッシュ
を継続的に同期するためのものです。

•イベントドリブン検出およびエコー

UDLDは検出メカニズムとしてエコーを利用します。UDLDデバイスが新しいネイバーを学
習するか、または同期していないネイバーから再同期要求を受信すると、接続のUDLDデバ
イス側の検出ウィンドウを再起動して、エコーメッセージを返送します。この動作はすべて

のUDLDネイバーに対して同様に行われるため、エコー送信側では返信エコーを受信するよ
うに待機します。

検出ウィンドウが終了し、有効な応答メッセージが受信されなかった場合、リンクは、UDLD
モードに応じてシャットダウンされることがあります。UDLDが通常モードにある場合、リ
ンクは不確定と見なされ、シャットダウンされない場合があります。UDLDがアグレッシブ
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モードのときは、リンクは単一方向であると見なされ、インターフェイスはシャットダウン

されます。

通常モードにある UDLDが、アドバタイズまたは検出段階にあり、すべてのネイバーのキャッ
シュエントリが期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性
のあるネイバーとの再同期を行います。

アグレッシブモードをイネーブルにしていて、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズまたは

検出段階で期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性のあ
るネイバーとの再同期を行います。高速な一連のメッセージの送受信後に、リンクステートが不

確定のままの場合、UDLDはポートをシャットダウンします。

UDLD 設定時の注意事項
次のガイドラインと推奨事項は、UDLDを設定する場合に該当します。

• UDLD対応インターフェイスを別のスイッチのUDLD非対応ポートに接続すると、そのUDLD
対応インターフェイスも単方向リンクを検出できなくなります。

•モード（通常またはアグレッシブ）を設定する場合、リンクの両側に同じモードを設定しま
す。

• UDLDは、UDLD対応デバイスに接続されているインターフェイスでのみ有効にする必要が
あります。次のインターフェイスタイプがサポートされます。

◦イーサネットアップリンク

◦ FCoEアップリンク

◦イーサネットアップリンクポートチャネルメンバ

◦ FCoEアップリンクポートチャネルメンバ

リンクプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [Link Profile]ノードを右クリックし、[Create Link Profile]を選択します。
ステップ 4 [Create Link Profile]ダイアログボックスで、名前と UDLDリンクポリシーを指定します。
ステップ 5 [OK]をクリックします。
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UDLD リンクポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [UDLD Link Policies]ノードを右クリックし、[Create UDLD Link Policy]を選択します。
ステップ 4 [Create UDLDLink Policy]ダイアログボックスで、名前、管理ステータスおよびモードを指定しま

す。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

UDLD システム設定の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [LAN Cloud]の順に展開します。
ステップ 3 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [root]を展開します。
ステップ 4 [Link Protocol Policy]ノードを展開し、[UDLD System Settings]をクリックします。
ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、必要に応じてフィールドを変更します。
ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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リンクプロファイルのポートチャネルイーサネットインターフェイ

スへの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 ポートチャネルのノードを展開し、リンクプロファイルを割り当てる [Eth Interface]をクリック

します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

リンクプロファイルのアップリンクイーサネットインターフェイス

への割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Uplink Eth Interface]の順に展開します。
ステップ 3 リンクプロファイルを割り当てる [Eth Interface]をクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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リンクプロファイルのポートチャネル FCoE インターフェイスへの割
り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FCoE Port Channels]の順に展開します。
ステップ 3 FCoEポートチャネルのノードを展開し、リンクプロファイルを割り当てる FCoEインターフェ

イスをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

リンクプロファイルのアップリンク FCoE インターフェイスへの割り
当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [Uplink FC Interfaces]の順に展開します。
ステップ 3 リンクプロファイルを割り当てる FC0Eインターフェイスをクリックします。
ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

VMQ 接続ポリシーの設定

VMQ 接続ポリシー
Cisco UCSManagerでは、vNICに対し VMQ接続ポリシーを設定することができます。VMQによ
り、管理オペレーティングシステム全体のネットワークパフォーマンスが向上します。VMQvNIC
接続ポリシーを設定するには、次の作業を実行します。
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• VMQ接続ポリシーの作成

•サービスプロファイルでのスタティック vNICの作成

• vNICへの VMQ接続ポリシーの適用

サーバのサービスプロファイルでVMQ vNICを設定する場合は、サーバ内の少なくとも 1つのア
ダプタがVMQをサポートしている必要があります。以下のアダプタのうち少なくとも1つがサー
バにインストールされていることを確認してください。

• UCS-VIC-M82-8P

• UCSB-MLOM-40G-01

• UCSC-PCIE-CSC-02

以下は VMQでサポートされるオペレーティングシステムです。

• Windows 2012

• Windows 2012 R2

サービスプロファイルで 1度に適用できる vNIC接続ポリシーは 1つだけです。vNICに対して 3
つのオプション（ダイナミック、usNIC、VMQ接続ポリシー）のいずれか 1つを選択してくださ
い。サービスプロファイルでVMQvNICが設定されている場合は、次のように設定されているこ
とを確認してください。

• BIOSポリシーで [SRIOV]を選択する。

•アダプタポリシーで [Windows]を選択する。

VMQ 接続ポリシーの作成
VMQ接続ポリシーを作成する前に、次のことを考慮してください。

• Windows Serverでの VMQの有効化：アダプタが仮想スイッチに配置されている場合、
Get-NetAdapterVmqコマンドレットを実行すると、VMQに対して [True]が表示されます。

•仮想マシンのレベル：デフォルトでは、VMQは新しく展開されるすべてのVMで有効です。
VMQは、既存の VMで有効または無効にできます。

• Microsoft SCVMM：VMQはポートプロファイルで有効にする必要があります。そうでない
場合は、SCVMMで仮想スイッチを正常に作成できません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [VMQ Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create VMQ Connection Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create VMQ Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VMQ接続ポリシー名。[Name]フィールド

VMQ接続ポリシーの説明。[Description]フィールド

アダプタあたりの VMQ数は VM NICの最大数
+ 1である必要があります。

VMにあるSyntheticNICの合計数が、
VMの数以上であることを確認しま
す。

（注）

[Number of VMQs]フィールド

サーバで使用可能な CPUスレッドまたは論理
プロセッサの数。

この値は、使用可能な CPUの最大数
よりも大きい値には設定できません。

（注）

[Number of Interrupts]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

vNIC への仮想化プリファレンスの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [target service profile] > [root] > [vNICs]を展開します。
ステップ 3 vNIC名をクリックして [Work]ペインにプロパティを表示します。
ステップ 4 [Connection Policies]セクションで、[VMQ]のオプションボタンを選択し、ドロップダウンから

[VMQ Connection Policy]を選択します。
[Properties]領域で、この vNICの [Virtualization Preference]が [VMQ]に変わります。
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同じ vNIC の VMQ および NVGRE オフロードのイネーブル化
同じ vNICのVMQおよびNVGREオフロードをイネーブルにするには、次の表に示す作業を実行
します。

現時点では、VMQを VXLANとともに同じ vNICで使用することはできません。（注）

参照先説明タスク

NVGREによるステートレスオ
フロードを有効化するための

イーサネットアダプタポリ

シーの設定, （152ページ）

対象となる vNICに関連付けら
れるアダプタプロファイルに、

対応するフラグを設定します。

NVGREオフロードを
有効にするには、送

信チェックサムオフ

ロードと TSOをイ
ネーブルにする必要

があります。

（注）

通常のNVGREオフロードのイ
ネーブル化

VMQ接続ポリシーの作成, （
177ページ）

vNICへの仮想化プリファレン
スの割り当て, （178ページ）

サービスプロファイルに vNIC
を追加するときに、適切な接続

ポリシーを設定します。

VMQのイネーブル化

NetQueue

NetQueue について
NetQueueは、ネットワークアダプタに複数の受信キューを提供することによってトラフィックの
パフォーマンスを向上します。これらのキューにより、グループ化される個々の仮想マシンに関

連付けられたデータ割り込み処理が可能になります。

NetQueueは、VMware ESXiオペレーティングシステムを実行しているサーバでサポートされ
ます。

（注）
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NetQueue の設定

手順

ステップ 1 仮想マシンキュー（VMQ）接続ポリシーを作成します。
ステップ 2 VMQ接続ポリシーを選択することにより、サービスプロファイルに NetQueueを設定します。

NetQueueを設定する場合は、次の事項を参考にしてください。

•デフォルトのリングサイズは受信 512、送信 256

•各 VNICの割り込み回数は VMQ数 X 2 + 2

割り込みの数は有効化されている NetQueueの数によって決まりま
す。

（注）

•ドライバは標準フレーム構成の場合、ポートあたり最大 16個の NetQueueをサポートしま
す。

VMwareは標準フレーム構成の場合、ポートあたり最大 8個の NetQueueを使用す
ることを推奨しています。

（注）

• NetQueueを有効にする必要があるのはMSIXシステムでのみです。

• 1 GB NICでは NetQueueを無効にする必要があります。

ステップ 3 NetQueueのアダプタポリシーでMSIXモードを有効にします。
ステップ 4 サービスプロファイルをサーバに関連付けます。
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